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①大学美術館特別展・企画展

１日平均

入館者数

1 台風被災復興支援　厳島神社国宝展 4月1日 ～ 5月8日 (36日間) 53,702 1,492 ※

5 芸大コレクション展
資料は繋ぐ－名作と下絵・連作

4月8日 ～ 5月29日 (46日間) 38,914 846

25 500年の大系　植物画世界の至宝展 6月11日 ～ 7月18日 (33日間) 35,908 1,088

29 芸大コレクション展
柴田是真－明治宮殿の天井画と写生帖

6月11日 ～ 8月7日 (50日間) 33,475 670

41 「D/J Brand」展
ドイツに学んだアーティストの発火点

9月1日 ～ 9月25日 (22日間) 5,450 248

49 「台東区のたからもの」展
―寺社所蔵の文化財に見る歴史・文化―

9月27日 ～ 10月23日 (24日間) 5,556 232

53 退任記念　堀越保二・手塚登久夫展 10月6日 ～ 10月23日 (16日間) 5,513 345

73 退任記念　松永勲 染色作品展 11月3日 ～ 11月20日 (16日間) 3,525 220

81 吉村順三建築展 11月10日 ～ 12月25日 (40日間) 39,721 993

87 東京藝術大学・韓国藝術綜合学校交流展 11月29日 ～ 12月18日 (18日間) 2,717 151

95 「世界遺産からのSOS」展
－アジア危機遺産からのメッセージ－

1月14日 ～ 2月5日 (20日間) 8,884 444

99 退任記念　伊藤隆道展 1月19日 ～ 2月5日 (16日間) 3,654 228

103 第54回　卒業・修了作品展 2月22日 ～ 2月26日 (5日間) 10,732 2,146

247,751 724

②陳列館企画展

１日平均

入館者数

9
第1回 企業のデザイン展

iichiko design 展 4月11日 ～ 4月24日 (13日間) 3,938 303

13 東京・北京・パリ交流ポスター展 4月28日 ～ 5月8日 (10日間) 1,539 154

17 「文化財保存教育の40年」展 5月13日 ～ 5月16日 (4日間) 818 205

21 「日本におけるダダ」展 6月1日 ～ 6月18日 (16日間) 1,656 104

33 にゅうす展。　油画新人スタッフ展 2005 6月21日 ～ 6月28日 (7日間) 574 82

35 「Reflex」展
－黄金背景テンペラ模写と現代における展開・構築－

7月5日 ～ 7月22日 (16日間) 2,444 153

37 東京藝術大学卒業制作作品　台東区長賞展 7月29日 ～ 8月9日 (10日間) 1,016 102  

47 「Rosa！」展　あらわになる色 ～ピンク 9月1日 ～ 9月25日 (22日間) 4,019 183

61 「石の思考」展　－手塚登久夫と芸大石彫－ 10月6日 ～ 10月23日 (16日間) 1,512 95

69 日本画第一研究室発表展 10月26日 ～ 10月30日 (5日間) 960 192

77 退任記念　戸津圭之介の軌跡展 11月3日 ～ 11月20日 (16日間) 3,894 243

87 東京藝術大学・韓国藝術綜合学校交流展 11月29日 ～ 12月18日 (18日間) 1,495 83

91 「スキノデリック」展　彫刻の表層 1月6日 ～ 1月22日 (17日間) 2,995 176

103 第54回　卒業・修了作品展 2月22日 ～ 2月26日 (5日間) 8,585 1,717

35,445 203

283,196 人

会 期 合 計

展 覧 会 名 合 計

展 覧 会 名

175日間

平成１７年度 東京芸術大学 大学美術館展覧会 入館者数一覧

平成１７年度大学美術館総入館者数（①＋②）

合 計

頁

※厳島神社国宝展については、前年度分（3月25日～3月31日,6日間）の入場者（6,102人）を除く。

合 計

頁

会 期

342日間



展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

台風被災復興支援 
厳島神社国宝展 

会期： 2005年3月25日（金）-5月8日（日） 
月曜休館（ただし5月2日は開館） 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館

   2004年９月、日本列島を襲った台風18号により、日本三景の一つとして有名な厳島

神社（広島県宮島町）は、 国宝、重要文化財計40棟のうち国宝・左楽房（さがくぼう）が倒

壊するなど被害は30棟に及びました。 復旧には約７億9000万円が必要とされ、修復作
業は２年近くかかる見通しです。 この展覧会は、復興支援のため緊急企画されました。  

 安芸（あき）の宮島に鎮座する厳島神社は、 平安時代末期に平家一門によって整備さ

れたみごとな景観を現在に伝え、 1996年には世界遺産に登録されています。瀬戸内海
に浮かぶ華麗な社殿や、 平家をはじめとする武家による数々の奉納品は、後世に守り伝

えるべき文化財として、 今日ますますその価値を高めています。   

 展覧会では、平安時代、平清盛とその一族が写経した装飾経の最高傑作「平家納経」

全33巻中の17巻 （展示替え４回、常時４～５巻を展示）をはじめ、 同社に伝わる古神宝
（こしんぽう）および武器・武具などの国宝９件を中心に、 舞楽面、能装束などの重要文

化財18件を含む宝物計32件113点を、 「平家ゆかりの品々と厳島の至宝」「国宝・平家納
経－善美をきわめる」 「厳島の芸能―仮面と装束の美」の三つのテーマで紹介します。

「平家納経」は、 奈良会場（奈良国立博物館：2005年１月２日―２月１３日）で残りの16巻
と、 東京と共通の平清盛願文１巻を含む計17巻が展示されています （平清盛願文は、奈
良会場で巻末、東京会場で見返しを展示します）。 世界遺産の社宝を鑑賞しながら、厳

島神社の一日も早い復興を祈る機会となることを願ってやみません。 展覧会の収入は、

厳島神社復興支援の一助となります。  

主催： 東京藝術大学、厳島神社、読売新聞社

共催： NHK

後援： 文化庁、（社）日本ユネスコ協会連盟

協賛： 清水建設、ニッセイ同和損害保険、日本通運、非破壊検査、松下電器

協力： 京成電鉄

観覧料： 一般1,200円（1,000円／900円）、高校・大学生800円（600円／500円） 
中学生以下無料 
※（ ）内は前売／20人以上の団体料金。 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2004/itsukushima/itsukushima_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

芸大コレクション展 
資料は繋ぐ ― 名作と下絵・連作 

会期： 2005年4月8日（金）-5月29日（日）（会期中、一部の作品について展示替えあ
り） 
月曜休館（ただし5月2日は開館） 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館

  

 東京藝術大学ではその前身であった東京美術学校の創立以来、教育、研究を目的とし

た芸術資料の収集に努めてきました。 その内訳は、美術品に限らず、作家や作品にまつ

わる資料、制作、教育、美術史研究のための資料まで多岐にわたるものです。 これら資

料に関する基本的な情報は、過去に刊行された収蔵品目録、年報などさまざまな方法で

記述されてきました。  

 大学美術館では開設準備の頃より、これら資料情報のデータベース化を進めてきまし

た。 データベースの開発にあたっては、美術館内外の研究者・教育者から一般の美術愛

好家までが、 広くそれぞれの目的にあわせて活用できるような柔軟性が求められてきま

した。 そこでこのデータベースでは、これまでに記録されてきた情報をもう一度編集し直

すのではなく、 それぞれを「関連付ける」という方法で組み立てています。   

 このような構造をもったデータベースで検索すると、あたかも点と点の間に線が引かれ

るように、 作品と作品、作品と作家といった個々の情報の関係が浮かび上がってきます。 

そのことにより、くり返し語られてきた専門的な文脈にとらわれず、意外な図像の組み合

わせに気づいたり、 人物や資料の繋がりなどを発見したりするきっかけをもつくりだしま

す。   

 この展覧会では、このような芸術資料の連鎖に焦点をあてながら、高橋由一「鮭」、原田

直次郎「靴屋の親爺」、 浅井忠「収穫」、上村松園「序の舞」、狩野芳崖「悲母観音」といっ

た芸大コレクションを代表する名作とともに、 下図、写生、習作、また東京美術学校の教

官や学外の作家が共同で制作した連作など、約70件を紹介していきます。   

 また、展示室にパソコンを設置し、収蔵品データベースから大学美術館所蔵品が検索で

きるほか、 本展覧会全出品作品を、高精細画像で作品の細部が閲覧できるようになって

います。  

主催： 東京藝術大学

観覧料： 一般300円（250円）、高校・大学生100円（50円） 
中学生以下無料 
※（ ）内は団体料金で、20名以上に適用 
（団体観覧者20名につき1名の引率者は無料） 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

->プレスリリース PDF形式

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/constellation/constellation_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

第1回 企業のデザイン展 
iichiko design 展 

会期： 2005年4月11日（月）-4月24日（日） 
18日（月）のみ休館 
10:00～17:00（初日のみ19:00まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 陳列館

  

良い企業イメージ、良いブランドイメージ。それらはどのように築かれるのでしょうか。 大

きな鍵をにぎるのは、企業がおこなう「デザイン」展開です。 「どういったコンセプトで、どう

いう表現をおこなえば、どのようなイメージが醸成されるか。」 これらを解き明かすために

本学デザイン科では「企業のデザイン展」シリーズを企画しました。 
その第1回目は河北秀也教授が手がける「いいちこのデザイン」。 従来の焼酎のイメージ
をくつがえす斬新なコンセプトと表現により、 一地方の酒であった「いいちこ」は日本のトッ

プブランドはもとより世界有数の酒にまで成長しました。 その「デザイン展開」の一端を、

TVCM、ポスター、パッケージ、雑誌広告、企業文化誌などで展示、 紹介いたします。デ
ザインの有益性や影響力を、ぜひご覧ください。  

主催： 東京藝術大学美術学部デザイン科

共催： iichiko

観覧料： 入場無料 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/iichiko/iichiko_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

東京・北京・パリ交流ポスター展 
東京芸術大学・清華大学美術学院・国立高等装飾美術学校３校の学生による共通課題

サリー インスティチュート オブ アート アンド デザイン大学の学生による賛助出品  

会期： 2005年4月28日（木）-5月8日（日） 
月曜休館 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 陳列館２階

 この作品展は、２００３年より３ヶ年の企画として計画され、今回は３度目の最終となりま

す。 テーマ設定は、初年度はフランス、昨年は中国、今年は日本からとなり「のこすもの、

なくすもの」とするポスター形式の作品を、 各校約１０点ずつ、計４０作品の展示となりま

した。 「入学試験に造形試験を課し、また国立のデザイン教育機関としても共通の基盤を

もつ３校が、 社会環境や文脈に違いを乗り越えて比較・評価することによって刺激しあ

い、 ネットワーク時代における新たなデザインと展望と地平を目指す」という共通意識の

もとで、 一昨年秋からネットワークをメディアとしてこの課題を進めてまいりました。  

 更に今年は、イギリスの学生による賛助出品により新たに映像部門を設け、１３点の作

品も加わりました。  

 この企画での経験をもとに、今後様々な国との交流を深め、表現形式も多様とした内容

へと展開出来ればと願っております。 学生や教職員の人的移動を前提とせずネットワー

ク上において共通な課題を進めることは、 今後の交流授業のひとつの試みとして有効で

あり、意義深いものと考えます。  

 作品の展示は各国ほぼ同時に開催されます。  

企画・主催： 東京芸術大学美術学部デザイン科

参加学校： 東京芸術大学デザイン科／日本 
清華大学美術学院／中国 
国立高等装飾美術学校／フランス 
サリー インスティチュート オブ アート アンド デザイン大学／イギリス 

観覧料： 入場無料 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/poster/poster_ja.htm

13



14



15



16



展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

文化財保存教育の40年 

会期： 2005年5月13日（金）-5月16日（月） 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 陳列館

主催： 文化財保存修復学会大会実行委員会 
東京藝術大学大学院文化財保存学専攻

後援： （財）文化財保護・芸術研究助成財団 

観覧料： 無料 

-> 東京藝術大学大学院美術研究科文化財保存学専攻

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/hozon/hozon_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

日本におけるダダ 
マヴォ／メルツ 
村山知義／クルト・シュヴィッタース  

会期： 2005年6月1日（水）-6月18日（土） 
月曜休館 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 陳列館

 この展覧会は、日本の前衛美術においてめざましい展開を見せた「マヴォ」の時代に光

を当てることにあります。「マヴォ」は、９か月間のベルリン滞在を終えて帰国した美術家

村山知義が、1923年東京で創設したグループおよび機関誌です。村山が生み出した「構

成派 constructionnisme」は、ダダイスムと構成主義を取り入れた彼独自のヴィジョンで
す。  

 「マヴォ」は、絵画、活版印刷物、構成物、装飾など数々のハプニング・パフォーマンスを

生み出した日本のグループですが、ドイツには「メルツ」という、クルト・シュヴィッタースが

創出した作品群があり、メルツ詩、メルツ構成物、プリミティブな音響のソナタ

（Ursonate）、メルツ活版印刷といった創作活動が展開されていました。この二つの運動
体を出会わせることもこの展覧会のもうひとつの目的です。  

 事実、当時ヨーロッパでは「メルツ」のなかで、ダダイスムの日本における継承者である

村山の才能が発見されており、ハンス・アルプと共にエル・リシツキーがデザインに関わっ

た『芸術のイズム』（1925年）の「メルツ」の項には彼の名が引用されています。  

 両者の関係は明言されてはいませんが、共通の性質が数多く提示されており、マヴォは

メルツと同じく、極めて実り多き文化的背景をもった大正時代に誕生しています。第一次

大戦後ということで権力の解体があり、ドイツの場合、かつてない芸術的危機がそこに加

わっていましたが、この危機が抽象化運動をあらためて生み出すことになったのです。  

 展覧会にあわせて、（日本、フランス、ドイツからの参加者による）国際シンポジウムなら

びに20年代のアヴァンギャルド芸術映画作品の上映会の開催も予定しています。  

主催： 「日本におけるダダ」展 実行委員会

共催： 東京藝術大学、東京ドイツ文化センター、東京日仏学院 

助成： 財団法人野村国際文化財団、財団法人朝日新聞文化財団、独仏芸

術支援基金 

協賛： ルフトハンザ ドイツ航空、エールフランス航空、DHL 

協力： ギャラリーTOM、（株）水声社 

展覧会コミッショナ

ー：
マルク・ダシー（Marc DACHY） 

観覧料： 無料

-> 東京芸術大学 2005/2006「日本におけるドイツ年」

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/dada/dada_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

英国王立園芸協会（RHS）創立200周年記念 
500年の大系：植物画世界の至宝展  

会期： 2005年6月11日（土）-7月18日（月） 
月曜休館（ただし7月18日は開館） 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館

 エリザベス女王を総裁に戴く、英国王立園芸協会（以下、RHS）は、1804年に園芸を愛

する世界中の人々に奉仕することを目的として創立されました。本展示会ではRHS創立
200周年を記念し、RHSリンドリー図書館収蔵の植物画、約２万数千点の中から、近代ボ

タニカルアートの出発点となった16世紀の植物図譜をはじめとして、18世紀以降、英国が
園芸大国への道を歩んだ奇跡を示すオリジナル作品を中心に、厳選し体系的に紹介い

たします。  

 古来より建築・陶器・貨幣などの文様として描かれた植物のモティーフは、ルネサンス期

に自然観察に基づいた緻密でリアルな描写の近代植物画として発展し、多くの素晴らし

い植物図版が出版されました。そして、大航海時代を経て、植物画は黄金時代を迎えま

す。探険家とともに未知の世界に乗り出した画家達は、あらゆる風景、人間、動植物を描

いています。プラントハンターが持ち帰った魅力的な植物は、本国で栽培され、18世紀の
英国に園芸ブームを巻き起こしました。庭園とともに華麗な植物画は王国貴族の注目を

集め、多くの豪華な植物図譜が出版されています。そうした中で植物学者と植物画家の

協業は「サイエンスとアートの融合」としての独自のジャンルを生み出しました。  

 後に写真の出現によって記録画としての需要が失われてからも、植物画の伝統は受け

継がれ、今なお、ボタニカルアートとして、多くの人々を魅了しています。  

 本展では、植物画の出発点となった16世紀のフックス（1501-1566）による木版挿絵の

入った植物図譜をはじめ、ナポレオン皇帝のおかかえ絵師であったルドゥテ（1759-1840）
のリンドリー図書館から出るのは世界初といわれる未出版書籍、ヴィクトリア女王に仕え

た植物画家ウィザーズ（1793-1864）の植物画など、書籍８点をふくむ計129点を、「近代
植物画の誕生」から「植物画のルネサンス」にいたる五つの章で紹介します。  

 RHSの植物画のコレクションは英国国内においても簡単には閲覧不可能なものであり、
我が国において公開されるのは初めてとなります。  

 500年に及ぶ世界の植物文化の交流の証として多彩な魅力を持った植物画の至宝、そ
の美しさと魅力をお楽しみください。  

主催： 英国王立園芸協会日本支部（RHSJ）、東京藝術大学、「植物画世界の至宝
展」実行委員会

後援： 英国王立園芸協会（RHS）、英国大使館商務部 

特別協賛：≪セゾン≫カード 

協賛： 朝日工業株式会社、オリックス株式会社、株式会社資生堂、株式会社そごう、

株式会社西武百貨店、ソニー株式会社、株式会社損害保険ジャパン、東京電

力株式会社、凸版印刷株式会社、マネックスビーンズ証券株式会社、株式会

社みずほコーポレート銀行、財団法人三菱財団、AIGエジソン生命保険株式

会社、株式会社NTTデータ、株式会社WOWOW 

観覧料： 一般1,200円（1,000円／1,000円）、高校・大学生800円（600円／600円） 
中学生以下無料 

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/botanical/botanical_ja.htm
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※（ ）内は前売／20人以上の団体料金 

<問い合わせ> 
「植物画世界の至宝展」実行委員会事務局：03-3466-1708 
ハローダイヤル：03-5777-8600

-> 本展公式サイト

-> 英国王立園芸協会日本支部

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/botanical/botanical_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

芸大コレクション展 
柴田是真

ぜ し ん

－明治宮殿の天井画と写生帖 

会期： 2005年6月11日（土）-8月7日（日） 
月曜休館（ただし7月18日は開館、19日は休館） 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館

 【展覧会概要】  

 東京藝術大学大学美術館には完成された美術作品の点数よりも、教育資料として収集

された下絵、写生帖などが数多く保管されています。下絵や写生といえども、歴史的にそ

の価値が重要な資料も多く、今回の展覧会に出品する予定の柴田是真の下絵・写生帖も

その貴重な資料の一群といえましょう。  

 柴田是真
ぜ し ん

は文化４（1807）年に江戸両国に生まれ、円山
ま る や ま

四条派
し じ ょ う は

直系の絵師および江戸

蒔絵を継承する蒔絵師
ま き え し

として、幕末から明治前半に活躍し、初代帝室技芸員のひとりとし
て明治24（1891）年に世を去った、19世紀日本美術を代表する逸材のひとりです。  

 東京藝術大学は昭和50（1975）年に、柴田是真の遺族から、震災や戦災を越えて大切
に守ってこられた柴田是真の下絵と写生帖を譲り受けました。現在は、東京藝術大学大

学美術館が所蔵する柴田是真の資料は、明治宮殿千種之間
ち ぐ さ の ま

天井画下絵112枚、写生帖
95冊などで、是真の芸術を凝縮させたような質の高い貴重なコレクションです。とりわけ
鋭い観察に基づく、流麗かつ確実な線で精緻に描かれた植物表現は、大作品におとらな

い芸術作品として十分に観賞に値し、さらに、現代の様々なデザインの参考資料にもなり

うる魅力を持っています。  

 今回の展示ではこれらの下絵や写生帖とともに、昭和20年に戦火で焼失したためにモ
ノクロ写真およびこの下絵類でしか確認できない明治宮殿の千種之間の壮麗な天井を、

宮内庁の御協力のもと、写真および下絵を題材にして、見事な色彩および文様のコンピ

ュータグラフィックスによって再現する予定です。  

 【主な出品作品】  

明治宮殿千種之間天井画下絵（112枚のうち） 
常御殿杉戸絵下絵 
写生帖（95冊のうち）  

主催： 東京藝術大学 

観覧料： 一般300円（250円）、高校・大学生100円（50円） 
中学生以下無料 
※（ ）内は団体料金で、20名以上に適用 
（団体観覧者20名につき1名の引率者は無料） 
※障害者とその介護者各1名は無料 
※「植物画世界の至宝展」（6月11日-7月18日）をご覧のお客様は無料でご覧
頂けます。 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

->プレスリリース PDF形式

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/zeshin/zeshin_ja.htm
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http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/zeshin/zeshin_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

にゅうす展。 
東京藝術大学 油画新人スタッフ展 2005 

会期： 2005年6月21日（土）-6月28日（月） 
月曜休館 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 陳列館

主催： 「にゅうす展。」実行委員会

観覧料： 無料 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/news/news_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

Reflex 
－黄金背景テンペラ模写と現代における展開・構築－ 

会期： 2005年7月5日（火）-7月22日（金） 
休館日： 7月11日（月）・7月19日（火） 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 陳列館

主催： 東京藝術大学大学院美術研究科油画技法材料研究室 
東京藝術大学大学院美術研究科保存油画修復研究室

観覧料： 無料 

<問い合わせ> 
油画技法材料研究室： 03-3466-1708 
ハローダイヤル： 03-5777-8600

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/reflex/reflex_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

東京藝術大学卒業制作作品 
台東区長賞展 

会期： 2005年7月29日（金）-8月9日（火） 
月曜休館 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 陳列館２階

主催： 台東区

協力： 東京藝術大学 

観覧料： 無料 

<問い合わせ> 
台東区役所 企画財政部 文化振興課：03-5246-1146 
ハローダイヤル：03-5777-8600

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/taitoku/taitoku_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

D/J Brand 
ドイツに学んだアーティストの発火点 

会期： 2005年9月1日（木）-9月25日（日） 
月曜休館（ただし9月19日は開館、翌20日閉館） 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館

主催： 日本におけるドイツ年 2005/2006「D/J Brand」展実行委員会

共催： 東京藝術大学美術学部 

協賛： 野村国際文化財団、EU・ジャパン フェスト日本委員会、財団法人文化財保護・
芸術研究助成財団 

後援： ドイツ連邦共和国大使館、DAAD ドイツ学術交流会 

企画： 渡辺好明（東京藝術大学美術学部助教授） 

観覧料： 無料 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

-> 公式ウェブサイト

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/dj_brand/dj_brand_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

Rosa! 
あらわになる色 ～ピンク 

会期： 2005年9月1日（木）-9月25日（日） 
月曜休館（ただし9月19日開館、翌20日閉館） 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 陳列館

主催： バウハウス大学ワイマール造形学部

共催： 東京藝術大学 

協賛： チューリンゲン州文部省・資生堂・JAL・JENOPTIK AG・バウハウス大学ワイマ
ール造形学部 

後援： ドイツ連邦共和国大使館・DAAD・ドイツ学術交流会 

観覧料： 無料 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

-> 公式ウェブサイト（東京藝術大学）

-> 公式ウェブサイト（バウハウス大学）

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/rosa/rosa_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

台東区のたからもの 
―寺社所蔵の文化財に見る歴史・文化― 

会期： 2005年9月27日（火）-10月23日（日） 
月曜休館（ただし10月10日は開館、10月11日は休館） 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館

主催： 台東区・台東区教育委員会・東京藝術大学

後援： 東京都教育委員会 

観覧料： 一般300円（250円）、高校・大学生100円（50円） 
中学生以下無料 
※（ ）内は20人以上の団体料金 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

-> 台東区による展覧会情報

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/takaramono/takaramono_ja.htm

49



50



51



52



展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

退任記念 
堀越保二展 

会期： 2005年10月6日（木）-23日（日） 
月曜休館（ただし10月10日は開館、10月12日は休館） 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 ３階

主催： 東京藝術大学

観覧料： 無料

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/horikoshi/horikoshi_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

退任記念 
手塚登久夫展 

会期： 2005年10月6日（木）-23日（日） 
月曜休館（ただし10月10日は開館、10月11日は休館） 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 ３階

主催： 東京藝術大学

観覧料： 無料

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

※同時開催： 「石の思考」―手塚登久夫と芸大石彫― 東京藝術大学美術館 陳列館

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/tezuka/tezuka_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

「石の思考」 
―手塚登久夫と芸大石彫― 

会期： 2005年10月6日（木）-23日（日） 
月曜休館（ただし10月10日は開館、10月11日は休館） 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 陳列館

 今年度をもって、彫刻科ならびに石彫研究室の中心教員として後進の指導にあたられ

てきた手塚登久夫先生が定年退任されます。そこで私たちは本学大学美術館にて開催さ

れる退任記念展に合わせて、手塚先生の教えを受け、且つ石彫を続けている卒業生によ

る展覧会を陳列館にて企画しました。しかし、卒業生全てとなると会場、展覧会構成から

して無理があります。残念ではありますが、本展覧会の参加作家を先生の在任中に指導

を受けた後、彫刻科ならびに取手石材工房で講師、助手として関わった卒業生に限定し

たことをご理解いただきたい。 
 本展覧会は、これまでの芸大石彫４半世紀の一端を通覧する目的ではなく、手塚先生

の退任記念を機会に、現代における石彫の魅力を２２名の彫刻家が、個々の石の思考を

もって展覧するものであります。 
 東京藝術大学彫刻科助教授 林武史  

出品作家： 
手塚登久夫 
田中康二郎 
信太進 
前川義春 
林武史 
虎尾裕 
関孝行 
丸山富之 
相澤久徳 
塚本悦雄 
原真一 
古屋一弘 
野尻聡 
森淳一 
浅川洋行 
佐藤正和 
内山士郎 
本間広基 
清水啓一郎 
阿部光成 
竹内智美 
辻英明 

観覧料： 無料

<問い合わせ> 
東京藝術大学美術学部彫刻科研究室：03-5685-7578

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/sekityo/sekityo_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

東京藝術大学 
日本画第一研究室発表展 

会期： 2005年10月26日（水）-10月30日（日） 
会期中無休 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで／金曜日は19:00まで夜間開
館）

会場： 東京藝術大学大学美術館 陳列館＋正木記念館

主催： 東京藝術大学大学院美術研究科日本画第一研究室

助成： 財団法人 野村国際文化財団 

協力： 台東区東上野 石井三太夫表具店 

観覧料： 無料 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600 
メール：1kenten@mail.goo.ne.jp

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/nihonga/nihonga_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

退任記念 
松永勲 染色作品展 ―古代譜の世界― 

会期： 2005年11月3日（木）-20日（日） 
月曜休館 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 B2F

松永勲は、1963年東京藝術大学美術学部工芸科図案専攻を卒業、その後、京都の工房

で染色を学び、1965年染色講座の設立に携わりました。1967年染色講座が正式に発足
し、以来現在まで永きにわたって情熱を持って後進の指導にあたり、来春３月定年を迎え

ることになりました。このたびの退任記念展は、制作の発表の場とされていた日展、現代

工芸美術展の初期から近作までの作品を中心に、個展出品作その他を含め、型染めに

よる作品約75点を展観します。 

主催： 東京藝術大学美術学部、東京藝術大学大学美術館

観覧料： 無料 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

◇ギャラリートークのご案内 
11月17日（木）14：00～ 展示室内にて松永勲自身によるギャラリートーク「私の制作について」 

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/matsunaga/matsunaga_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

退任記念 
戸津圭之介の軌跡展 

会期： 2005年11月3日（木）-20日（日） 
月曜休館 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 陳列館

 2005年度末をもって東京藝術大学を退任する戸津圭之介の記念展を開催いたします。

 本展覧会は戸津圭之介が在任中に制作し発表した多くの作品の中から厳選した60数
点を展覧し、同時に携わった鋳金の文化財に関する調査と修復の報告書や著書の一部

も公開いたします。また鋳金工房においては制作実演も企画し、本学ならではの催しとな

ります。 
 

主催： 東京藝術大学

協力： 木下株式会社、コクヨ株式会社

観覧料： 無料 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

◇公開制作のご案内 
12日（土）、13日（日）、15日（火）、16日（水）、17日（木） 13：30～17：00 
東京藝術大学美術学部内総合工房棟B・C棟１階 鋳金研究室 工房にて  

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/totsu/totsu_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

吉村順三建築展 

会期： 2005年11月10日（木）-12月25日（日） 
月曜休館 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館

「建築家として、もっともうれしいときは、建築ができ、そこへ人が入って、そこでいい生活

がおこなわれているのを見ることである。日暮れどき、一軒の家の前を通ったとき、家の

中に明るい灯がついて、一家の楽しそうな生活が感じられるとしたら、それが建築家にと

っては、もっともうれしいときなのではあるまいか」－吉村順三・1965年 
 建築家・吉村順三は、建築にたずさわる喜びをこの飾りけのない言葉が示す深い心根

に置き、生涯にわたって人々の日々の暮らしの場に温かなまなざしを向け続け、日本の

自然や固有な文化風土に根ざす数多くの秀作を残しました。 
 本展は、その温かな人間愛と深い生活への洞察をとおして取り組んだ住宅作品をはじ

め、多様な公共性を持つ建築への取り組みを一堂に集め、建築家・吉村順三の創作世界

とその今日的な意味を再考しようとするものです。  

主催： 東京藝術大学、吉村順三建築展実行委員会、東京藝術大学美術学部建築科

共催： 匠美会（東京藝術大学建築科卒業生の会）、吉村設計事務所 

後援： 朝日新聞社、日本建築学会、日本建築家協会、日本建築士会連合会、建築業

協会、ジャパン・ソサエティー 

企画協

力：

新建築社 

観覧料： 一般800円（600円）、高校・大学生500円（400円） 
中学生以下無料 
※（ ）内は20人以上の団体料金 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

2005年11月27日（日）9:00～（再20:00～） 
ＮＨＫ教育テレビ 
≪新日曜美術館≫ 
「簡素にして品格あり・建築家吉村順三」  

◇記念シンポジウム  

「吉村順三の現代的意味」 
2005年11月19日（土）14:00～16:00 場所：東京藝術大学美術学部大浦食堂 
植田 実（建築評論家） 
藤森照信（東京大学生産技術研究所教授） 
松山 巌（小説家・評論家）  

「吉村順三の設計方法」 
2005年12月3日（土）14:00～16:00 場所：東京藝術大学美術学部大浦食堂 
藤岡洋保（東京工業大学大学院教授） 
高間三郎（科学応用冷暖研究所所長） 
横内敏人（京都造形芸術大学教授） 
野沢正光（建築家）  

いずれも聴講無料 定員：各回150名（定員を超える場合は入場できない場合がありま

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/yoshimura/yoshimura_ja.htm
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す）  

◇ギャラリートーク  

吉村設計事務所ＯＢによる作品解説 
11月26日（土）、12月10日（土） いずれも14:00～16:00 定員30名程度  

◇記念コンサート  

「シュトゥットガルト室内管弦楽団トリオコンサート」 
11月2日（水） 19：00開演（18：30開場） 旧東京音楽学校奏楽堂 
 入場料4000円（全席自由・税込み） 
 チケット予約：電子チケットぴあ 音声確認予約：0570-02-9966 
        オペレーター予約：0570-02-9990〔Pコード：209-356〕 
        ソナーレ・アートオフィス：FAX 03-5754-3103 
 問い合わせ：ソナーレ・アートオフィス：TEL 03-5754-3102  

11月4日（金） 14：30開演（14：00開場） 愛知県立芸術大学 奏楽堂 
 入場無料  

11月5日（土） 17：30開演（16：30開場） 八ヶ岳高原音楽堂 
 入場料9000円（ディナーパーティー、宿泊プラン別料金） 
 ご予約・お問い合わせ：八ヶ岳高原ロッジ予約係 TEL 0267-98-2131  

●図録販売はミュージアムショップでどうぞ。  

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/yoshimura/yoshimura_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

東京藝術大学・韓国藝術綜合学校交流展 

会期： 2005年11月29日（火）-12月18日（日） 
月曜休館 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 全体展―大学美術館地下２階 及び陳列館１階・２階 
建築展会場―大学内 総合工房棟２階多目的ラウンジ

2005 年は日本と韓国との国交正常化40 周年という記念すべき年に当たります。両国は
首脳間の合意に基づき、この機会に両国民がより広く、互いを理解しあうことを目的として

『日韓友情の年2005』の実施を宣言いたしました。 
 今回の韓国藝術綜合学校と東京馨術大学とが共に協力し合い、教育を担う教員のそれ

ぞれの創作姿勢を韓国と日本において展開するという展覧会、シンボジュウムを中心に

した内容は、まさしく「より深い文化の相互理解をめざす」という日韓友情年の趣旨に合致

した内容であると考えております。 
 本事業のタイトルにあります「（マンナム）と出会い」は多くの示唆に富んでいます。日本

と韓国の両国の文化の交流を鑑みますと、多くの出合いがあって現在の「似ているが違

う」という相互文化の表出がなされています。 
 『現代の美術』を切りロとして、双方の芸術大学の教員の創作表現が一堂に展開するこ

とで、現代という時間軸の中で表現素材がどのように変化をするかを、体感したく思って

います。本展覧会の成功を機に、『進もう未来へ、一緒に世界へ』両国民が、お互いに良

く知り合い、学びあい、尊敬しあう、良好な関係を創っていきたいと考えており、日韓両国

が『本当のよりよき友人』 になることを信じております。 
 東京藝術大学学長 平山郁夫  

主催： 東京藝術大学、韓国藝術綜合学校

後援： 韓国文化観光部 

協力： 文化庁 

観覧料： 無料 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

全体セミナー 日時：12月7日（水） 17:00～19:00 会場：大学内中央棟２階第３講義室 
建築セミナー 日時：12月8日（木） 17:00～19:00 会場：大学内総合工房棟４階 FM（フ
ァクトリーミュージアム）  

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/nikkan/nikkan_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

スキノデリック 
彫刻の表層 

会期： 2006年1月6日（金）-1月22日（日） 
休館日なし 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 陳列館

 東京藝術大学彫刻科では1997年より、歴史ある東京藝術大学大学美術館陳列館を展
示空間として、「空間の変容」「彫刻－具象表現の解体と構築」「垂直の時間 彫刻－過

去・現在・未来－」「彫刻の身体」といった、現代における彫刻のありようを問う展覧会を隔

年ごとに開催してきました。今回はその第5回展として「スキノデリック－彫刻の表層－」と
題した展覧会を企画いたしました。 
 展覧会タイトル「スキノデリック」とは、サイケデリックをもじつた造語ですが、これは

psyche(精神)をskin(皮膚)へと転換させることで彫刻表現の在り様、捉え方の再構築を
はかる、という意図を含んでいます。ここで言う「皮膚」は、字義通りの意味というよりは比

喩としての「皮膚/表層」であり、皮膚という概念を“表面”“身体”“場”といった彫刻表現が
抱える様々な問題の交差する“結節点”であると捉え、そこから新たな彫刻のビジョンを提

案していくことが、この展覧会のねらいです。 
 出品作家は本学彫刻科スタッフに加え、学外より伊藤誠、中村哲也両氏を招待作家とし

て迎えます。また、本学先端芸術表現科、古川聖氏の協力のもと、会場全体を舞台とし

た、彫刻と音との関わりを考えるサウンド・インスタレーションも併せて行います。 
 
出品作家=伊藤誠/奥田真澄/北郷悟/清水淳/高見直宏/塚本悦雄/中村哲也/藤原彩人/吉
賀伸/古川聖 
テキスト=谷川渥  

主催： 東京藝術大学美術学部、東京藝術大学大学美術館、彫刻科企画展実行委

員会

助成： 文化財保護・芸術研究助成財団、野村国際文化財団 

観覧料： 無料 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

-> 本展公式サイト

◇ギャラリートーク 
1月14日[土]13:30 
本展出品作家X谷川渥〔國學院大学教授・美学〕

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/skinodelic/skinodelic_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

世界遺産からのSOS 
－アジア危機遺産からのメッセージ－写真・映像展 

会期： 2006年1月14日（土）-2月5日（日） 
月曜休館 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 B2F

世界遺産の核心としての危機遺産 
 ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の世界遺産条約に基づき登録ざれた世界遺産

は、地球の生成と人類の歴史によって生み出ざれ、過去から現在へと世代を越えて継承

されてきた地球が共有する宝物です。いまを生きる私たちには、その素晴らしい人類共有

の遺産を未来へ伝える責任と義務があります。しかし、現実には世界遺産の維持にはさ

まざまな困難や障害が存在し、多くの遺産が危機に瀕しています。 
 その象徴的な存在が『危機遺産』です。現在、ユネスコの危機遺産リストに記載された

遺産は世界で34件。その中にはアジアの遺産も多く含まれています。世界の中でも極め
て多彩な文化に彩られたアジアの自然と文化の豊かさを未来世代へ引き継いで行くため

には、これらの危機遺産の現実を直視することが不可欠です。  

アジアの危機遺産からの訴え 
 アジアを中心に幅広く活躍するフォトジャーナリストたちや専門家からの貴重な報道写

真とNHKのパイビジョン映像により構成されるこの展覧会は、これらの危機遺産を救い未
来の世代へ伝えるために、「私たちに何ができるのか」、「何をしなければならないのか」

を訴えかけるために開催されるものです。 
 今回は特に、紛争によリ失われたアフガニスタンのバーミヤン遺跡、大地震で脆くも崩

れ去ったイランのバム城砦、急激な都市化が伝統文化に彩られた都市の崩壊を招きつつ

あるネパールのカトマンズ、社会構造の変化が伝統的な稲作文化に危機をもたらしてい

るフィリピンのコルディリエーラの棚田や、2004年に危機遺産リストからは脱したとはい
え、急激な観光開発などによって新たな危機を迎えているカンボジアのアンコール遺跡な

どを中心に取り上げ、アジアの危機遺産の現状を訴えます。  

この展覧会は、(社)日本ユネスコ協会連盟がおこなうアジアの危機遺産救済のための募

金活動、『SOSアジア世界遺産』の一環として開催されます。  

主催： 東京藝術大学、（社）日本ユネスコ協会連盟、毎日新聞社、NHK、NHKプロモ
ーション

後援： （財）文化財保護・芸術研究助成財団 

協賛： 小学館、トヨタ自動車 

協力： そごう、西武百貨店、チャンスイット 

観覧料： 一般500円（400円）、高校・大学生300円（200円） 
中学生以下無料 
※（ ）内は20人以上の団体料金 
障害のある方は無料（証明できるものをお持ちください） 

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

◇テレビ放映 
NHK総合テレビ「こんにちは いっと６けん」 
1月21日（土）11:30～11:54

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/sos/sos_ja.htm
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トップ＞

秋篠宮妃殿下「世界遺産からのＳＯＳ展」を視察（東京芸大大学美術館）

秋篠宮妃殿下は、去る１月２７日に東京藝術大学大学美術館をご訪問され、同館で開催中の「世界遺産からのＳＯＳ－アジア危機遺産からのメッ
セージ－展」を視察された。宮田亮平学長、野口昇（社）日本ユネスコ協会連盟理事長らの出迎えを受けた後、主催者側からのご説明のもと、写
真などを約１時間にわたり熱心にご鑑賞された。 
 
同展は、アフガニスタンのバーミヤン遺跡、カンボジアのアンコール遺跡などを中心に取り上げ、アジアの危機遺産の現状を訴えたもの。２月５
日まで開催。 
 

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。

http://www.geidai.ac.jp/topic/sintyaku_kiji/20060127/index.html
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

退任記念 
伊藤隆道展 

会期： 2006年1月19日（木）-2月5日（日） 
月曜休館 
午前10時～午後5時（入館は閉館の30分前まで）

会場： 東京藝術大学大学美術館 3F

伊藤隆道が、学生時代から今日まで約50年の間続けてきた表現活動の基本となってい
るのは「光、動き」である。その非物質的な素材を用い、具体的な作品展開でさまざまなジ

ャンルをクロスオーバーしながら今日にいたっている。工芸から始まり、ショウウンドウディ

スプレイ、ひかり・照明デザイン、展示デザイン、野外彫刻、パブリックアート、最近は舞台

美術を担当することも多い。時にはジュエリーデザインも手掛ける。2006年3月の東京藝
術大学デザイン科教授退任を記念して開催される本展では、過去の作品から新作まで多

様に展示を行い、時代や年代などの時間を越えた会場構成から、伊藤隆道が長年追い

求めている「光や動き」を感じてほしい。  

伊藤隆道 略歴 
1939年札幌市生まれ。東京藝術大学美術学部工芸科彫金卒業。同年から資生堂ウィン
ドウデザインを手掛ける。毎日産業デザイン賞など多数受賞。大阪万博、沖縄海洋博、つ

くば科学博などに参加。照明デザインや環境造形など幅広い活動。野外彫刻展（動く彫

刻）でも多数の賞を受賞。国内、海外に多数の作品が設置されている。音楽学部との共

同研究でオペラ、邦楽舞台で美術を担当。1993年から東京藝術大学美術学部デザイン
科教授、環境芸術学会会長。  

主催： 東京藝術大学

協力： シーアイ化成株式会社 

観覧料： 無料

<問い合わせ> 
ハローダイヤル：03-5777-8600

-> 本展公式サイト

◇ミュージアムコンサートのご案内 
美術学部・音楽学部学生による音楽とパフォーミングオブジェのコラボレーション演奏 
日時：１月１９日（木） 16：00～16：30 
 会場：展示室内にて 
曲目：「冬の朝より」 
作品：「上昇・下降」 
協力：音楽学部邦楽科

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/ito/ito_ja.htm
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展覧会・催し物日程 過去の記録

展覧会・催し物 下記の展覧会情報は変更される場合があります。 最新情報は直接問い合わせくださ

い。 

 

第54回東京藝術大学卒業・修了作品展 

会期： 2006年2月22日（水）-26日（日） 
9:00～16:30(入場は16時まで) 
※最終日は12:00まで（入場は11:30まで）

会場： 学部生－東京都美術館・大学構内 
大学院生－大学美術館・陳列館（大学構内）

主催： 東京藝術大学

観覧料： 無料

<問い合わせ> 
東京藝術大学 美術学部教務係 03-5685-7556

-> 本展公式サイト

※先端芸術表現科は、ドキュメント展示となります。 
実作品は、「Project the Projectors 2006」先端芸術表現科 卒業・修了制作展にて一般
公開いたします。 
「Project the Projectors 2006」先端芸術表現科 卒業・修了制作展 
会期： 2006年1月28日（土）～2月5日（日） 
11:00-19:00  
会場： 横浜旧関東財務局／神奈川県横浜市中区日本大通34 
企画・運営： 先端芸術表現科（Project the Projectors 2006実行委員会） 
URL： http://www.project-the-projectors.jp/

http://www.geidai.ac.jp/museum/exhibit/2005/sotsuten54/sotsuten54_ja.htm
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トップ＞

第54回東京藝術大学卒業・修了作品展

■ 概要

 

 

日時 ： 2006年2月22日(水)～26日(日) 
9:00～16:30(入場は16時まで) 
※最終日は12:00まで（入場は11:30まで）

会場 ： 学部生 東京都美術館・大学構内

大学院生 大学美術館・陳列館（大学構内）

（下記案内図参照）

入場料金 ： すべての会場で入場無料

主催 ： 東京藝術大学

お問い合わせ先 ： 美術学部教務係 03-5685-7556 
〒110-8714 
東京都台東区上野公園12-8

※ 先端芸術表現科は、ドキュメント展示となります。 
実作品は、「Project the Projectors 2006」先端芸術表現科 卒業・修了制作展にて一般公開いたします。

「Project the Projectors 2006」先端芸術表現科 卒業・修了制作展 

日時 ： 2006年1月28日（土）～2月5日（日） 
11:00-19:00

会場 ： 横浜旧関東財務局／神奈川県横浜市中区日本大通34

企画・運営 ： 先端芸術表現科（Project the Projectors 2006実行委員会）

URL ： http://www.project-the-projectors.jp/

■ 主な展示会場

東京都美術館

１階 学部生卒業作品（デザイン・建築・染織）、工芸科自画像作品

Ｂ１階 学部生卒業作品（日本画・油画）

Ｂ２階 学部生卒業作品（彫金・鍛金・鋳金・漆芸・陶芸） 

Ｂ３階 学部生卒業作品（彫刻）、彫刻科自画像作品

大学美術館（東京藝術大学内）

３階 大学院生修了作品（油画・彫刻・デザイン・美術教育）

２階 
テラス

ドキュメント展示（先端芸術表現科）

エント 
ランス

大学院生修了作品（立体作品）

Ｂ２階 大学院生修了作品（日本画・油画・工芸・デザイン）

大学美術館 陳列館（東京藝術大学内）

２階 大学院生修了作品（建築） 

１階 大学院生修了作品（文化財保存学）

絵画棟（東京藝術大学内）

８階 大学院生修了作品（油画）

７階 大学院生修了作品（油画）

５階 大学院生修了作品（油画）

彫刻棟（東京藝術大学内）

３階 大学院生修了作品（彫刻）

中央棟（東京藝術大学内）

１階 
ロビー

大型作品

http://www.geidai.ac.jp/topic/sintyaku_kiji/20051227/index.html
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総合工房棟（東京藝術大学内）

３階 
プレゼン 
ルーム

学部・修了卒業作品（デザイン）

２階 多目的ラウンジ  学部・修了卒業作品（建築）

１階 
オープン 
アトリエ

学部・修了卒業作品（建築）

オープン 
デッキ

大型作品

大学会館（東京藝術大学内）

学部・大学院とも（映像作品・大型作品等）

大学美術館前広場 他、東京藝術大学内

学部・大学院とも（屋外展示作品等）

■ 会場案内

 
交通案内 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください

東京藝術大学 上野校地・東京都美術館 
 
東京藝術大学  
東京都台東区上野公園12-8 
 
東京都美術館  
東京都台東区上野公園8-36 

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。

http://www.geidai.ac.jp/topic/sintyaku_kiji/20051227/index.html
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展 覧 会 等 の 名 称

主 な 参 加 学 科 ・ 専 攻
（ 参 考 Ｕ Ｒ Ｌ ）

アーカイブ展 7月4日 ～ 7月8日

油画

椅子展　2005
朝／椅子　～状況とかたち～

9月27日 ～ 10月2日

建築
（http://www.geidai.ac.jp/labs/archi
toride/prjct2005/isu/isu.html）

表層の内側Ⅱ　東京－大邱
東京展

10月24日 ～ 10月28日

油画

先端芸術表現科修士１年後期展
「Connect the dots」

11月9日 ～ 11月16日

先端芸術表現
（http://ctd.hp.infoseek.co.jp/）

アート・パス'05 12月9日 ～ 12月11日

取手校地学生
（http://www.geidai.ac.jp/event/artp
ath05/indexxx.html）

「Project the Projectors
2006」先端芸術表現科 卒業・修
了制作展

1月28日 ～ 2月5日

先端芸術表現
（http://www.project-the-
projectors.jp/）

東京芸術大学音楽環境創造科
卒業制作発表会
「-et-ten」

2月17日 ～ 2月19日

音楽環境創造

東京芸術大学
卒業・修了制作展

2月22日 ～ 2月26日

美術学部・美術研究科の各学科・専攻
（http://www.geidai.ac.jp/topic/sinty
aku_kiji/20051227/index.html）

8

附属図書館

絵画科（油画）３年生対象で行われた大竹敦人ゼミの研究
発表展。基礎課程を終え、専門課程における事故の創作表
現研究を深めていく（自己の方向性を定めていく）時期に
今まで行ってきた創作活動を振り返り、アーカイブを作成
して、発表するもの。ポートフォリオ作りの実習を兼ねて
いる。

学部建築科１年生の５月～７月の実習課題で製作した作品
の発表展。毎年開催されている。

美術学部卒業者、美術研究科修士課程及び博士後期課程修
了者の卒業・修了生作品を展示。学部生は、東京都美術
館・大学構内、大学院生は大学美術館・陳列館（大学構
内）で開催。（先端芸術表現科・専攻はドキュメントのみ
の展示で作品展示は、上記7で実施。）芸術学科・専攻の卒
業論文の概要も含め、作品集を刊行している。

東京都美術館、大学美
術館、同陳列館、絵画
棟、彫刻棟、中央棟、
総合工房棟、大学会館

他

1999年度に新設された先端芸術表現科の卒業制作展。
「project the projectors」という展覧会名は、考案し、
企画し、ものごとを起こす者としての「projector」たち
が、その自分自身を前方へ(pro)投げる(ject)ことを表して
おり、2003年度（第１期）から継承しているもので、卒業
を迎える学生それぞれの表現に対する態度表明であり、展
覧会そのもの趣旨でもある。

東京芸術大学取手校地
大学美術館取手館・メ
ディア教育棟 4F
大学会館

先端芸術表現専攻修士１年生２７名による成果発表展。

取手校地の学生が中心となった年に一度の大規模な作品発
表。 大学という場が300を超える作品を持つ大展覧会場に
姿を変え、また、学生の企画したイベントも多数行われ
る。展示される作品は、授業の課題によるものや有志によ
るもの等さまざま。またワークショップ、公開討論会、体
験講座等、一般来場者が見るだけでなく、参加できるイベ
ントも多数開催。

平成１７年度　東京芸術大学 教育課程に関連した主な展覧会

Ｎｏ 概 要
会 期 等

開 催 場 所

2002年に新設された音楽環境創造科の第１期卒業生による
発表会。

大邱大学絵画科西洋画専攻と本学大学院美術研究科絵画専
攻油画第４研究室の交流展。平成16年に続き、第２回目開
催。
11月には、韓国KBS大邱放送局第12展示室等でも同展が開催
された。

絵画等１階展示ス
ペース
大学会館

総合工房棟２階
多目的ラウンジ

取手校地
メディア教育棟他

7

3

取手校地

横浜市旧関東財務
局・旧労働基準局

6

1

2

4

5



使用時間：９時００分～１９時３０分［但し、夏期、冬期及び春期休業中は９時００分～１６時３０分］

使 用 期 間 の 区 分 休 館 日 等展 示 名 等展 示 概 要 等展 示 者 所 属 ・ 人 数等

 4月 4日(月)～ 4月 8日(金) 　 ５人展 平面と映像 美術学部（油画）５名

 4月11日(月)～ 4月15日(金)  工芸科１年有志 １年次のガラス作品展示 美術学部（工芸）１名

 4月18日(月)～ 4月22日(金) 　 根上組 立体作品等 美術学部（彫刻）３名

 4月25日(月)～ 4月28日(木)
29日
みどりの日

滝沢レディ 絵画展示（平面） 美術学部（油画）２名

 5月 2日(月)～ 5月 6日(金)
3～5日
祝祭日

 5月 9日(月)～ 5月13日(金)

 5月16日(月)～ 5月23日(月)

 5月24日(火)～ 5月27日(金)  
アートノーマライゼー
ション

絵画，立体，パフォーマ
ンス

美術学部（先端）２名

 5月30日(月)～ 6月 3日(金) raindrops4 絵画，立体
美術研究科（美術教育）
２名

 6月 6日(月)～ 6月10日(金) メモリートオセンボ展
映像，アニメーション，
インスタレーション

美術研究科（油画）３名

 6月13日(月)～ 6月17日(金) 　  

 6月20日(月)～ 6月24日(金) 　 魚介エキス 平面 美術学部（油画）２名

 6月27日(月)～ 7月 1日(金)
藍毘尼園（らんびにお
ん）

写真 美術学部（工芸）２名

 7月 4日(月)～ 7月 8日(金) 配分ミス調整 平面作品 美術学部（油画）２名

 7月11日(月)～ 7月15日(金) 大人の葡萄の裏側in京都 壁面を使った展示 美術学部（油画）２名

 7月19日(火)～ 7月22日(金) 18日海の日  

 7月25日(月)～ 7月29日(金) 　  

 8月 1日(月)～ 8月 5日(金) 　  

 8月 8日(月)～ 8月12日(金) 　  

 8月15日(月)～ 8月19日(金) 　 兄弟展 絵画，彫刻 美術研究科（デザイン）２名

 8月22日(月)～ 8月26日(金) 　 ○△□×展（仮） 絵画，平面作品等 美術学部（油画）４名

 8月29日(月)～ 9月 2日(金)
※1,2日は19
時30分まで

ゲイガクテキ（仮称） 平面，立体，映像 美術学部（芸術学）１２名

 9月 5日(月)～ 9月 9日(金)

 9月12日(月)～ 9月14日(水)

 9月15日(木)～ 9月16日(金)

 9月20日(火)～ 9月22日(木)
19日、23日
祝祭日

 9月26日(月)～ 9月30日(金) ２人展 平面及び立体作品
美術学部（デザイン）２
名

 10月 3日(月)～10月 7日(金)
4日
開学記念日

 10月11日(火)～10月14日(金)
10日
体育の日

 

 10月17日(月)～10月21日(金) 　

 10月24日(月)～10月28日(金)  表層の内側・東京-大邱（国際交流展・油画４研）

平成１７年度　大学会館展示室　展示表

２人展（未定） 主に平面作品 美術学部（油画）２名

芸術祭関係使用

四芸術大学体育・文化交歓会使用

四芸術大学体育・文化交歓会使用

芸術祭関係使用

1 / 2 



使 用 期 間 の 区 分 休 館 日 等展 示 名 等展 示 概 要 等展 示 者 所 属 ・ 人 数等

 10月31日(月)～11月 4日(金)
３日文化の
日

 11月 7日(月)～11月11日(金)

 11月14日(月)～11月18日(金) 染織展 染織作品展示 美術学部（工芸）１９名

 11月21日(月)～11月25日(金)
23日勤労感
謝の日

美術学部（デザイン）
（仮予約）

 11月28日(月)～12月 2日(金) ２人展 美術研究科（油画）２名

 12月 5日(月)～12月 9日(金) ＭＯＧＡ３
平面作品を中心とした展
示

美術研究科（版画）３名

 12月12日(月)～12月16日(金) 　 シカパンダ展 奈良での活動の報告展
美術研究科（油画技法・
材料）７名

 12月19日(月)～12月22日(木)
23日
天皇誕生日

あか 写真と服の展示 美術学部（工芸）２名

  1月 5日(木)～ 1月 6日(金) 　

  1月10日(火)～ 1月13日(金)
９日
成人の日

  1月16日(月)～ 1月20日(金) 52.5/72(時/年）展 デザイン３年
美術学部（デザイン）
３名

  1月23日(月)～ 1月27日(金)

  1月30日(月)～ 2月 3日(金) 木村と仲間たち 写真と立体
美術研究科（美術解剖）
２名

  2月 6日(月)～ 2月10日(金) 日本画展 日本画の展示
美術研究科（日本画）
３名

  2月13日(月)～ 2月17日(金) 　

  2月20日(月)～ 2月24日(金) 　

  2月27日(月)～ 3月 3日(金)

  3月 6日(月)～ 3月10日(金)

  3月13日(月)～ 3月17日(金)

  3月20日(火)～ 3月24日(金)

  3月27日(月)～ 3月31日(金) 彫刻展 作品展示 美術学部（彫刻）２名

※網掛け部分は，展示準備が不十分のため、キャンセルの申し出があり、開催されなかったもの。

※太字部分は、大学行事等での使用。

学校行事以外の学生展覧会開催件数　計25件

入 構 禁 止
期 間

美術教育研究会展示発表会

美術教育研究会展示発表会

卒業・修了作品展（２６日まで）

デジタル芸大展（芸術情報センター）

卒業・修了作品展準備

ひかりのある場所（仮） 平面 美術学部（油画）２名
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1
SPRING BOARD 2005
Part1

上野駅
Break Station
Gallery

4月2日 ～ 4月21日
日本画、油画
彫刻、デザイン
保存修復

2
SPRING BOARD 2005
Part2

上野駅
Break Station
Gallery

4月23日 ～ 5月12日
日本画、油画
彫刻、漆芸
染織、デザイン

3 Ceramic Exhibition 2005
天王洲セントラ
ルタワー
アートホール

5月2日 ～ 5月12日 陶芸
陶芸専攻の学部４年生、大学院生によ
る作品発表展

4 東京藝術大学鍛金展
天王洲セントラ
ルタワー
アートホール

5月16日 ～ 6月10日 鍛金
鍛金専攻の平成16年度卒業・修了者に
よる作品展

5 愛着＜衣＞生活
2005愛・地球博
地球市民村

6月1日 ～ 6月30日 染織

愛・地球博の中の「愛着＜衣＞生活」
プログラムでの展示に染織専攻の大学
院生、修了生が出品並びにワーク
ショップ参加。

6 SUPER THIGHT 2005 Pr1

日比谷国際ビル
ショーウィン
ドー・ギャラ
リー

6月20日 ～ 7月15日 陶芸
陶芸専攻の大学院生、研究生による作
品発表展

7
日韓友情年2005
日韓芸術交流展
-ssugoremigi-

COEX
韓国／ソウル

6月30日 ～ 7月3日

日本画、壁画、版画、
彫刻、工芸、デザイ
ン、建築、先端芸術表
現、美術解剖学

韓国の弘益大学と本学学生による作品
展示をはじめ、携帯電話を使ったﾑｰﾋﾞｰ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ､ｼﾝﾎﾞﾙﾓﾆｭﾒﾝﾄの制作、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳ
ﾑ、ﾎｰﾑｽﾃｨを実施。

8
第4回 金属彫刻作家新鋭展
-FOUNDATION-

メタルアート
ミュージアム
光の谷

7月2日 ～ 7月31日 彫刻
本学と筑波大学が選出された主に金属
を素材として表現研究を行っている作
家（在学生又は卒業生）の作品。

9
龍生派
龍生陶器フェア

龍生会館 7月4日 ～ 7月5日 陶芸
花器をテーマにした作品の展示。陶芸
専攻の大学院生、研究生が参加。

10 東京藝術大学油画教員展 日本橋高島屋 8月10日 ～ 8月16日 油画教員
油画・版画・壁画・油画技法材料の各
分野の教員13名による展覧会

11
東京芸術大学・韓国芸術総
合学校交流展
－出会い－

芸術の殿堂ハン
ガラム美術館

8月26日 ～ 9月4日

日本画、油画、彫
刻、工芸、デザイ
ン、先端芸術表現、
美術教育（教員）

大学間国際交流協定校である韓国芸術総合学
校との合同展示。韓国側27名、本学25名の教
員の作品を展示。11/29～12/18には本学大学
美術館でも同展が開催された。日韓友情年関
係イベント。

12 交叉する線
上野駅
Break Station
Gallery

8月27日 ～ 9月29日
日本画、油画
彫刻

本学・藝術祭との共同企画展。学部
２，３，４年生８名の「交叉する線」
をテーマにした作品の展示。

13 第42回 杜窯会陶芸展
MITSUKOSHI
日本橋本店

10月6日 ～ 10月23日 陶芸

陶芸専攻第１期生から在校生（第43期
生）までによる作品発表展。卒業生と
在学生の交流を通して技術向上を図
る。

14
おわせひのき
フェスタクレアーレ2005

三重県北牟婁郡海
山町大白地区
熊野灘臨海公園

9月11日 ～ 9月25日 染織 染織専攻学生21名の作品を野外展示。

15
韓国大邱大学校国際交流展
国際セミナー

大邱大学美術
館、博物館
韓国／大邱

9月12日 ～ 9月24日 工芸
大邱大学で行われた日・韓・中・米の
４ヶ国の国際交流展。

平成１７年度　東京芸術大学　主な学外展覧会一覧

概要

平成16年度卒業・修了者のうち、作品
が大学買上となった学生たちによる成
果発表のグループ展

No. 出 展 学 生会 期展 覧 会 名 会 場
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概要No. 出 展 学 生会 期展 覧 会 名 会 場

16

「結」
ヒコみづのジュエリーカ
レッジ
合同Exhibition

天王洲セントラ
ルタワー

9月12日 ～ 9月30日 鍛金
ヒコみづのジュエリーカレッジと本学
工芸科鍛金専攻の合同作品展。

表層の内側Ⅱ　東京－大邱
東京展

gallary J2 10月25日 ～ 10月30日

KBS 大邱放送局
第12展示室
韓国／大邱

11月11日 ～ 11月16日

Gallery
Yesulsarang
韓国／大邱

11月14日 ～ 11月18日

18
対話するまなざし
-取手のアーティストたち-

上野駅
Break Station
Gallery

10月29日 ～ 12月8日 油画(卒業生)
取手アートプロジェクト(TAP)の開催に
あわせてTAPに関わりの深いアーティス
トを紹介。

19
JAPAN TEX 2005
学生による「変容する空間
'05」

東京ビッグサイ
ト
西展示ホール３

11月22日 ～ 11月25日 染織
全国30校の学生による作品展示。本学
染織専攻大学院生、研究生が参加。

20
版画の彩展2005
第30回 全国大学版画展

町田市立国際版
画美術館

12月3日 ～ 12月18日 版画
全国の美術系大学の版画作品展。本学
版画専攻の大学院生等12名が参加。

21 アトリエの末裔あるいは未来 旧平櫛田中邸 1月6日 ～ 1月22日 彫刻
近隣に所在する彫刻家平櫛田中の旧邸
を使用した彫刻展。本学彫刻専攻の大
学院生、教員の作品を展示。

22
「ストリート！2006」展
PART.1

上野駅
Break Station
Gallery

1月28日 ～ 2月28日
日本画、油画
版画
先端芸術表現

23
「ストリート！2006」展
PART.2

上野駅
Break Station
Gallery

3月2日 ～ 3月30日
日本画、油画
彫刻、デザイン
先端芸術表現

24
「Project the Projectors
2006」先端芸術表現科 卒
業・修了制作展

横浜市旧関東財
務局・旧労働基
準局

1月28日 ～ 2月5日 先端芸術表現

1999年度に新設された先端芸術表現科
の卒業制作展。「project the
projectors」という展覧会名は2003年
度（第１期）から継承しているもの。

25
鋳金科成果報告展
IMO★COLLE

天王洲セントラ
ルタワー
アートホール

2月20日 ～ 2月24日 鋳金
本学鋳金専攻の学部生、大学院生の成
果報告展。

26

JAPAN TEX 2004
学生による
「布の邂逅2004」
京都巡回展

京都芸術セン
ター講堂

3月8日 ～ 3月15日 染織
「学生による布の邂逅2004」の京都巡
回展。平成16年度染織専攻大学院修士
課程２年生の作品が展示される。

17

大邱大学絵画科西洋画専攻と本学大学
院美術研究科絵画専攻油画第４研究室
の交流展。平成16年に続き、第２回目
開催。
10/24～28には、本学絵画棟及び大学会
館でも同展が開催された。

油画

表層の内側Ⅱ　東京－大邱
大邱展

本学在学生の作品展示。JR東日本と本
学大学美術館の共催。
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プ ロ ジ ェ ク ト 等 の 名 称

主 な 参 加 学 科 ・ 専 攻
（ 参 考 Ｕ Ｒ Ｌ ）

学生ボランティア
ギャラリートーク

9月6日 ～ 1月31日

芸術学、文化財保存学

東京都立学校　学校設定教科・科目
「日本の伝統・文化」カリキュラム
開発

美術教育，工芸科（漆芸），建築
科，音楽学専攻(音楽学，音楽文芸，
音楽教育)，音楽環境創造科

サスティナブル
アートプロジェクト2005
「言の伝え」

10月14日 ～ 10月30日

油画、壁画、保存修復
（http://www.geidai.ac.jp/event/sustain/）

TASKプロジェクト
台東区/墨田区/荒川区/葛飾区

地域資源活用プロジェクト

工芸
デザイン

ちずあと ワセダ・ゲーダイ図法 12月11日 ～ 12月18日

油画

取手アートプロジェクト2005 11月12日 ～ 11月27日

先端芸術表現、音楽環境創造ほか
（http://www.toride-ap.gr.jp/2005/）

取手ストリートアートステージ
プロジェクト2005

彫刻、鍛金

壁画によるまちづくり ７月 ～ ９月

壁画

都立高等学校学校設定教科科目「日本の伝統・文化」カリ
キュラムの研究・開発を東京都教育委員からの受託研究と
して行った。日本の伝統・文化理解教育を推進するための
基本的な考え方や年間指導計画、指導事例等をとりまとめ
た。東京都教育委員会

2

取手市の「タウンミュージアム構想」の一貫として取手駅
東口の歩道沿いに設置された屋外のアートギャラリーへの
作品展示。２年に１回展示替えが行われ、2005年は３期目
として新しく16作品が展示された。作品は、展示替え後に
８作品ずつリング状に組み合わされ、市内の講演に永久保
存される。

「デザインと伝統を活かしたものづくり産業の活性化」を
メインテーマとした台東区、荒川区、墨田区、葛飾区
(TASK)のプロジェクト。17年度は、プロジェクトへの参加
準備段階として、TASKのものづくり現場の視察を実施。本
学学生とTASKの技術者との商品共同開発等を構想中。

茨城県取手市内各所

茨城県取手市

1

4

3

6

7

8

平成15年度より東京国立博物館と行っている連携事業。博
物館来館者への学習機会の提供とともに将来、美術館・博
物館で学芸員として働くことに関心を持つ本学学生の実地
研修の意味合いを持つ。展示作品の解説又は古典技法理解
の参考とするための仏像製作工程資料の作成を行い来館に
説明を行うもの。本年度は、計30回実施された。

上野桜木空き地
旧坂本小学校
旧平櫛田中邸

茨城県取手市

取手市が取り組んでいる快適な環境整備のための計画的な
壁画制作への協力。市の「壁画によるまちづくり委員会」
への参加、市民ボランティアと共同しての壁画制作を実
施。本年度は、国道６号線高架下に本事業の第１号作品
（25ｍ×4.7ｍ）を制作。次年度以降も継続予定。

環境プロセスアート並びに東京芸術大学を中心に市民と台
東区が協力し合い行っているアートプロジェクト。2005年
は、「台東・言問通り現代美術展　言の伝え―町も人を見
つめる―」（本学教員、学生他の作品発表）、「旧平櫛田
中邸リノベーションワークショップ」、公開ディスカッ
ション等を実施した。

取手アートプロジェクト(TAP)は、1999年より市民と取手
市、東京芸術大学の三者が協働で行なっているアートプロ
ジェクト。
若いアーティストたちの創作発表活動を支援し、市民に広
く芸術とふれあう機会を提供することで、取手市が文化都
市として発展していくことをめざすもの。
2005年は、TAPヒルズ、オープンスタジオ、TAPトラベル
（芸大生なりきりツアー）等を期間中に実施。
イベント期間中外も、TAPサテライトギャラリーでの展示や
アーィストの学校派遣などを行っている。
平成16年度文部科学省「現代的教育ニーズ取組支援プログ
ラム」採択。

東京国立博物館

台東区、墨田区
荒川区、葛飾区

平成１７年度　東京芸術大学 主な参加プロジェクト等

Ｎｏ 概 要
会 期 等

開催場所・連携先等

5

小島アートプラザ（旧小島小学校）を調査の拠点及びアト
リエとして活用してきた本学と早稲田大学が連携して実
施。共同製作を通じて、両者の関係作りを意図するととも
に、「地図」というテーマのもと、この施設を活用するこ
とを通じて、地域の再発見と地域との関係作りを行うこと
を意図したもの。

小島アートプラザ
（台東デザイナー
ズビレッジ）
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プ ロ ジ ェ ク ト 等 の 名 称

主 な 参 加 学 科 ・ 専 攻
（ 参 考 Ｕ Ｒ Ｌ ）

Ｎｏ 概 要
会 期 等

開催場所・連携先等

香川県＝芸大交流事業
５月 ～ 10月

デザイン、声楽

ビデオアートフェスティバル
氷見クリック2005

8月1日 ～ 8月6日

油画中村研究室
（http://www.commandn.net/%7ehimi_click/）

第20回 国民文化祭・ふくい2005
デジタルプロジェクト

10月22日 ～ 10月23日

油画
油画技法材料

おわせひのき
フェスタクレアーレ2005

9月11日 ～ 9月25日

工芸

第７回別府アルゲリッチ音楽祭 5月19日

音楽学部
（http://www.argerich-
mf.jp/archives/f_7th.html）

３ヵ国交流展
-東京・北京・パリ-
シンポジウム

7月8日

デザイン

13

本学学生及び教員で66名で「東京芸術大学別府アルゲリッ
チ音楽祭特別オーケストラ」を編成し演奏を披露してい
る。本音楽祭は、「創造と発信」、「育む」、「アジア」
を掲げて1998年から続いている音楽祭。本学は第５，６，
７回と連続参加。

別府ビーコンプラザ
フィルハーモニア

ホール

14

10

12

11

３ヵ国交流展は、2003年より３ヵ年の企画として計画した
もので、初年度は「明日の水の色」、昨年度は「消費、デ
ザイン」をテーマに開催し、本年度（4/28～5/8）は、「の
こすもの、なくすもの」をテーマに本学陳列館で開催し
た。本シンポジウムは、３ヵ年の成果のまとめとして、全
ての作品を一堂に展示し、改めてそれぞれの国の比較・評
価をし、「風土から生まれるもの」をテーマとして行っ
た。

アーティストと恊働で新たな地域資源の発見・育成・伝達
を目指したアートプロジェクト。中村政人助教授及び同研
究室が協力。

尾鷲地域の地域文化を生かす試みに、本学工芸科が協力。
2003年のものづくり勉強会以来、継続的にワークショップ
などの取組に協力し、本年度９月に開催されたものづく
り・クラフトの楽しさを提供するイベントである本フェス
ティバルには、実行委員会として参画。フェスティバルで
は、染織専攻学生の野外作品展示のほか、トークショー、
ワークショップ、専門分科会の展示・講評等に本学教員、
学生が協力・参加した。

ワークショップ「巨大な群像写真をつくる」、「家族の肖
像」で構成。最新の高精細デジタル画像を用いての現代美
術表現等の研究に取り組んでいる油画研究室、油画技法材
料研究室が中心となって企画実施。

総合工房棟デザイン
科プレゼンテーショ
ンルーム

富山県氷見市

三重県北牟婁郡
海山町

香川県

福井市美術館

9

香川県が進める「県民アートアクション21」に協力。
「美術ワークショップ　イン　小豆島」は、平成13年から
毎年行われ、５回目の開催となった。毎年デザイン科教
員、大学院生など約20名が協力している。小学生、中学
生・高校生、一般の３コースに分けてデッサン及び作品制
作を指導する。（7/29～8/3)また、ワークショップで制作
した作品と講師となった教員等の作品の展示も行ってい
る。
「かがわ声楽講座」では、声楽科教員が協力。公開講座、
コレペティツィオン講座、個人レッスンで講師として指導
した。10/2には個人レッスンの受講生24名によるコンサー
トも開かれた。
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頁 演 奏 会 名 天気
開演
時間

終了
時間

入場者数 備 考

1 第１回モーニング・コンサート（ピアノ） H17.4.14 木 晴 11:00 12:00 553 （無料）

1 第２回モーニング・コンサート（ハープ・ピアノ） H17.4.21 木 晴 11:00 12:00 604 （無料）

9 同声会新人演奏会　第1回 H17.4.22 金 晴 18:30 21:00 392
9 同声会新人演奏会　第2回　（昼の部） H17.4.23 土 晴 14:00 16:15 314
9 同声会新人演奏会　第3回　（夜の部） H17.4.23 土 晴 18:30 20:55 145
13 藝大フィル特別演奏会　ゲルハルト・ボッセ先生を迎えて H17.4.28 木 晴 19:00 21:10 511
17 藝大21 和楽の美　～邦楽叙事詩「スサノヲ」～ H17.5.6 金 雨 19:00 20:50 850
1 第３回モーニング・コンサート（ピアノ・ヴァイオリン） H17.5.12 木 曇 11:00 12:00 708 （無料）

1 第４回モーニング・コンサート（作曲・フルート） H17.5.19 木 晴 11:00 12:00 501 （無料）

21 ラヴェル・プロジェクト 第1回　「声楽と2台ピアノの夕べ」　〔レクチャー&コンサート1〕 H17.5.21 土 晴 17:00 20:50 664
1 第５回モーニング・コンサート（作曲・オルガン） H17.5.26 木 晴 11:00 12:00 573 （無料）

21 ラヴェル・プロジェクト 第2回　「ピアノ全曲演奏会」　〔レクチャー&コンサート2〕 H17.5.28 土 晴 17:00 21:30 981
29 藝大定期邦楽第70回 H17.5.31 火 晴 18:30 21:20 811
1 第６回モーニング・コンサート（サクソフォーン） H17.6.2 木 曇 11:00 12:00 604 （無料）

33 上野の森オルガンシリーズ　神秘のオルガン音楽～スペインの黄金時代～ H17.6.4 土 晴 15:00 16:55 346
1 第７回モーニング・コンサート（作曲・声楽） H17.6.9 木 曇 11:00 12:00 513 （無料）

21 ラヴェル・プロジェクト 第3回　「室内楽全曲演奏会」　〔レクチャー&コンサート3〕 H17.6.11 土 曇 17:00 21:15 738
37 藝大フィルハーモニア定期第313回　新卒業生紹介演奏会 H17.6.17 金 曇 18:30 21:25 685
21 ラヴェル・プロジェクト 第4回　「ラヴェルとその周辺」　〔レクチャー&コンサート4〕 H17.6.18 土 晴 17:00 19:55 502
41 ラヴェル・プロジェクト 第5回　藝大フィルハーモニア定期第314回　オール・ラヴェル・プログラム H17.6.24 金 晴 19:00 21:15 915
45 東京藝大チェンバーオーケストラ第5回定期演奏会 H17.6.25 土 晴 15:00 16:50 325
49 ラヴェル・プロジェクト 第6回　“うた”シリーズＶ　第１日オペラの夕べ H17.6.28 火 晴 18:30 20:30 984
1 第８回モーニング・コンサート（打楽器・クラリネット・声楽） H17.6.30 木 雨 11:00 12:00 787 （無料）

53 平成１７年度吹奏楽学内演奏会 H17.6.30 木 曇 18:00 20:30 212 （無料）

57 藝大とあそぼう　～オーケストラの逆襲～ H17.7.3 日 曇 15:00 16:15 826
61 アジア・躍動する音たち～上海音楽学院を迎えて～ H17.7.6 水 晴 19:00 21:25 439
1 第９回モーニング・コンサート（バストロンボーン・チェロ） H17.7.7 木 晴 11:00 12:00 604 （無料）

65 管楽器シリーズ　モーツァルトの管楽器曲を集めて H17.7.9 土 曇 17:00 18:35 400
1 第１０回モーニング・コンサート（ピアノ・ヴァイオリン） H17.7.14 木 曇 11:00 12:00 1,110 （無料）

69 時の響き JAZZ in 藝大～原 信夫とシャープス フラッツ VS Manto Vivo～ H17.7.16 土 晴 17:00 20:05 992
1 第１１回モーニング・コンサート（作曲・ピアノ） H17.9.8 木 晴 11:00 12:00 867 （無料）

1 第１２回モーニング・コンサート（オーボエ・ヴァイオリン） H17.9.15 木 晴 11:00 12:00 975 （無料）

73 うたシリーズＶ－２　森鴎外訳オペラ「オルフエウス」 H17.9.18 日 晴 17:00 19:30 1,039
73 うたシリーズＶ－２　森鴎外訳オペラ「オルフエウス」 H17.9.19 月 晴 18:30 21:10 1,023
77 藝大オペラ定期第51回　W.A.モーツァルト　皇帝ティートの慈悲　全二幕　第1日 H17.10.9 日 曇 14:00 16:45 850
77 藝大オペラ定期第51回　W.A.モーツァルト　皇帝ティートの慈悲　全二幕　第2日 H17.10.10 月 曇 14:00 16:45 840
81 藝大フィルハーモニア定期(藝大定期第315回) H17.10.21 金 晴 19:00 20:55 877
85 上野の森オルガンシリーズⅡ　シンフォニックな響き～ロマン派のオルガン音楽～ H17.10.23 日 晴 15:00 17:15 403
89 第17回東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校定期演奏会 H17.10.27 木 晴 18:30 21:15 939 （無料）

91 東京藝術大学音楽学部・韓国藝術綜合学校音楽院「友好交流学生オーケストラ演奏会」 H17.10.28 金 晴 19:00 21:10 ※未集計 （無料）

95 ハイドン・シリーズ 第1夜 H17.11.2 水 晴 19:00 20:45 481
95 ハイドン・シリーズ 第2夜 H17.11.4 金 晴 19:00 21:05 412
99 藝大フィルハーモニア・合唱定期(藝大定期第316回) H17.11.18 金 晴 18:30 20:45 708
103 創造の杜　藝大現代音楽の夕べ H17.11.24 木 晴 19:00 20:55 498
107 藝大学生オーケストラ定期(藝大定期第317回) H17.11.25 金 晴 18:30 20:10 1,103
111 藝大定期吹奏楽 第71回 H17.11.30 水 晴 18:30 20:40 774
115 うたシリーズＶ－Ⅲ　ドイツリートの夕べ　～ブラームスからウルマンまで～ H17.12.3 土 晴 17:00 19:30 558
119 邦楽定期演奏会 第71回 H17.12.6 火 晴 18:00 20:45 868
1 第１３回モーニング・コンサート（ヴァイオリン・ピアノ） H18.2.9 木 晴 11:00 12:00 1,461 （無料）

123 藝大定期室内楽第32回　第1夜 H18.2.9 木 晴 18:30 20:45 416
123 藝大定期室内楽第32回　第2夜 H18.2.10 金 晴 18:30 21:00 467
127 東京藝大チェンバーオーケストラ　第6回定期演奏会 H18.2.17 金 雨 19:00 20:50 424
131 管打楽器シリーズ　アンドレ・ジョリヴェとその周辺 H18.2.19 日 曇 15:00 17:00 546
135 藝大21　第一回東京藝術大学奏楽堂企画学内募集　最優秀企画　中島敦　原作　山月記 ～光と音の無言劇～ H18.3.19 日 晴 19:00 20:45 717 （無料）

139 三林輝夫テノールリサイタル（退職記念演奏会） H18.3.21 火 晴 15:00 17:10 924 （無料）

36,759

開 催 日

平成１７年度　東京芸術大学　奏楽堂演奏会　入場者数一覧

(55件)合 計
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平成17年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

年間コンサートスケジュール（PDF）のダウンロード

過去分 平成16年度 平成15年度 平成14年度

〔トップへ戻る〕

〔トップへ戻る〕

平成17年4月 

〔トップへ戻る〕

5月 

日程 公演名 開演時間 入場料（円）

14日(木) モーニング・コンサート1（ピアノ） 11:00 無料

21日(木) モーニング・コンサート2（ハープ・ピアノ） 11:00 無料

22日(金) 同声会新人演奏会 第1回 18:30 1,800

23日(土) 同声会新人演奏会 第2回 14:00 1,800

同声会新人演奏会 第3回 18:30 1,800

26日(火) 学内演奏会（学生オーケストラ） 18:30 無料

28日(木) 藝大フィル特別演奏会 ゲルハルト・ボッセ先生を迎えて 19:00 1,800

日程 公演名 開演時間 入場料（円）

6日(金) 藝大21 和楽の美 ～邦楽叙事詩「スサノヲ」～ 19:00 2,400

10日(火) 学内演奏会(古楽) 11:00 無料

学内演奏会(オルガン) 14:00 無料

12日(木) モーニング・コンサート3（ピアノ・ヴァイオリン） 11:00 無料

13日(金) 学内演奏会（管打楽器） 13:00 無料

19日(木) モーニング・コンサート4（作曲・フルート） 11:00 無料

21日(土) ラヴェル・プロジェクト 第1回 「声楽と2台ピアノの夕べ」 〔レクチャー&コンサート1〕 レクチャー 
17:00 

コンサート 
18:30

1800

24日(火) 学内演奏会(ピアノ) 13:00 無料

26日(木) モーニング・コンサート5（作曲・オルガン） 11:00 無料
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〔トップへ戻る〕

6月 

〔トップへ戻る〕

7月 

〔トップへ戻る〕

学内演奏会（管打楽器） 13:00 無料

27日(金) 学内演奏会（学生オーケストラ） 18:30 無料

28日(土) ラヴェル・プロジェクト 第2回 「ピアノ全曲演奏会」 〔レクチャー&コンサート2〕 レクチャー 
17:00 

コンサート 
18:30

1800

30日(月) 学内演奏会（管打楽器） 13:00 無料

31日(火) 邦楽定期演奏会 第70回 18:30 1800

日程 公演名 開演時間 入場料（円）

2日(木) モーニング・コンサート6（サクソフォーン） 11:00 無料

4日(土) 上野の森オルガンシリーズ 神秘のオルガン音楽～スペインの黄金時代～ 15:00 1,800

7日(火) 学内演奏会(ピアノ) 13:00 無料

9日(木) モーニング・コンサート7（作曲・声楽） 11:00 無料

10日(金) 学内演奏会(ピアノ) 13:00 無料

11日(土) ラヴェル・プロジェクト 第3回 「室内楽全曲演奏会」 〔レクチャー&コンサート3〕 レクチャー 
17:00 

コンサート 
18:30

1,800

14日(火) 学内演奏会(ピアノ) 13:00 無料

17日(金) 藝大フィルハーモニア定期第313回 新卒業生紹介演奏会 18:30 1,300

18日(土) ラヴェル・プロジェクト 第4回 「ラヴェルとその周辺」 〔レクチャー&コンサート4〕 レクチャー 
17:00 

コンサート 
18:30

1,800

19日(日) 芸高3年公開試験(ピアノ) 10:00 無料

21日(火) 芸高3年公開試験(弦楽器) 10:00 無料

第Ⅰ期オペラハイライト ※於：第3ホール 13:30 無料

24日(金) ラヴェル・プロジェクト 第5回 藝大フィルハーモニア定期第314回 オール・ラヴェル・プログラム 19:00 1,800

25日(土) 東京藝大チェンバーオーケストラ第5回定期演奏会 15:00 1,300

28日(火) ラヴェル・プロジェクト 第6回 “うた”シリーズＶ 第１日オペラの夕べ 18:30 1,800

30日(木) モーニング・コンサート8（打楽器・クラリネット・声楽） 11:00 無料

学内演奏会(吹奏楽) 18:30 無料

日程 公演名 開演時間 入場料（円）

3日(日) 藝大とあそぼう ～オーケストラの逆襲～ 15:00 未定

6日(水) アジア・躍動する音たち～上海音楽学院を迎えて～ 19:00 1,800

7日(木) モーニング・コンサート9（バストロンボーン・チェロ） 11:00 無料

8日(金) 学内演奏会(ピアノ) 13:00 無料

9日(土) 管楽器シリーズ モーツァルトの管楽器曲を集めて 17:00 1,800

14日(木) モーニング・コンサート10（ピアノ・ヴァイオリン） 11:00 無料

16日(土) 時の響き JAZZ in 藝大～原 信夫とシャープス フラッツ VS Manto Vivo～ 17:00 2,400
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9月 

〔トップへ戻る〕

10月 

〔トップへ戻る〕

11月 

〔トップへ戻る〕

日程 公演名 開演時間 入場料（円）

8日(木) モーニング・コンサート11（作曲・ピアノ） 11:00 無料

15日(木) モーニング・コンサート12（オーボエ・ヴァイオリン） 11:00 無料

18日(日) うたシリーズＶ－２ 森鴎外訳オペラ「オルフエウス」 17:00 2,400

19日(月) うたシリーズＶ－２ 森鴎外訳オペラ「オルフエウス」 18:30 2,400

日程 公演名 開演時間 入場料（円）

9日(日) 藝大オペラ定期第51回 W.A.モーツァルト 皇帝ティートの慈悲 全二幕 第1日 14:00 2,400

10日(月) 藝大オペラ定期第51回 W.A.モーツァルト 皇帝ティートの慈悲 全二幕 第2日 14:00 2,400

13日(木) 学内演奏会(雅楽) ※於：第6ホール 18:00 無料

14日(金) 学内演奏会(弦楽) 13:00 無料

17日(月) 学内演奏会(弦楽) 13:00 無料

18日(火) 学内演奏会(弦楽) 13:00 無料

21日(金) 藝大フィルハーモニア定期(藝大定期第315回) 19:00 1,800

23日(日) 上野の森オルガンシリーズⅡ シンフォニックな響き～ロマン派のオルガン音楽～ 15:00 1,800

24日(月) 学内演奏会(声楽) 13:30 無料

25日(火) 学内演奏会(声楽) 13:30 無料

26日(水) 学内演奏会(声楽) 13:30 無料

学内演奏会(能楽) ※於：第4ホール 14:00 無料

27日(木) 学内演奏会(指揮) 11:00 無料

第17回東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校定期演奏会 18:30 無料 
（要：整理券）

28日(金) 学内演奏会(声楽) 13:30 無料

東京藝術大学音楽学部・韓国藝術綜合学校音楽院 
「友好交流学生オーケストラ演奏会」（学内演奏会）

19:00 無料

31日(月) 学内演奏会(箏曲・尺八) 12:30 無料

日程 公演名 開演時間 入場料（円）

1日(火) 学内演奏会(三味線音楽・日本舞踊) 11:00 無料

2日(水) ハイドン・シリーズ 第1夜 19:00 1,300

4日(金) ハイドン・シリーズ 第2夜 19:00 1,300

8日(火) 学内演奏会(作曲) 14:00 無料

11日(金) 学内演奏会(作曲) 14:00 無料

18日(金) 藝大フィルハーモニア・合唱定期(藝大定期第316回) 18:30 1,800

24日(木) 創造の杜 藝大現代音楽の夕べ 19:00 1,800

25日(金) 藝大学生オーケストラ定期(藝大定期第317回) 18:30 1,300

30日(水) 藝大定期吹奏楽 第71回 18:30 1,300
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12月 

〔トップへ戻る〕

平成18年1月 

〔トップへ戻る〕

2月 

日程 公演名 開演時間 入場料（円）

1日(木) 卒業試験公開演奏会(ピアノ) 10:00 無料

2日(金) 卒業試験公開演奏会(ピアノ) 10:00 無料

3日(土) うたシリーズⅢ リヒター教授監修によるドイツ歌曲コンサート 17:00 1,800

5日(月) 卒業試験公開演奏会(ピアノ) 10:00 無料

6日(火) 邦楽定期演奏会 第71回 18:00 1,800

13日(火) 学内演奏会(楽理) ※於：第6ホール 13:00 無料

21日(水) 卒業試験公開演奏会(管打楽器) 11:15 無料

22日(木) 卒業試験公開演奏会(管打楽器) 13:00 無料

日程 公演名 開演時間 入場料（円）

10日(火) 卒業試験公開演奏会(声楽) 10:00 無料

11日(水) 卒業試験公開演奏会(声楽) 10:00 無料

16日(月) 卒業試験公開演奏会(弦楽) 9:30 無料

17日(火) 卒業試験公開演奏会(弦楽) 10:00 無料

18日(水) 卒業試験公開演奏会(箏曲・尺八) 10:00 無料

19日(木) 卒業試験公開演奏会(指揮) 11:00 無料

20日(金) 卒業試験公開演奏会(古楽) 10:30 無料

卒業試験公開演奏会(オルガン) 14:00 無料

23日(月) 卒業試験公開演奏会(三味線音楽・邦楽囃子・日本舞踊) 11:30 無料

25日(水) 修士課程学位審査演奏会(独唱) 11:00 無料

修士課程学位審査演奏会(ソルフェージュ) ※於：第1ホール 13:00 無料

26日(木) 修士課程学位審査演奏会(独唱) 11:00 無料

修士課程学位審査演奏会(指揮) ※於：第6ホール 11:00 無料

修士課程学位審査演奏会(弦楽) ※於：第6ホール 13:00 無料

修士課程学位審査演奏会(室内楽) ※於：第6ホール 16:00 無料

27日(金) 修士課程学位審査演奏会(弦楽) ※於：第6ホール 10:00 無料

修士課程学位審査演奏会(古楽) 10:00 無料

30日(月) 修士課程学位審査演奏会(古楽) 10:00 無料

修士課程学位審査演奏会(ピアノ) ※於：第1ホール 10:00 無料

修士課程学位審査演奏会(弦楽) ※於：第6ホール 14:00 無料

修士課程学位審査演奏会(オルガン・チェンバロ) 14:00 無料

31日(火) 修士課程学位審査演奏会(ピアノ) ※於：第1ホール 10:00 無料

日程 公演名 開演時間 入場料（円）

2日(木) 修士課程学位審査演奏会(オペラ) 13:00 無料

修士課程学位審査演奏会(邦楽) ※於：第6ホール 13:00 無料
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〔トップへ戻る〕

3月 

〔トップへ戻る〕

3日(金) 修士課程学位審査演奏会(管打楽) ※於：第6ホール 12:00 無料

修士課程学位審査演奏会(オペラ) 13:00 無料

9日(木) モーニング・コンサート13（ヴァイオリン・ピアノ） 11:00 無料

藝大定期室内楽第32回 第1夜 18:30 1,300

10日(金) 藝大定期室内楽第32回 第2夜 18:30 1,300

17日(金) 東京藝大チェンバーオーケストラ 第6回定期演奏会 19:00 1,300

19日(日) 管打楽器シリーズ アンドレ・ジョリヴェとその周辺 15:00 1,800

日程 公演名 開演時間 入場料（円）

19日(日) 藝大21 第一回東京藝術大学奏楽堂企画学内募集 最優秀企画 
中島敦 原作 山月記 ～光と音の無言劇～ 19:00

無料事前申し
込み制 
受付終了

21日(火) 三林輝夫テノールリサイタル（退職記念演奏会）

15:00

無料 
事前申し込み

制 
受付終了

〔トップへ戻る〕

 

 

 

 

芸大定期演奏会(オーケストラ・吹奏楽・邦楽・オペラ・室内楽)

音楽学部の行事として、実施している定期演奏会。 
管弦楽研究部によるものを年4回(うち、合唱つき1回)、邦楽を年2回、学生オーケストラ・吹奏楽・オペラ・室内楽を年１回開催している。

モーニングコンサート

毎年、作曲・声楽・ピアノ・弦楽・管打楽器・オルガンの各科から選ばれた優秀な学生が、芸大フィルハーモニアと共演し日頃の研究成果を披露
する特別企画コンサート。（年間13回実施。入場無料。演奏時間：約１時間）

学内演奏会

3・4年生を中心とした専攻実技の公開研究発表会。

卒業試験公開演奏会

毎年、年末に実施している専攻実技の卒業試験公開演奏会。入場無料。演奏中は試験官が採点しておりますので、受け付けの案内に従って御
入場願います。

〔トップへ戻る〕

 

公演・チケットに関するお問い合わせ 

  東京芸術大学 演奏芸術センター 
     TEL ０５０－５５２５－２３００ 
     〒１１０－８７１４  
     東京都台東区上野公園１２－８

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/index.html







コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｜
　

1

本
書
に
つ
い
て
の
説
明

本
パ
ン
フ
レ
ット
に
は
平
成

1
7
年
度（

2
0

0
5
年

4
月
か
ら

2
0

0
6
年

3
月
）に
開
催
さ

れ
る
、
東
京
藝
術
大
学
が
主
催
す
る
す
べ
て
の
公
開
演
奏
会（
公
開
試
験
等
も

含
む
）、
お
よ
び
本
学
が
そ
の
開
催
に
あ
た
っ
て
深
く
関
わ
り
を
持
つ
演
奏
会
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
本
学
の
敷
地
内
に
あ
る
、
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
附

属
音
楽
高
等
学
校（
芸
高
）の
演
奏
会
も
一
部
掲
載
し
ま
し
た
。

奏
楽
堂
を
は
じ
め
と
し
て
学
内
で
行
わ
れ
る
演
奏
会
は
、
①
会
場
②
開
演
時
間
③

出
演
者
④
入
場
料
⑤
そ
の
他
の
各
デ
ー
タ
を
掲
載
し
ま
し
た
。
な
お（
財
）台
東
区

芸
術
文
化
財
団
と
本
学
が
共
催
す
る
「
木
曜
コ
ン
サ
ー
ト
」シ
リ
ー
ズ
の
会
場
で
あ

る
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
は
、
上
野
公
園
内
に
あ
る
施
設
で
、
芸
大
構
内
の

奏
楽
堂
と
は
別
の
建
物
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

奏
楽
堂
で
開
催
さ
れ
る
外
部
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
末
尾
に
一
括
し
て
別
に
掲
載

し
ま
し
た
。
詳
細
は
各
主
催
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
デ
ー
タ
は

2
0

0
5
年

3
月

1
5
日
現
在
の
も
の
で
、
今
後
都
合
に
よ
り
変
更
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
学
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
演
奏
会
情
報
を
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で
も
ご

確
認
く
だ
さ
い（

h
tt

p
:/
/w

w
w

.g
ei

d
ai

.a
c.

jp
）。

東
京
藝
術
大
学
演
奏
藝
術
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

東
京
藝
術
大
学
演
奏
藝
術
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

9
年

4
月
、
奏
楽
堂
を
舞
台
に
、

美
術
学
部
・
音
楽
学
部
の
枠
を
超
え
て
、
演
奏
お
よ
び
音
楽
的
舞
台
芸
術
の
創

造
的
な
「
場
」を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン

サ
ー
ト
の
企
画
・
制
作
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成

1
6
年
度
よ
り
以
下
の

3つ
の

柱
を
軸
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

①
藝
大
の
響
き

音
楽
学
部
各
講
座
の
枠
を
越
え
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
試
み

②
奏
楽
堂
シ
リ
ー
ズ

音
楽
学
部
各
講
座
の
専
門
性
、
独
自
性
を
活
か
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

③
藝
大

2
1

広
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
で
「
今
」と
い
う
時
代
を
見
つ
め
る
企
画

上
記

3つ
の
柱
は
本
パ
ン
フ
レ
ット
で
は
色
分
け
し
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
―
東
京
藝
術
大
学
演
奏
藝
術
セ
ン
タ
ー

TE
L.

0
3
-5

6
8
5
-7

7
0
0

東
京
藝
術
大
学
奏
楽
堂
つ
い
て

東
京
藝
術
大
学
奏
楽
堂
は
、
昭
和

5
9
年
の
旧
奏
楽
堂
の
老
朽
化
に
よ
る
解
体
・
移
築
以
降
続
い
て
い

た
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
不
在
を
解
消
す
べ
く
、
平
成

1
0
年

3
月
に
新
し
く
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

新
奏
楽
堂
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
芸
術
音
楽
の
教
育
お
よ
び
研
究
の
場
と
し
て
の
機
能
、
音
響
効
果
、

設
備
を
重
視
し
、
周
囲
の
環
境
と
調
和
す
る
格
調
の
高
い
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
全
体
が
あ
た
か
も
ひ
と
つ
の
楽
器
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
調
和
の
と
れ
た
響
き
を
生
む
も
の
と
し
て

考
え
、
音
響
特
性
を
使
用
目
的
に
応
じ
て
変
え
ら
れ
る
よ
う
、
世
界
で
初
め
て
、
可
動
式
の
客
席
天
井
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

◎
奏
楽
堂
デ
ー
タ

竣
工
：
平
成

1
0
年

3
月

形
状
：
シ
ュ
ー
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ

座
席
数
：

1
,1

4
0
席（
オ
ケ
ピ
ット
使
用
時

1
,0

1
8
席
）

残
響
時
間
：

1
.7
～

2
.4
秒（
可
変
式
天
井
に
よ
り
変
更
可
能
）

設
計
：
東
京
藝
術
大
学
施
設
課

㈱
岡
田
新
一
設
計
事
務
所

㈱
永
田
音
響
設
計

◎
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
デ
ー
タ

製
造
：
フ
ラ
ン
ス
ガ
ル
ニ
エ
社
製

仕
様
：

3
手
鍵
盤
、
足
鍵
盤
、
ス
ト
ッ
プ
数

7
6



①
会
場
　
②
開
演
時
間
　
③
出
演
者
　
④
入
場
料
　
⑤
そ
の
他

■
藝
大
の
響
き（
ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
■
奏
楽
堂
シ
リ
ー
ズ
■
藝
大

2
1
■
音
楽
学
部
主
催
コ
ン
サ
ー
ト

2
｜
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｜
　

3

2
0
0
5
.0

4
A

P
R

IL

7
日（
木
）

修
士
リ
サ
イ
タ
ル（
声
楽
）

①
第

6ホ
ー
ル
④
無
料

1
4
日（
木
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

1
◎
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
：ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

3
番
ニ
短
調

O
p

.3
0

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0
③
松
田
祐
輔（

P
f）
、

田
中
良
和（

C
o

n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④
無
料

2
1
日（
木
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

2
◎
ヘ
ン
デ
ル
：
ハ
ー
プ
協
奏
曲
変
ロ
長
調

◎
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス：
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

2
番
ト
短
調

O
p

.2
2

①
奏
楽
堂
　
②

1
1

:0
0
③
津
野
田
圭（

H
p
）、
伊
藤
わ
か

奈（
P

f）
、佐
藤
功
太
郎（

C
o

n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア

④
無
料

木
曜
コ
ン
サ
ー
ト（
ピ
ア
ノ
）

①
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0

④
3
0

0（
旧
奏
楽
堂
入
館
料
）

2
2
日（
金
）

同
声
会
新
人
演
奏
会
第

1
回

◎
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト：
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
ソ
ナ
チ
ネ

◎
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ：
ア
リ
ア
“
家
も
旅
籠
も
う
ま
く
い
く
”

◎
ロ
ッ
シ
ー
ニ
：
ア
リ
ア
“
私
の
よ
う
な
医
者
に
向
か
っ
て
”
他

①
奏
楽
堂
　
②

1
8
:3

0

③
大
和
加
奈
、渡
辺
美
穂
（

V
n
）、
奥
田
昌
世
、平
福
知
夏

（
S

o
p
）、
相
田
麻
純（

M
 S

o
p
）、
布
施
奈
緒
子（

A
lt
）、
西
岡

慎
介（

Te
n
）、
大
山
大
輔（

B
ar
）、
ほ
か
東
京
芸
大
音
楽
学
部

同
声
会
賞
受
賞
者
　
④

1
,8

0
0

2
3
日（
土
）

同
声
会
新
人
演
奏
会
第

2
回

◎
サ
ン

=
サ
ー
ン
ス：
序
奏
と
ロ
ン
ド
・
カ
プ
リ
チ
オ
ー
ソ

◎
バ
ッ
ハ
：
半
音
階
的
幻
想
曲
と
フ
ー
ガ

◎
シ
ョ
パ
ン
：
幻
想
ポ
ロ
ネ
ー
ズ

O
p

.6
1
 他

①
奏
楽
堂
　
②

1
4

:0
0
③
境
祥
子（

P
er
）、
重
岡
菜
穂
子

（
V

n
）、
阿
部
真
理
、川
岸
麻
理
、津
田
裕
也（

P
f）
、ほ
か
東
京

芸
大
音
楽
学
部
同
声
会
賞
受
賞
者
　
④

1
,8

0
0

同
声
会
新
人
演
奏
会
第

3
回

◎
宮
城
道
雄
：
水
の
変
態

◎
リ
ー
バ
ー
マ
ン
：ソ
ナ
タ

◎
鈴
木
輝
昭
：コ
ン
ド
ゥ
ク
ト
ゥ
ス
他

①
奏
楽
堂
　
②

1
8

:3
0
③
河
合
佐
季
子（
長
唄
三
味
線
）、

永
池
あ
か
り（
箏
曲
生
田
流
）、
渡
邊
玲
奈（

F
l）
、岩
下
奈
未

（
H

r）
、梅
干
野
安
未（

O
rg
）、
ほ
か
東
京
芸
大
音
楽
学
部
同

声
会
賞
受
賞
者
　
④

1
,8

0
0

2
6
日（
火
）

学
内
演
奏
会（
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

◎
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
：
交
響
曲
第

2
番
ニ
長
調

O
p

.3
6

交
響
曲
第

4
番
変
ロ
長
調

O
p

.6
0

①
奏
楽
堂
　
②

1
8

:3
0
③
三
河
正
典
、
佐
藤
功
太
郎

（
C

o
n
）、
東
京
藝
術
大
学
学
生
オ
ー
ケ
スト
ラ
④
無
料

2
8
日（
木
）

特
別
演
奏
会

「
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ボ
ッ
セ
先
生
を
迎
え
て
」

◎
ハ
イド
ン
：
交
響
曲
第

8
6
番
ニ
長
調

◎
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
：
交
響
曲
第

4
番
変
ホ
長
調

「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」（
ハ
ー
ス
版
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
9

:0
0
③
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ボ
ッ
セ（

C
o

n
）、

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④

1
,8

0
0

2
0
0
4
.5

.1
―
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ

世
界
の
マ
エ
ス
ト
ロ
を
迎
え
て（

C
o

n
:ク
ル
ト
・
マ
ズ
ア
）

2
0
0
4
.5

.2
9
―
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅲ

レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
第

2
回

2
0
0
4
.6

.1
9
―
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅳ

レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
第

5
回

2
0
0
4
.5

.2
2
―
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ

レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
第

1
回

2
0
0
4
.6

.5
―
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅳ

レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
第

3
回

2
0
0
4
.1

1
.1

9
―
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ⅩⅠ

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
・
合
唱
定
期
演
奏
会

昨
年
度
の
公
演
か
ら
－
藝
大
の
響
き［
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
］



①
会
場
　
②
開
演
時
間
　
③
出
演
者
　
④
入
場
料
　
⑤
そ
の
他

■
藝
大
の
響
き（
ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
■
奏
楽
堂
シ
リ
ー
ズ
■
藝
大

2
1
■
音
楽
学
部
主
催
コ
ン
サ
ー
ト

4
｜
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｜
　

5

2
0
0
5
.0

5
M

A
Y

6
日（
金
）

藝
大

2
1
 和
楽
の
美

邦
楽
叙
事
詩
「
ス
サ
ノ
ヲ
」

脚
本
：
千
野
喜
資
、演
出
：
實
相
寺
昭
雄
、舞
台
美
術
：
伊
藤
隆

道
、衣
装
：
小
日
向
千
秋
、照
明
：
牛
場
賢
二
、舞
台
映
像
：
馬

場
美
次
、舞
台
監
督
：
寅
川
英
司

①
奏
楽
堂
　
②

1
9

:0
0
③
作
曲
：
山
本
邦
山
、東
音
大
塚

睦
子
、安
藤
政
輝
、萩
岡
松
韻
、節
付
：
武
田
孝
史
、関
根
知

孝
、作
調
：
望
月
太
喜
雄
、振
付
：
花
柳
寿
美
、出
演
：
関
根
知

孝（
語
り
部
）、
武
田
孝
史（
ス
サ
ノ
ヲ
）、
花
柳
寿
美（
ア
メ
ノ
ウ

ズ
メ
・
ア
シ
ナ
ズ
チ
）、
野
村
万
蔵（
オ
モ
イ
カ
ネ
）、
野
村
小
三

郎（
タ
ジ
カ
ラ
ヲ
）、
吾
妻
節
穂（
ク
シ
ナ
ダ
）、
野
村
四
郎（
テ
ナ

ズ
チ
）、
ほ
か
邦
楽
科
学
生
　
④

2
,4

0
0

9
日（
月
）

ア
カ
ン
サ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト（
芸
高
）

①
芸
高

2
0

1ホ
ー
ル
②

1
3
:0

0
④
無
料

1
0
日（
火
）

学
内
演
奏
会（
古
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0

③
天
野
寿
彦（
バ
ロ
ッ
ク

V
n
）、
郡
司
和
也（

C
em
）

④
無
料

学
内
演
奏
会（
オ
ル
ガ
ン
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
③
野
田
亜
紀
、吉
村
怜
子（

O
rg
）

④
無
料

1
2
日（
木
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

3
◎
シ
ュ
ー
マ
ン
：
序
奏
と
ア
レ
グ
ロ
・
ア
パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
ト

◎
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ：
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第

2番
ト
短
調

O
p.

63

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0

③
外
山
啓
介（

P
f）
、小
杉
結（

V
n
）、
ハ
ン
ス

=
マ
ル
テ
ィ
ン
・
シ

ュ
ナ
イト
（

C
o

n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④
無
料

1
3
日（
金
）

学
内
演
奏
会（
管
打
楽
器
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:0

0
④
無
料

1
9
日（
木
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

4
◎
後
藤
英
江
：
パ
ン
チ
ュ
ー
ル
・
ポ
エ
ム
－
ミ
ロ
の
絵
画
に
寄
せ
て

◎
イ
サ
ン
・
ユ
ン
：フ
ル
ー
ト
協
奏
曲

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0

③
神
田
勇
哉（

F
l）
、田
中
良
和（

C
o

n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ア
④
無
料

2
1
日（
土
）

ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

1
回

レ
ク
チ
ャ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト

1

声
楽
と

2
台
ピ
ア
ノ
の
夕
べ

【
レ
ク
チ
ャ
ー
】

「
光
と
色
の
戯
れ
－
ラ
ヴ
ェ
ル
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
絵
画
」

講
師
：
高
階
秀
爾（
大
原
美
術
館
館
長
）

【
コ
ン
サ
ー
ト
】

◎
ラ
ヴ
ェ
ル
：

5つ
の
ギ
リ
シ
ャ
民
謡

博
物
誌

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
人
の
歌

耳
で
聞
く
風
景

口
絵

ラ
・
ヴ
ァ
ル
ス
他

①
奏
楽
堂
　
②
レ
ク
チ
ャ
ー

1
7
:0

0
／
コ
ン
サ
ー
ト

1
8
:3

0

③
歌
：
三
林
輝
夫（

T
en
）、
大
島
洋
子（

S
o

p
）、
栗
林
朋
子
、

永
井
和
子（

M
 S

o
p
）、
ピ
ア
ノ
伴
奏
：
海
老
裕
子
、奥
千
歌
子
、

大
島
裕
子
、ピ
ア
ノ：
植
田
克
己
、多
美
智
子
、児
嶋
一
江
、白

石
光
隆
、ほ
か
ピ
ア
ノ
科
学
生
　
④

1
,8

0
0

2
4
日（
火
）

学
内
演
奏
会（
ピ
ア
ノ
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:0

0
④
無
料

2
6
日（
木
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

5
◎
飯
島
絢
子
：
寂
寞
～
オ
ー
ケ
スト
ラ
の
た
め
の

◎
プ
ー
ラ
ン
ク：
オ
ル
ガ
ン
、弦
楽
と
テ
ィ
ン
パ
ニ
の
た
め
の
協
奏
曲

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0
③
梅
干
野
安
未（

O
rg
）、

松
尾
葉
子（

C
o

n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④
無
料

学
内
演
奏
会（
管
打
楽
器
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:0

0
④
無
料

木
曜
コ
ン
サ
ー
ト（
弦
楽
）

①
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④

3
0
0

2
7
日（
金
）

学
内
演
奏
会（
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

◎
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
：ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

1
番
ハ
長
調

O
p

.2
1

◎
ブ
ラ
ー
ム
ス：
交
響
曲
第

1
番
ハ
短
調

O
p

.6
8

①
奏
楽
堂
　
②

1
8
:3

0

③
佐
藤
卓
史（

P
f）
、ハ
ン
ス

=
マ
ル
テ
ィ
ン
・
シ
ュ
ナ
イト
（

C
o

n
）、

東
京
藝
術
大
学
学
生
オ
ー
ケ
スト
ラ
④
無
料

2
8
日（
土
）

ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

2
回

レ
ク
チ
ャ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト

2

ピ
ア
ノ
曲
全
曲
演
奏
会

【
レ
ク
チ
ャ
ー
】

「
ラ
ヴ
ェ
ル
－
そ
の
“
メ
ヌ
エ
ット
”を
通
し
て
」

講
師
：
松
橋
麻
利

【
コ
ン
サ
ー
ト
】

◎
ラ
ヴ
ェ
ル
：
水
の
戯
れ

鏡 古
風
な
メ
ヌ
エ
ット

亡
き
王
女
の
た
め
の
パ
バ
ー
ヌ

ク
ー
プ
ラ
ン
の
墓

夜
の
ガ
ス
パ
ー
ル
他

①
奏
楽
堂
　
②
レ
ク
チ
ャ
ー

1
7
:0

0
／
コ
ン
サ
ー
ト

1
8
:3

0

③
出
演
：
青
柳
晋
、伊
藤
恵
、遠
藤
郁
子
、浜
口
奈
々
、岡
本

愛
子
、砂
原
悟
、佐
藤
俊
、松
岡
淳
、ほ
か
ピ
ア
ノ
科
学
生

④
1
,8

0
0

3
0
日（
月
）

学
内
演
奏
会（
管
打
楽
器
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:0

0
④
無
料

3
1
日（
火
）

邦
楽
定
期
演
奏
会
第

7
0
回

◎
雅
楽
「
春
鶯
囀
遊
聲
」

◎
能
楽
宝
生
流
「
草
紙
洗
」

◎
生
田
流
箏
曲
「
八
重
衣
」

◎
山
田
流
箏
曲
「
七
福
神
」

◎
尺
八
「
鶴
の
巣
籠
・
鹿
の
遠
音
吹
き
合
わ
せ
」

◎
長
唄
・
邦
楽
囃
子
「
蜘
蛛
拍
子
舞
」

①
奏
楽
堂
　
②

1
8

:3
0
③
多
忠
輝
、東
儀
雅
季（
雅
楽
）、

渡
邊
荀
之
助
、武
田
孝
史（
能
楽
）、
安
藤
政
輝
、新
宮
順
子

（
生
田
流
）、
萩
岡
松
韻（
山
田
流
）、
徳
丸
十
盟（
尺
八
）、
東

音
西
垣
和
彦
、東
音
大
塚
睦
子（
長
唄
）、
望
月
太
喜
雄（
邦

楽
囃
子
）、
ほ
か
邦
楽
科
教
員
・
学
生
　
④

1
,8

0
0

楽
器
等
の
略
号
の
説
明

Fl：
フ
ル
ー
ト

O
b：
オ
ー
ボ
エ

C
l：ク
ラ
リ
ネ
ット

Fg
：フ
ァ
ゴ
ット

H
r：
ホ
ル
ン

Tr
p：
ト
ラ
ン
ペ
ット

Tr
b：
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

Tu
b

a：
チ
ュ
ー
バ

V
n：
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

V
a：
ヴ
ィ
オ
ラ

V
c：
チ
ェ
ロ

C
b：
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

H
p：
ハ
ー
プ

P
f：
ピ
ア
ノ

C
em
：
チ
ェ
ン
バ
ロ

O
rg
：
オ
ル
ガ
ン

P
er
：
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

G：
ギ
タ
ー

S
o

p：
ソ
プ
ラ
ノ

M
 S

o
p：
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ

A
lt：
ア
ル
ト

Te
n：
テ
ノ
ー
ル

B
ar
：
バ
リト
ン

B
as
：
バ
ス

C
o

n：
指
揮



①
会
場
　
②
開
演
時
間
　
③
出
演
者
　
④
入
場
料
　
⑤
そ
の
他

■
藝
大
の
響
き（
ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
■
奏
楽
堂
シ
リ
ー
ズ
■
藝
大

2
1
■
音
楽
学
部
主
催
コ
ン
サ
ー
ト

6
｜
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｜
　

7

2
0
0
5
.0

6
J
U

N
E

【
レ
ク
チ
ャ
ー
】

「
ラ
ヴ
ェ
ル
と
そ
の
時
代
」
講
師
：
舩
山
隆

【
コ
ン
サ
ー
ト
】

◎
ラ
ヴ
ェ
ル
：
マ
ラ
ル
メ
の

3つ
の
詩

◎
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
：
月
に
憑
か
れ
た
ピ
エ
ロ
他

①
奏
楽
堂
　
②
レ
ク
チ
ャ
ー

1
7
:0

0
／
コ
ン
サ
ー
ト

1
8
:3

0

③
寺
谷
千
枝
子
（

M
 S

o
p
）、
佐
藤
ひ
さ
ら
、
坂
本
知
亜
紀

（
S

o
p
）、
漆
原
朝
子
、山
崎
貴
子（

V
n
）、
百
武
由
紀（

V
a）
、

河
野
文
昭（

V
c）
、秦
は
る
ひ（

P
f）
、現
田
茂
夫（

C
o

n
）、
ほ
か

芸
大
教
員
・
学
生
　
④

1
,8

0
0

1
9
日（
日
）

芸
高

3
年
公
開
試
験（
ピ
ア
ノ
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
0
:0

0
④
無
料

2
1
日（
火
）

芸
高

3
年
公
開
試
験（
弦
楽
器
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
0
:0

0
④
無
料

第
Ⅰ
期
オ
ペ
ラ
・
ハ
イ
ラ
イ
ト

①
第

3ホ
ー
ル
②

1
3
:3

0

③
大
学
院
オ
ペ
ラ
専
攻
生
、オ
ペ
ラ
教
員
　
④
無
料

2
4
日（
金
）

ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

5
回

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
定
期（
藝
大
定
期
第

3
1
4
回
）

ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
ラ
ヴ
ェ
ル
：シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー
ド

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
ト
長
調

ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ
第

2
組
曲
　
他

①
奏
楽
堂
　
②

1
9
:0

0

③
栗
林
朋
子（

M
 S

o
p
）、
東
誠
三
、北
川
暁
子（

P
f）
、

尾
高
忠
明（

C
o

n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④

1
,8

0
0

⑤
プ
レ
・
コ
ン
サ
ー
ト
あ
り（

1
8
:1

5～
）

芸
高

3
年
公
開
試
験（
管
楽
器
・
邦
楽
）

①
芸
高

2
0
1ホ
ー
ル
②

1
3
:0

0
④
無
料

2
5
日（
土
）

東
京
藝
大
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
5
回
定
期
演
奏
会

◎
ヘ
ン
デ
ル
：
合
奏
協
奏
曲

O
p

.6
-7

◎
エ
ル
ガ
ー
：
序
奏
と
ア
レ
グ
ロ

O
p

.4
7

◎
V

.ウ
ィ
リ
ア
ム
ス：
タ
リ
ス
の
主
題
に
よ
る
幻
想
曲
　
他

①
奏
楽
堂
　
②

1
5
:0

0

③
マ
ル
コ
ム
・レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド（

C
o

n
）、
東
京
藝
大
チ
ェ
ン
バ
ー

オ
ー
ケ
スト
ラ
④

1
,3

0
0

2
8
日（
火
）

ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

6
回

う
た
シ
リ
ー
ズ
Ⅴ

-1
～
オ
ペ
ラ
の
夕
べ

演
出
：
直
井
研
二
、美
術
：
伊
藤
隆
道
、照
明
：
海
藤
春
樹

◎
ラ
ヴ
ェ
ル
：
オ
ペ
ラ「
ス
ペ
イ
ン
の
時
」

オ
ペ
ラ「
子
供
と
呪
文
」

①
奏
楽
堂
　
②

1
8
:3

0

③
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
：
佐
藤
ひ
さ
ら
、ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ：
小
林
彰
英
、

ト
ル
ケ
マ
ダ
：
吉
田
伸
昭
、ラ
ミ
ロ
：
今
尾
滋
、ド
ン
・
イ
ニ
ゴ
：
小

野
和
彦
、坊
や
：
永
井
和
子
、母
親
：
伊
原
直
子
、ほ
か
声
楽
科

教
員
・
大
学
院
生
、合
唱
：
声
楽
科
学
生
、佐
藤
功
太
郎
、松

尾
葉
子
、東
京
藝
術
大
学
学
生
オ
ー
ケ
スト
ラ
④

1
,8

0
0

3
0
日（
木
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

8
◎
コ
ッ
ペ
ル
：ヴ
ィ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
、マ
リ
ン
バ
と

オ
ー
ケ
スト
ラ
の
た
め
の
ト
ッ
カ
ー
タ

◎
ワ
ー
グ
ナ
ー
：ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
ド
ン
ク
の

5つ
の
歌
　
他

①
奏
楽
堂
　
②

1
1

:0
0
③
相
川
瞳
、石
橋
知
佳（

P
er
）、
中

秀
仁
、西
崎
智
子（

C
l）
、富
岡
明
子
、坂
上
賀
奈
子（

M
 S

o
p
）、

小
田
野
宏
之（

C
o

n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④
無
料

学
内
演
奏
会（
吹
奏
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
8
:3

0
④
無
料

2
日（
木
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

6
◎
ト
マ
ジ
：
ア
ル
ト
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
の
た
め
の
協
奏
曲

◎
バ
ル
ト
ー
ク
：ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第

2
番

①
奏
楽
堂
　
②

1
1

:0
0
③
田
村
真
寛（

A
 S

ax
）、
宮
下
綾

子（
V

n
）、
尾
高
忠
明（

C
o

n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア

④
無
料

4
日（
土
）

上
野
の
森
オ
ル
ガ
ン
シ
リ
ー
ズ

神
秘
の
オ
ル
ガ
ン
音
楽
～
ス
ペ
イ
ン
の
黄
金
時
代
～

◎
カ
バ
ニ
ー
リ
ョ
ス：
第

6
旋
法
に
よ
る
テ
ィ
エ
ン
ト

◎
ア
ラ
ウ
ホ
：
第

4
旋
法
に
よ
る
カ
ン
シ
オ
ン
風
テ
ィ
エ
ン
ト
他

①
奏
楽
堂
　
②

1
5

:0
0
③
鈴
木
雅
明（

O
rg
）、
野
々
下
由

香
里（

S
o

p
）、
つ
の
だ
た
か
し（

G
）
④

1
,8

0
0

7
日（
火
）

学
内
演
奏
会（
ピ
ア
ノ
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:0

0
④
無
料

9
日（
木
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

7
◎
佐
野
秀
典
：
交
響
的
譚
詩

◎
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト：
ロ
ン
ド「
汝
を
あ
が
め
る
も
の
の
望
み
と
し
て
」

ア
リ
ア
「
お
願
い
だ
、詮
索
し
な
い
で
く
れ
」

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0

③
莟
道
子（

S
o

p
）、
藤
井
雄
介（

T
en
）、
広
上
淳
一（

C
o

n
）、

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④
無
料

1
0
日（
金
）

学
内
演
奏
会（
ピ
ア
ノ
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:0

0
④
無
料

1
1
日（
土
）

ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

3
回

レ
ク
チ
ャ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト

3
室
内
楽
全
曲
演
奏
会

【
レ
ク
チ
ャ
ー
】

「
ラ
ヴ
ェ
ル
と
パ
リ
音
楽
院
」
講
師
：
井
上
さ
つ
き

【
コ
ン
サ
ー
ト
】

◎
ラ
ヴ
ェ
ル
：ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ

弦
楽
四
重
奏
曲
へ
長
調

序
奏
と
ア
レ
グ
ロ

ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
　
他

①
奏
楽
堂
　
②
レ
ク
チ
ャ
ー

1
7
:0

0
／
コ
ン
サ
ー
ト

1
8
:3

0

③
レ
ク
チ
ャ
ー
「
ラ
ヴ
ェ
ル
と
パ
リ
音
楽
院
」（
講
師
：
井
上
さ
つ

き
）、
出
演
：
玉
井
菜
採
、
漆
原
啓
子
、ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
プ
ー
レ

（
V

n
）、
朝
吹
園
子
、ク
ロ
ー
ド
・
ル
ロ
ー
ン（

V
a）
、山
崎
伸
子
、

門
脇
大
樹（

V
c）
、篠
崎
史
子
（

H
p
）、
青
柳
晋
、川
島
余
理

（
P

f）
、ほ
か
芸
大
教
員
・
学
生
　
④

1
,8

0
0

1
4
日（
火
）

学
内
演
奏
会（
ピ
ア
ノ
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:0

0
④
無
料

1
6
日（
木
）

木
曜
コ
ン
サ
ー
ト（
指
揮
）

①
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④

3
0
0

1
7
日（
金
）

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
定
期

（
藝
大
定
期
第

3
1
3
回
）新
卒
業
生
紹
介
演
奏
会

◎
新
倉
一
梓
：
サ
ン
サ
ー
ラ
の
笛

◎
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
：ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

4
番
ト
長
調

O
p

.5
8
 他

①
奏
楽
堂
　
②

1
8
:3

0

③
近
藤
千
花
子（

C
l）
、津
田
裕
也（

P
f）
、遠
藤
真
理（

V
c）
、

大
山
大
輔（

B
ar
）、
鈴
木
竜
哉（

C
o

n
）、
佐
藤
功
太
郎（

C
o

n
）、

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④

1
,3

0
0

1
8
日（
土
）

ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

4
回

レ
ク
チ
ャ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト

4
ラ
ヴ
ェ
ル
と
そ
の
周
辺



①
会
場
　
②
開
演
時
間
　
③
出
演
者
　
④
入
場
料
　
⑤
そ
の
他

■
藝
大
の
響
き（
ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
■
奏
楽
堂
シ
リ
ー
ズ
■
藝
大

2
1
■
音
楽
学
部
主
催
コ
ン
サ
ー
ト

8
｜
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｜
　

9

2
0
0
5
.0

7
J
U

LY

2
0
0
4
.5

.7
―
和
楽
の
美

邦
楽
劇
「
賢
治
宇
宙
曼
荼
羅
」

2
0
0
4
.5

.2
7
―
創
造
の
杜

ル
チ
ア
ー
ノ
・
ベ
リ
オ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作
品
演
奏
会

2
0
0
4
.7

.1
7
―
時
の
響
き
～
ジ
ャ
ズ

in
藝
大

2
0
0
4
.5

.3
0
―
創
造
の
杜

ル
チ
ア
ー
ノ
・
ベ
リ
オ
「
セ
ク
エ
ン
ツ
ァ
」
全
曲
演
奏
会

昨
年
度
の
公
演
か
ら
－
藝
大

2
1［
そ
の

1］
3
日（
日
）

藝
大

2
1
 藝
大
と
あ
そ
ぼ
う

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
逆
襲

演
出
：
西
川
信
廣

◎
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス：
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」
組
曲
よ
り

◎
マ
ス
カ
ー
ニ
：「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
」
間
奏
曲

◎
ハ
チ
ャト
リ
ア
ン
：
剣
の
舞

◎
スト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
：
組
曲
「
火
の
鳥
」よ
り
他

①
奏
楽
堂
　
②

1
5
:0

0

③
直
井
大
輔（

C
o

n
）、
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
附
属

音
楽
高
等
学
校
オ
ー
ケ
スト
ラ
④

1
,0

0
0

6
日（
水
）

藝
大

2
1
ア
ジ
ア
・
躍
動
す
る
音
た
ち

～
上
海
音
楽
学
院
を
招
い
て
～

◎
「
一
枝
花
」

◎
「
虚
籟
」

◎
「
夜
深
」

◎
楊
立
青
：
幻
想
曲（
新
作
初
演
）
他

①
奏
楽
堂
　
②

1
9
:0

0

③
L

iu
 Y

in
g（

吶
）、

L
i 

Ji
n

g
xi

a（
琵
琶
）、

W
u

 Q
ia

n
g

（
柳
琴
）、
ほ
か
上
海
音
楽
学
院
中
国
音
楽
科
学
生
、東
京
藝

術
大
学
邦
楽
科
教
員
・
学
生
有
志
　
④

1
,8

0
0

7
日（
木
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

9
◎
エ
ワ
イ
ゼ
ン
：
バ
スト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、ハ
ー
プ
と

弦
楽
オ
ー
ケ
スト
ラ
の
た
め
の
バ
ラ
ー
ド

◎
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
：
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
第

1
番
変
ホ
長
調

O
p

.1
0
7

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0

③
山
口
隼
士（

Tr
b
）、
辻
本
玲（

V
c）
、佐
藤
功
太
郎（

C
o

n
）、

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④
無
料

9
日（
土
）

管
打
楽
器
シ
リ
ー
ズ

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
管
楽
器
曲
を
集
め
て

◎
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト：

1
3
楽
器
の
た
め
の
セ
レ
ナ
ー
ド
変
ロ
長
調

①
奏
楽
堂
　
②

1
7

:0
0
③
金
昌
国
（

C
o

n
）、
小
畑
善
昭

（
O

b
）、
村
井
祐
児（

C
l）
、守
山
光
三（

H
r）
ほ
か
、東
京
藝
術

大
学
管
打
楽
器
専
攻
生
お
よ
び
卒
業
生
　
④

1
,8

0
0

1
1
日（
月
）

ア
カ
ン
サ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト（
芸
高
）

①
芸
高

2
0

1ホ
ー
ル
②

1
3
:0

0
④
無
料

1
4
日（
木
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

1
0

◎
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
：ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

3
番
ハ
長
調

O
p

.2
6

◎
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
：ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ニ
長
調

O
p

.3
5

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0

③
今
西
泰
彦（

P
f）
、小
寺
里
奈（

V
n
）、
小
田
野
宏
之（

C
o

n
）、

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④
無
料

1
6
日（
土
）

藝
大

2
1
 時
の
響
き

ジ
ャ
ズ

in
藝
大
～
シ
ャ
ー
プ

V
S
ヴ
ィ
ー
ヴ
ォ

◎
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
：ラ
プ
ソ
デ
ィ・
イ
ン
・
ブ
ル
ー（
原
典
版
）他

①
奏
楽
堂
　
②

1
7
:0

0

③
羽
田
健
太
郎（

P
f）
、藤
本
隆
文（

V
ib
）、
山
本
邦
山（
尺
八
）

ほ
か
、原
信
夫
と
シ
ャ
ー
プ
ス
＆
フ
ラ
ッ
ツ
、藝
大

M
an

to
 V

iv
o

④
2
,4

0
0
⑤
＜
東
京
の
夏
＞
関
連
事
業

2
1
日（
木
）

木
曜
コ
ン
サ
ー
ト（
オ
ペ
ラ
・
指
揮
）

①
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④

3
0
0



①
会
場
　
②
開
演
時
間
　
③
出
演
者
　
④
入
場
料
　
⑤
そ
の
他

■
藝
大
の
響
き（
ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
■
奏
楽
堂
シ
リ
ー
ズ
■
藝
大

2
1
■
音
楽
学
部
主
催
コ
ン
サ
ー
ト

1
0
｜
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｜
　

1
1

2
0
0
5
.0

8
A

U
G

U
S

T

1
8
日（
木
）

木
曜
コ
ン
サ
ー
ト（
声
楽
）

①
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④

3
0
0

2
0
0
4
.9

.1
6
―
ア
ジ
ア
・
躍
動
す
る
音
た
ち
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
0
4
.9

.1
9
―
芸
大
と
あ
そ
ぼ
う
～
ゆ
か
い
な
動
物
園

同
コ
ン
サ
ー
ト
安
銀
京（
ピ
リ
）

2
0
0
4
.9

.1
9
―
芸
大
と
あ
そ
ぼ
う
～
ゆ
か
い
な
動
物
園

昨
年
度
の
公
演
か
ら
－
藝
大

2
1［
そ
の

2］

2
0
0
5
.0

9
S

E
P

T
E
M

B
E
R

8
日（
木
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

1
1

◎
轟
千
尋
：
管
弦
楽
の
た
め
の
「
変
容
」

◎
ブ
ラ
ー
ム
ス：
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

1
番
ニ
短
調

O
p

.1
5

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0
③
多
賀
谷
祐
輔（

P
f）
、

佐
藤
功
太
郎（

C
o

n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④
無
料

9
日（
金
）

芸
術
祭
演
奏
会（
予
定
）

①
奏
楽
堂
　
④
無
料

1
5
日（
木
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

1
2

◎
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
：
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲

◎
ブ
ラ
ー
ム
ス：
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ニ
長
調

O
p

.7
7

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0

③
久
寿
米
木
知
子（

O
b
）、
千
葉
清
加（

V
n
）、

三
河
正
典（

C
o

n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④
無
料

木
曜
コ
ン
サ
ー
ト（
木
管
・
金
管
）

①
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④

3
0
0

1
9
日（
月
・
祝
）

う
た
シ
リ
ー
ズ
Ⅴ

-2
森
鴎
外
訳
オ
ペ
ラ
「
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
」

舞
台
美
術
：
宮
廻
正
明
、照
明
：
海
藤
春
樹

◎
グ
ル
ッ
ク
：
オ
ペ
ラ「
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
」（
森
鴎
外
訳
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
8
:3

0

③
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
：
寺
谷
千
枝
子
、エ
ウ
リ
シ
ヂ
ケ
：
佐
々
木
典

子
、ア
モ
オ
レ
：
山
口
清
子
、コ
ー
ラ
ス
：
声
楽
科
学
生
、高
関
健

（
C

o
n
）、
東
京
藝
術
大
学
「
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
」
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
④

2
,4

0
0
⑤
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
年

2
0

0
5

/2
0

0
6
関

連
事
業
、ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
使
館
後
援



①
会
場
　
②
開
演
時
間
　
③
出
演
者
　
④
入
場
料
　
⑤
そ
の
他

■
藝
大
の
響
き（
ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
■
奏
楽
堂
シ
リ
ー
ズ
■
藝
大

2
1
■
音
楽
学
部
主
催
コ
ン
サ
ー
ト

1
2
｜
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｜
　

1
3

2
0
0
5
.1

0
O

C
TO

B
E
R

◎
スト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
：
バ
レ
エ
組
曲
「
火
の
鳥
」

①
奏
楽
堂
　
②

1
8
:3

0

③
佐
藤
功
太
郎（

C
o

n
）、
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
附
属

音
楽
高
等
学
校
生
徒

2
8
日（
金
）

学
内
演
奏
会（
声
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:3

0
④
無
料

学
内
演
奏
会（
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
8
:3

0
④
無
料

3
1
日（
月
）

学
内
演
奏
会（
箏
曲
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
2
:3

0
④
無
料

9
日（
日
）

藝
大
オ
ペ
ラ
定
期
第

5
1
回
第

1
日

◎
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト：
皇
帝
テ
ィト
ゥ
ス
の
慈
悲

①
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④

2
,4

0
0

1
0
日（
月
・
祝
）

藝
大
オ
ペ
ラ
定
期
第

5
1
回
第

2
日

◎
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト：
皇
帝
テ
ィト
ゥ
ス
の
慈
悲

①
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0

③
声
楽
科
学
生
・
大
学
院
生
他
、合
唱
：
声
楽
科
学
生
、

ハ
ン
ス

=
マ
ル
テ
ィ
ン
・
シ
ュ
ナ
イト
（

C
o

n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ア
④

2
,4

0
0

1
4
日（
金
）

学
内
演
奏
会（
弦
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:0

0
④
無
料

1
7
日（
月
）

学
内
演
奏
会（
弦
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:0

0
④
無
料

1
8
日（
火
）

学
内
演
奏
会（
弦
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:0

0
④
無
料

2
0
日（
木
）

学
内
演
奏
会（
雅
楽
）

①
第

6ホ
ー
ル
②

1
6
:0

0
④
無
料

木
曜
コ
ン
サ
ー
ト（
古
楽
）

①
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④

3
0
0

2
1
日（
金
）

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
定
期

（
藝
大
定
期
第

3
1
5
回
）

◎
ブ
ラ
ー
ム
ス：
交
響
曲
第

1
番
ハ
短
調

O
p

.6
8
 他

①
奏
楽
堂
　
②

1
9

:0
0
③
円
光
寺
雅
彦（

C
o

n
）、
藝
大
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④

1
,8

0
0

2
3
日（
日
）

上
野
の
森
オ
ル
ガ
ン
シ
リ
ー
ズ

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
響
き
～
ロ
マ
ン
派
の
オ
ル
ガ
ン
音
楽
～

①
奏
楽
堂
　
②

1
5
:0

0

③
廣
野
嗣
雄
、廣
江
理
枝（

O
rg
）
④

1
,8

0
0

2
4
日（
月
）

学
内
演
奏
会（
声
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:3

0
④
無
料

2
5
日（
火
）

学
内
演
奏
会（
声
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:3

0
④
無
料

2
6
日（
水
）

学
内
演
奏
会（
声
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:3

0
④
無
料

学
内
演
奏
会（
能
楽
）

①
第

4ホ
ー
ル
②

1
4
:0

0
④
無
料

2
7
日（
木
）

学
内
演
奏
会（
指
揮
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0
④
無
料

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
附
属
音
楽
高
等
学
校

定
期
演
奏
会

◎
邦
楽
合
奏
曲

◎
ハ
イド
ン
：
オ
ラト
リ
オ
「
四
季
」

◎
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト：
交
響
曲
第

3
1
番
「
パ
リ
」

2
0
0
4
.1

0
.9
～

1
0
―
藝
大
オ
ペ
ラ
定
期
第

5
0
回

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト「
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・ト
ゥ
ッ
テ
」

©
㈱
エ
ー
コ
ー
フ
ィ
ル
ム
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

昨
年
度
の
公
演
か
ら



①
会
場
　
②
開
演
時
間
　
③
出
演
者
　
④
入
場
料
　
⑤
そ
の
他

■
藝
大
の
響
き（
ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
■
奏
楽
堂
シ
リ
ー
ズ
■
藝
大

2
1
■
音
楽
学
部
主
催
コ
ン
サ
ー
ト

1
4
｜
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｜
　

1
5

2
0
0
5
.1

1
N

O
V

E
M

B
E
R

3
0
日（
水
）

藝
大
定
期
吹
奏
楽
第

7
1
回

◎
曲
目
未
定

①
奏
楽
堂
　
②

1
8
:3

0

③
管
打
楽
器
科
学
生
・
大
学
院
生
　
④

1
,3

0
0

1
日（
火
）

学
内
演
奏
会（
三
味
線
音
楽
・
日
本
舞
踊
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0
④
無
料

2
日（
水
）

ハ
イ
ド
ン
・
シ
リ
ー
ズ
第

1
夜

◎
ハ
イド
ン
：
交
響
曲
第

6
番
ニ
長
調
「
朝
」

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
ニ
長
調

H
o

b
.1

8
-1

1

交
響
曲
第

4
5
番
嬰
ヘ
短
調
「
告
別
」

①
奏
楽
堂
　
②

1
9

:0
0
③
未
定（

P
f）
、東
京
藝
大
チ
ェ
ン

バ
ー
オ
ー
ケ
スト
ラ
④

1
,3

0
0

4
日（
金
）

ハ
イ
ド
ン
・
シ
リ
ー
ズ
第

2
夜

弦
楽
四
重
奏
曲
全
曲
演
奏
シ
リ
ー
ズ

◎
ハ
イド
ン
：
弦
楽
四
重
奏
曲

①
奏
楽
堂
　
②

1
9
:0

0

③
古
典
弦
楽
四
重
奏
団
　
④

1
,3

0
0

8
日（
火
）

学
内
演
奏
会（
作
曲
）

◎
作
曲
科

4
年
生
の
作
品

①
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④
無
料

1
1
日（
金
）

学
内
演
奏
会（
作
曲
）

◎
作
曲
科

4
年
生
の
作
品

①
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④
無
料

1
4
日（
月
）

ア
カ
ン
サ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト（
芸
高
）

①
芸
高

2
0

1ホ
ー
ル
②

1
3
:0

0
④
無
料

1
7
日（
木
）

木
曜
コ
ン
サ
ー
ト（
作
曲
）

①
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④

3
0
0

1
8
日（
金
）

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
・
合
唱
定
期

（
藝
大
定
期
第

3
1
6
回
）

◎
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
：ミ
サ
曲
第

3
番
ヘ
短
調

テ
・
デ
ウ
ム

①
奏
楽
堂
　
②

1
8
:3

0

③
合
唱
：
声
楽
専
攻
学
生
、ハ
ン
ス

=
マ
ル
テ
ィ
ン
・
シ
ュ
ナ
イト

（
C

o
n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④

1
,8

0
0

2
2
日（
火
）

第
Ⅱ
期
オ
ペ
ラ
・
ハ
イ
ラ
イ
ト

①
第

3ホ
ー
ル
②

1
3
:3

0

③
大
学
院
オ
ペ
ラ
専
攻
生
、オ
ペ
ラ
教
員
　
④
無
料

2
4
日（
木
）

藝
大

2
1
 創
造
の
杜

藝
大
現
代
音
楽
の
夕
べ

◎
橋
本
国
彦
：
曲
目
未
定

◎
佐
藤
眞
：ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲（
初
演
）

◎
他
大
学
院
生
新
作

①
奏
楽
堂
　
②

1
9
:0

0

③
清
水
高
師（

V
n
）、
若
杉
弘（

C
o

n
）、

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④

1
,8

0
0

2
5
日（
金
）

藝
大
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期

（
藝
大
定
期
第

3
1
7
回
）

◎
マ
ー
ラ
ー
：
交
響
曲
第

1
番
ニ
長
調
「
巨
人
」

①
奏
楽
堂
　
②

1
8

:3
0
③
小
林
研
一
郎（

C
o

n
）、
東
京
藝

術
大
学
学
生
オ
ー
ケ
スト
ラ
④

1
,3

0
0

2
0
0
4
.1

0
.3

1
―
上
野
の
森
オ
ル
ガ
ン
・
シ
リ
ー
ズ

賛
歌
の
系
譜
Ⅱ

2
0
0
4
.1

1
.2

0
―
う
た
シ
リ
ー
ズ

名
曲
で
た
ど
る
パ
ノ
ラ
マ
・
フ
ラ
ン
ス
歌
曲

2
0
0
4
.1

1
.4
―
室
内
楽
演
奏
会
ハ
イ
ド
ン
・
シ
リ
ー
ズ

ハ
イ
ド
ン
弦
楽
四
重
奏
曲
全
曲
演
奏
そ
の

6

2
0
0
5
.2

.1
3
―
管
楽
器
シ
リ
ー
ズ

藝
大
ブ
ラ
ス
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て

昨
年
度
の
公
演
か
ら
－
奏
楽
堂
シ
リ
ー
ズ



1
6
｜
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｜
　

1
7

①
会
場
　
②
開
演
時
間
　
③
出
演
者
　
④
入
場
料
　
⑤
そ
の
他

■
藝
大
の
響
き（
ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
■
奏
楽
堂
シ
リ
ー
ズ
■
藝
大

2
1
■
音
楽
学
部
主
催
コ
ン
サ
ー
ト

2
0
0
5
.1

2
D

E
C

E
M

B
E
R

1
日（
木
）

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
ピ
ア
ノ
）

①
奏
楽
堂
・

1ホ
ー
ル
②

1
0
:0

0
④
無
料

2
日（
金
）

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
ピ
ア
ノ
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
0
:0

0
④
無
料

3
日（
土
）

う
た
シ
リ
ー
ズ
Ⅴ

-3
リ
ヒ
タ
ー
教
授
監
修
に
よ
る
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
サ
ー
ト

◎
シ
ラ
ー
の
詩
に
よ
る
歌
曲

◎
ウ
ル
マ
ン
、ブ
ラ
ー
ム
ス
、レ
ー
ガ
ー
他

①
奏
楽
堂
　
②

1
7
:0

0

③
朝
倉
蒼
生
（

S
o

p
）、
伊
原
直
子
（

A
lt
）、
多
田
羅
迪
夫

（
B

ar
）ほ
か
声
楽
科
教
員
・
大
学
院
生
　
④

1
,8

0
0

5
日（
月
）

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
ピ
ア
ノ
）

①
奏
楽
堂
・

1ホ
ー
ル
②

1
0
:0

0
④
無
料

6
日（
火
）

邦
楽
定
期
演
奏
会
第

7
1
回

◎
曲
目
未
定

①
奏
楽
堂
　
②

1
8
:0

0

③
邦
楽
科
教
員
・
学
生
ほ
か
　
④

1
,8

0
0

1
3
日（
火
）

学
内
演
奏
会（
楽
理
）

①
第

6ホ
ー
ル
②

1
3
:0

0
④
無
料

1
5
日（
木
）

木
曜
コ
ン
サ
ー
ト（
打
楽
器
）

①
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④

3
0
0

2
1
日（
水
）

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
管
打
楽
器
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
0
:0

0
④
無
料

2
2
日（
木
）

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
管
打
楽
器
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
0
:0

0
④
無
料

第
5
5
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

メ
サ
イ
ア
公
演

◎
ヘ
ン
デ
ル
：
オ
ラト
リ
オ
「
メ
サ
イ
ア
」

①
東
京
文
化
会
館
　
②

1
8
:3

0

③
未
定（

C
o

n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
、

合
唱
：
声
楽
専
攻
生

⑤
主
催
：
朝
日
新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
　
朝
日
新
聞
社

2
7
日（
火
）

創
造
の
今
日
と
未
来（
予
定
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
9
:0

0

③
照
明
：
海
藤
春
樹
、音
楽
・
美
術
学
部
学
生
有
志

④
未
定

2
0
0
4
.6

.2
5
―
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
定
期
演
奏
会

（
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅶ
）

2
0
0
4
.1

1
.8
―
吹
奏
楽
定
期
演
奏
会

2
0
0
4
.1

1
.3

0
―
邦
楽
定
期
演
奏
会

2
0
0
4
.6

.2
6
―
東
京
藝
大
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

（
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅷ
）

2
0
0
4
.1

1
.9
―
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
・
合
唱
定
期
演
奏
会

（
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ⅩⅠ
）

2
0
0
5
.2

.9
～

1
0
―
室
内
楽
定
期
演
奏
会

昨
年
度
の
公
演
か
ら
－
音
楽
学
部
主
催
定
期
演
奏
会



①
会
場
　
②
開
演
時
間
　
③
出
演
者
　
④
入
場
料
　
⑤
そ
の
他

■
藝
大
の
響
き（
ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
■
奏
楽
堂
シ
リ
ー
ズ
■
藝
大

2
1
■
音
楽
学
部
主
催
コ
ン
サ
ー
ト

1
8
｜
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｜
　

1
9

2
0
0
6
.0

1
J
A

N
U

A
R

Y

1
0
日（
火
）

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
声
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
0
:0

0
④
無
料

1
1
日（
水
）

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
声
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
0
:0

0
④
無
料

1
6
日（
月
）

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

①
奏
楽
堂
　
②

9
:3

0
④
無
料

1
7
日（
火
）

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
ヴ
ィ
オ
ラ
・
チ
ェ
ロ
・

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
・
ハ
ー
プ
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
0
:0

0
④
無
料

第
Ⅲ
期
オ
ペ
ラ
・
ハ
イ
ラ
イ
ト

①
第

6ホ
ー
ル
②

1
3
:3

0

③
大
学
院
オ
ペ
ラ
専
攻
生
、オ
ペ
ラ
教
員
　
④
無
料

1
8
日（
水
）

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
箏
曲
・
尺
八
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
0
:0

0
④
無
料

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
雅
楽
）

①
第

6ホ
ー
ル
②

1
8
:0

0
④
無
料

1
9
日（
木
）

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
指
揮
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0
④
無
料

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
能
楽
）

①
第

4ホ
ー
ル
②

1
4
:0

0
④
無
料

木
曜
コ
ン
サ
ー
ト（
声
楽
）

①
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④

3
0
0

2
0
日（
金
）

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
オ
ル
ガ
ン
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
4
:3

0
④
無
料

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
古
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
6
:3

0
④
無
料

2
3
日（
月
）

卒
業
試
験
公
開
演
奏
会（
三
味
線
音
楽
・

日
本
舞
踊
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
0
:0

0
④
無
料

2
5
日（
水
）

修
士
課
程
学
位
審
査
演
奏
会（
声
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0
④
無
料

2
6
日（
木
）

修
士
課
程
学
位
審
査
演
奏
会（
声
楽
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
1
:0

0
④
無
料

3
0
日（
月
）

修
士
課
程
学
位
審
査
演
奏
会
（
オ
ル
ガ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
ロ
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
0
:3

0
④
無
料

2
0
0
4
.5

.1
3
―
遠
藤
真
理（

V
c）

2
0
0
4
.9

.9
―
佐
藤
卓
史（

P
f）

2
0
0
4
.7

.1
―
渡
邊
玲
奈
、
上
野
由
恵（

Fl
）

2
0
0
4
.1

1
.2

5
―
臼
木
あ
い
（

S
o

p
）

昨
年
度
の
公
演
か
ら
－
モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
は
選
抜
さ
れ
た
技
能
優
秀
な
学
生
・
大
学
院
生
が
藝
大
フ
ィ
ル
と
協
演
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
木
曜
日
の
午
前

1
1
時
か
ら

約
１
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
無
料
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

1
7
年
度
は

1
3
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。



①
会
場
　
②
開
演
時
間
　
③
出
演
者
　
④
入
場
料
　
⑤
そ
の
他

■
藝
大
の
響
き（
ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
■
奏
楽
堂
シ
リ
ー
ズ
■
藝
大

2
1
■
音
楽
学
部
主
催
コ
ン
サ
ー
ト

2
0
｜
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｜
　

2
1

2
0
0
6
.0

2
F
E
B

R
U

A
R

Y

2
日（
木
）

修
士
課
程
学
位
審
査
演
奏
会（
オ
ペ
ラ
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:0

0
④
無
料

3
日（
金
）

修
士
課
程
学
位
審
査
演
奏
会（
オ
ペ
ラ
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
3
:0

0
④
無
料

6
日（
月
）

ア
カ
ン
サ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト（
芸
高
）

①
芸
高

2
0

1ホ
ー
ル
②

1
3
:0

0
④
無
料

9
日（
木
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

1
3

◎
ブ
ラ
ー
ム
ス：
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ニ
長
調

O
p

.7
7

◎
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
：ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

2
番
ハ
短
調

O
p

.1
8

①
奏
楽
堂
　
②

1
1

:0
0
③
守
屋
剛
志（

V
n
）、
秋
場
敬
浩

（
P

f）
、未
定（

C
o

n
）、
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
④
無
料

藝
大
定
期
室
内
楽
第

3
2
回
　
第

1
夜

◎
曲
目
未
定

①
奏
楽
堂
　
②

1
8
:3

0

③
音
楽
学
部
各
科
学
生
・
大
学
院
生
　
④

1
,3

0
0

1
0
日（
金
）

藝
大
定
期
室
内
楽
第

3
2
回
　
第

2
夜

◎
曲
目
未
定

①
奏
楽
堂
　
②

1
8
:3

0

③
音
楽
学
部
各
科
学
生
・
大
学
院
生
　
④

1
,3

0
0

1
6
日（
木
）

木
曜
コ
ン
サ
ー
ト（
邦
楽
）

①
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④

3
0
0

1
7
日（
金
）

東
京
藝
大
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
6
回
定
期
演
奏
会

◎
曲
目
未
定

①
奏
楽
堂
　
②

1
9
:0

0
③
未
定（

C
o

n
）、

東
京
藝
大
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
スト
ラ
④

1
,3

0
0

1
9
日（
日
）

管
打
楽
器
シ
リ
ー
ズ

日
本
の
吹
奏
楽
の
歴
史
♯

1
◎
曲
目
未
定

①
奏
楽
堂
　
②

1
5
:0

0

③
稲
川
榮
一（

Tu
b

a）
、杉
木
峯
夫（

Tr
p
）、
守
山
光
三（

H
r）
、

藤
本
隆
文（

P
er

c）
、ほ
か
芸
大
教
員
・
学
生
　
④

1
,8

0
0

2
0
0
6
.0

3
M

A
R

C
H

1
6
日（
木
）

木
曜
コ
ン
サ
ー
ト（
室
内
楽
）

①
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
　
②

1
4
:0

0
④

3
0
0

1
9
日（
日
）

藝
大

2
1

奏
楽
堂
公
募
企
画（
学
生
か
ら
企
画
を
公
募
）

①
奏
楽
堂
　
②

1
5
:0

0
④
未
定

2
1
日（
火
）

三
林
輝
夫
先
生
退
職
記
念
演
奏
会

①
奏
楽
堂
　
④
無
料
招
待
制

2
0
0
5
.3

.1
3
―
上
野
の
春

昨
年
度
の
公
演
か
ら



2
2
｜
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｜
　

2
3

芸
大
以
外
で
開
か
れ
る
芸
大
関
連
コ
ン
サ
ー
ト

旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
木
曜
コ
ン
サ
ー
ト（

2
0
0
5
年
度
シ
ー
ズ
ン
予
定
）

（
財
）台
東
区
芸
術
文
化
財
団
・
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
共
催

旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
は
明
治

2
3
年
、
当
時
の
東
京
音
楽
学
校（
東
京
藝
術

大
学
の
前
身
）構
内
に
建
て
ら
れ
た
音
楽
ホ
ー
ル
（
昭
和

6
2
年
に
現
在
地
に
移

転
）で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
交
響
曲
第
九
番
」
が
初
演
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の

洋
楽
史
の
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。「
木
曜
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
そ

の
由
緒
あ
る
旧
奏
楽
堂
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
芸
大
音
楽
学
部
の
学
生
た
ち
が
演
奏

す
る
月
一
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
入
場
に
は
旧
奏
楽
堂
の
入
館
料

（
一
般

3
0
0
円
、
小
・
中
学
生

1
0
0
円
）が
必
要
で
す
。

開
催
日

開
演
時
間

内
容

2
0

0
5
年

4
月

2
1
日（
木
）

1
4：

0
0

ピ
ア
ノ

5
月

2
6
日（
木
）

1
4：

0
0

弦
楽

6
月

1
6
日（
木
）

1
4：

0
0

指
揮

7
月

2
1
日（
木
）

1
4：

0
0

オ
ペ
ラ
・
指
揮

8
月

1
8
日（
木
）

1
4：

0
0

声
楽（
独
唱
）

9
月

1
5
日（
木
）

1
4：

0
0

木
管
・
金
管

1
0
月

2
0
日（
木
）

1
4：

0
0

古
楽

1
1
月

1
7
日（
木
）

1
4：

0
0

作
曲

1
2
月

1
5
日（
木
）

1
4：

0
0

打
楽
器

2
0

0
6
年

1
月

1
9
日（
木
）

1
4：

0
0

声
楽

2
月

1
6
日（
木
）

1
4：

0
0

邦
楽

3
月

1
6
日（
木
）

1
4：

0
0

室
内
楽

お
問
い
合
わ
せ
：
奏
楽
堂

TE
L.

0
3
-3

8
2
4
-1

9
8
8

依
頼
演
奏
会

芸
大
の
学
生
た
ち
は
学
内
で
演
奏
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
各
自
治
体
な
ど
か
ら
の

要
請
を
受
け
て
音
楽
祭
に
参
加
す
る
な
ど
、
学
外
で
も
広
く
演
奏
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
本
学
と
し
て
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
重
要
な
社
会
貢
献
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
活
動
で
あ
り
、
そ
の
主
な

も
の
を
下
記
に
ま
と
め
ま
し
た
。

公
演
名

開
催
日

場
所

主
催

ラ・
フ
ォ
ル
・ジ
ュ
ル
ネ・
オ・
ジ
ャ
ポ
ン

4
月

2
9
日（
金
）

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭

5
月

1
9
日（
木
）

別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

別
府
ア
ル
ゲ
リッ
チ

音
楽
祭
組
織
委
員
会
､

大
分
県
､別
府
市

伊
沢
修
二
先
生
記
念
音
楽
祭

1
0
月

2
9
日（
土
）
高
遠
町
文
化
体
育
館

長
野
県
高
遠
町

奏
楽
堂
で
の
外
部
主
催
コ
ン
サ
ー
ト

芸
大
奏
楽
堂
は
公
共
の
ホ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
部
か
ら
の
使
用
申
請
に

つ
い
て
も
、
そ
の
趣
旨
が
本
学
の
理
念
に
合
致
す
れ
ば
、
貸
し
出
し
使
用
を
認
め

て
お
り
ま
す
。
特
に
地
元
台
東
区
と
は
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開
す
る
べ
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
連
携
し
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
来
年
度
の
そ
う

し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
一
覧
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。

開
催
日
時

公
演
名
＆
料
金

主
催

4
月

1
7
日（
日
）

創
立

50
周
年
記
念
上
野
混
声
合
唱
団
第

15
回
定
期
演
奏
会

上
野
混
声
合
唱
団

1
4
:0

0～
◎
無
料
招
待
制

0
3
-3

8
7
5
-2

2
4
1

7
月

1
7
日（
日
）

東
京
ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
ラト
リ
オ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

東
京ク
リス
マス
・オ
ラト
リオ
・ア
カデ
ミー

1
5
:0

0～
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
荘
厳
ミ
サ
曲
」
演
奏
会

0
3
-3

7
7
2
-6

5
9
2

◎
3
,0

0
0
円

7
月

1
8
日（
月
･祝
）

日
本
の
音
芸
術
を
造
る
会
チ
ャリ
テ
ィー
演
奏
会

NP
O法
人
日
本
の
音
芸
術
を
創
る
会

1
8
:0

0～
海
に
きら
め
く
珠
玉
の
チ
ャリ
テ
ィガ
ラ
コ
ン
サ
ート
Ⅲ

0
3
-5

8
3
4
-0

6
1
5

◎
3
,5

0
0
円

9
月

4
日（
日
）

台
東
区
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
スト
ラ

25
周
年
記
念

台
東
区
教
育
委
員
会
文
化
事
業ス
ポー
ツ課

1
3
:3

0～
第

25
回
定
期
演
奏
会
　
◎
入
場
無
料（
整
理
券
配
布
）

0
3
-5

2
4
6
-5

8
5
1

1
0
月

3
0
日（
日
）

第
5
0
回
台
東
区
合
唱
祭

台
東
区
合
唱
連
盟

1
3
:3

0～
◎
無
料
招
待
制

0
3
-3

8
4
5
-0

1
1
6

1
2
月

1
1
日（
日
）

東
京
ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
ラト
リ
オ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

東
京ク
リス
マス
・オ
ラト
リオ
・ア
カデ
ミー

1
5
:0

0～
バ
ッ
ハ
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
ラト
リ
オ
」
演
奏
会

ht
tp

://
ho

m
ep

ag
e3

.n
ift

y.

◎
2
,5

0
0
円

co
m

/c
hr

is
tm

as
_c

ho
r/

1
2
月

1
8
日（
日
）

第
2

5
回
「
台
東
第
九
公
演
」
下
町
で
第
九

台東
第九

公演
実行

委員
会事

務局
（文

化事
業ス
ポー
ツ課
）

1
5
:0

0～
◎

2
,0

0
0
円

0
3
-5

2
4
6
-5

8
5
1

1
2
月

2
3
日（
金
･祝
）
奏
楽
堂
演
奏
会
－
御
徒
町
台
東
中
と
芸
大
に
よ
る

台
東
区
立
御
徒
町
台
東
中
学
校

1
4
:0

0～
◎
入
場
無
料

0
3
-3

8
3
1
-3

7
8
7

2
0
0

6
年

台
東
区
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
スト
ラ

台
東
区
教
育
委
員
会
文
化
事
業ス
ポー
ツ課

3
月

2
6
日（
日
）

第
2

4
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

0
3
-5

2
4
6
-5

8
5
1

1
3
:3

0～
◎
入
場
無
料（
整
理
券
配
付
）

公
演
内
容
の
詳
細
は
各
主
催
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂



2
4
｜
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

「
藝
大
フ
レ
ン
ズ
」
入
会
の
お
誘
い

東
京
藝
術
大
学
で
は
、
毎
年
継
続
的
に
本
学
の
教
育
研
究
活
動
を
ご
支
援
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
本
学
の
大
学
美
術
館
、
奏
楽
堂
に
お
け
る
展
覧
会
、
コ
ン
サ
ー
ト

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
大
学
サ
ポ
ー
ト
制
度
と
し
て
「
藝
大
フ
レ
ン
ズ
」
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。

ご
入
会
い
た
だ
く
と
、
大
学
美
術
館
展
覧
会
や
奏
楽
堂
に
お
け
る
コ
ン
サ
ー
ト
の

無
料
ご
招
待
な
ど
、
様
々
な
特
典
が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
東
京
藝
術
大
学
「
藝

大
フ
レ
ン
ズ
」
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
京
藝
術
大
学
「
藝
大
フ
レ
ン
ズ
」
担
当

TE
L 

0
3‐

3
8
2
8‐

1
1
5
5

FA
X

 0
3‐

5
6

8
5‐

7
7
6
0

E
-M

ai
l：

fr
ie

n
d

s@
o

ff
.g

ei
d

ai
.a

c.
jp

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

東
京
藝
術
大
学
奏
楽
堂

〒
1
1
0
-8

7
1
4
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園

1
2－

8

TE
L 

0
3－

5
6

8
5－

7
7

0
0（
東
京
藝
術
大
学
演
奏
藝
術
セ
ン
タ
ー
）

有
料
コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
お
取
り
扱
い

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

0
5

7
0－

0
2－

9
9

9
0（
一
部
携
帯
電
話
と
全
社

P
H

Sは
ご
利
用

に
な
れ
ま
せ
ん
）

藝
大
美
術
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

0
3－

5
6

8
5－

1
1
7
6
 

東
京
文
化
会
館
チ
ケ
ット
サ
ー
ビ
ス

0
3－

5
8

1
5－

5
4
5
2

外
部
主
催
演
奏
会
に
つ
い
て
は
各
主
催
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

発
行
：

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部

東
京
藝
術
大
学
演
奏
藝
術
セ
ン
タ
ー

企
画
・
編
集
：

東
京
藝
術
大
学
演
奏
藝
術
セ
ン
タ
ー

本
文
デ
ザ
イ
ン
：

大
槻
学

印
刷
：

株
式
会
社
ア
ポ
ロ
社

2
0
0
5
年

4
月
発
行

禁
無
断
転
載

交
通
案
内

◎
JR
上
野
駅
、J

R
鶯
谷
駅
、東
京
メト
ロ

千
代
田
線
根
津
駅
よ
り
徒
歩

1
0
分

◎
京
成
線
上
野
駅
、東
京
メト
ロ
日
比
谷

線
上
野
駅
、東
京
メト
ロ
銀
座
線
上
野

駅
よ
り
徒
歩

1
5
分

◎
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、お
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

古
紙
配
合
率
10
0％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
�



 

 

トップ＞演奏会スケジュール＞

2005年度奏楽堂モーニングコンサート

 

日時 ： 第1回 2005年4月14日(木) 
第2回 2005年4月21日(木) 
第3回 2005年5月12日(木) 
第4回 2005年5月19日(木) 
第5回 2005年5月26日(木) 
第6回 2005年6月2日(木) 
第7回 2005年6月9日(木) 
第8回 2005年6月30日(木) 
第9回 2005年7月7日(木) 
第10回 2005年7月14日(木) 
第11回 2005年9月8日(木) 
第12回 2005年9月15日(木) 
第13回 2006年2月9日(木) 
10：30開場 
11：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 入場無料

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 
03-5685-7700

東京芸術大学の独自の特別企画演奏会として行っていますモーニング・コンサートは、作曲、声楽、ピアノ、オルガン、弦楽、管打楽の各科から選ばれた優
秀な学生が、芸大フィル八－モニアとの共演により協奏曲や作品の演奏をするものです。 
若き学生達の熱い演奏をご期待下さい。（演奏時間は1回当たり概ね1時間です） 
 

第1回 4月14日（木） 指揮：田中良和

松田祐輔（ピアノ） S．ラフマニノフ ： ピアノ協奏曲 第3番 二短調 op．30

第2回 4月21日（木） 指揮：佐藤功太郎

津野田圭（ハープ） G．F．ヘンデル ： 八－プ協奏曲 変ロ長調

伊藤わか奈（ピアノ） C．サン＝サーンス ： ピアノ協奏曲 第2番卜短調 op．22

第3回 5月12日（木） 指揮：H．M．シュナイト

外山啓介（ピアノ） R．シューマン ： 序奏とアレグロ・アパッショナート op．92

小杉 結（ヴァイオリン） S．プロコフィエフ ： ヴァイオリン協奏曲 第2番 卜短調 op．63

第4回 5月19日（木） 指揮：田中良和

後藤英江（作曲） パンチュール・ポエム－ミロの絵画に寄せて

神田勇哉（フルート） イサン・ユン ： フルート協奏曲

第5回 5月26日（木） 指揮：松尾葉子

飯島絢子（作曲） 寂寞～オーケストラのための～

梅干野安未（オルガン） F．プーランク ： オルガン・弦楽とティンパニの為の協奏曲

第6回 6月2日（木） 指揮：尾高忠明

田村真寛（サクソフォーン） H．トマジ ： アルトサクソフォーン協奏曲

第7回 6月9日（木） 指揮：広上淳－

佐野秀典（作曲） 交響的譚詩

莟 道子、藤井雄介（声楽） W．A．モーツァルト ： コンサートアリアK．577 
W．A．モーツァルト ： アリア「お願いだ、詮索しないでくれ」K．420 
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W．A．モーツァルト ： 「後宮よりの逃走」より「何という運命！この心の痛みよ」

第8回 6月30日（木） 指揮：小田野宏之

相川 瞳、石橋知佳（打楽器） 石井眞木 ： アフロコンチェルト ヴァージョンA 作品50

中 秀仁、西崎智子（クラリネット） F．クロンマー ： 2本のクラリネットのための協奏曲

富岡明子、坂上賀奈子（声楽） R．ワークナー ： ヴェ－ゼンドンクの5つの歌

第9回 7月7日（木） 指揮：高関 健

山口隼士（バストロンボーン） E．工ワイゼン ： バストロンボーン、八－プと弦楽オーケストラのためのバラード

辻本 玲（チェロ） D．ショスタコーヴィチ ： チェロ協奏曲 第1番 変ホ長調 op．107

第10回 7月14日（木） 指揮：小田野宏之

今西泰彦（ピアノ） S．プロコフィエフ ： ピアノ協奏曲 第3番 八長調 op．26

小寺里奈（ヴァイオリン） P．チャイコフスキー ： ヴァイオリン協奏曲 二長調 op．35

第11回 9月8日（木） 指揮：田中良和 指揮者佐藤功太郎は急病のため出演不可能となりました。 
指揮者を田中良和に変更いたします。

轟 千尋（作曲） 管弦楽のための「変容」

多賀谷祐輔（ピアノ） 」．ブラームス ： ピアノ協奏曲 第1番 二短調 op．15

第12回 9月15日（木） 指揮：三河正典

久寿米木知子（オーボエ） B．A．ツィンマーマン ： オーボエ協奏曲

千葉清加（ヴァイオリン） J．ブラームス ： ヴァイオリン協奏曲 二長調 op．77

第13回 2月9日（木） 指揮：未定

守屋剛志（ヴァイオリン） 」．ブラームス ： ヴァイオリン協奏曲 二長調 op．77

秋場敬浩（ピアノ） S．ラフマニノフ ： ピアノ協奏曲 第2番 ハ短調 op．18

指揮者 
 

◆ 田中良和 Yoshikazu TANAKA （第1回・第4回）

 東京芸術大学指揮科を卒業。第14回民音コンクール指揮部門第1位受賞。BBC主催ルパート指揮者コンクール 
特別賞受賞。関西フィル、広島交響楽団の指揮者を務める。 
 東京芸術大学非常勤講師。

◆ 佐藤功太郎 Kotaro SATO （第2回・第9回）

 東京芸術大学にてクラリネットを専攻、後に指揮科に移り、渡辺曉雄暁雄氏に師事。ボストンのニューイングラン 
ド音楽院指揮科入学。群馬交響楽団、京都市交響楽団の常任指揮者、また新星日本交響楽団、神奈川フィルハー 
モニー交響楽団の首席指揮者等を歴任。 
 東京芸術大学指揮科主任教授。

◆ 八ンス=マルティン・シュナイト Hanns-Martin SCHNEIDT （第3回）

 ミュンヘン音楽大学を経て、ベルリン協会音楽学校長、ヴッパータール市立劇場音楽総監督、ハンブルグ音楽大学教授等を歴任。1984年には、カー
ル・リヒターの後任として、ミュンヘン・バッハ合唱団及び管弦楽団の芸術監督に就任（現在は名誉指揮者）。バイエルン国立歌劇場常任指揮者、ミュン
ヘン音楽大学等を兼務する。 
 2001年より東京芸術大学外国人客員教授に着任。

◆ 松尾葉子 Yoko MATSUO （第5回）

 東京芸術大学指揮科を卒業。同大学院修了後、パリに留学。ブザンソン国際指揮者コンクール優勝。国内の主要オーケストラ・オペラを指揮する。セ
ントラル愛知首席客演指揮者。 
 東京芸術大学非常勤講師。

◆ 尾高忠明 Tadaaki OTAKA （第6回）

 1987年BBCウェ－ルズ交響楽団首席指揮者に就任して以来、国内の主要オーケストラはもとより、海外からの客演の要請が引きも切らない。現在、札
幌交響楽団音楽監督、紀尾井シンフォニ工ッタ東京桂冠名誉指揮者、東京フィルハーモニー及びBBCウエールズ交響楽団桂冠指揮者、読売交響楽団
名誉客演指揮者。 
 東京芸術大学非常勤客員教授。

◆ 広上淳－ Junichi HIROGAMI （第7回）

 東京音楽大学指揮科卒業。1984年第1回キリル・コンドラシン国際指揮者コンクール優勝。以後、NHK交響楽団をはじめ、フランス国立管、ベルリン放
送響、コンセルトヘボウ管、等、ヨーロッパの主要オーケストラを多数指揮。ロイヤル・リヴァプールフィル客演指揮者、オランダのリンブルク響首席指揮
者を歴任。現在、東京音楽大学教授及び東京芸術大学非常勤講師。

◆ 小田野宏之 Hiroyuki ODANO （第8回、第10回）

 東京芸術大学指揮科を卒業。同大学院修了。第17回民音コンクール指揮部門第3位入賞。第1回キリル・コンドラシン国際指揮者コンクール第2位。大
阪センチュリー交響楽団指揮者、広島交響楽団正指揮者を歴任。 
 東京芸術大学非常勤講師。 
 
 

◆ 藝大フィル八－モニア（東京芸術大学管弦楽研究部） Geidai Philharmonia, Tokyo

 藝大フィルハーモニア（管弦楽研究部）は、オーケストラ演奏を専門とする研究部員によって組織されている。 
 研究発表として毎年春と秋に開かれる定期演奏会では、オーケストラ主体の演奏、声楽科と共に合唱付オーケストラ作品の演奏、そして選抜された新
卒業生の紹介演奏を行う。その他、オペラ研究部との共演、年末には恒例のメサイア演奏会などを行っている。 
 教育面では、器楽科および声楽学生との協奏曲等の共演、作曲科学生の作品演奏、指揮科学生の指揮演習など、学生の演奏経験の拡充に資してい
る。さらに各地の音楽文化向上のための出張演奏も行っている。

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
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東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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〔トップへ｜奏楽堂年間スケジュール〕

同声会新人演奏会

 
 

日時 ： 第1回 弦楽器・声楽 
2005年4月22日(金) 
18：00開場 
18：30開演 
 
第2回 打楽器・弦楽器・ピアノ 
2005年4月23日(土) 
13：30開場 
14：00開演 
 
第3回 邦楽・管楽器・オルガン 
2005年4月23日(土) 
18：00開場 
18：30開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円(全席自由)

主催 ： 東京芸術大学

東京芸術大学音楽学部同声会

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

お問い合せ ： 東京芸術大学音楽学部同声会 03-3821-3924

東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050422.html
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このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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〔トップへ｜奏楽堂年間スケジュール〕

藝大フィル特別演奏会 ゲルハルト・ボッセ先生を迎えて

 

 

 

日時 ： 2005年4月28日(木) 
18：30開場 
19：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円(全席自由)

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

ハイドン ： 交響曲第86番 ニ長調

ブルックナー ： 交響曲第4番 変ホ長調『ロマンティック』（ハース版）

指揮 ： ゲルハルト・ボッセ

管弦楽 ： 藝大フィルハーモニア（東京藝術大学管弦楽研究部）

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050428.html
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このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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〔トップへ｜奏楽堂年間スケジュール〕

藝大21 和楽の美 ～邦楽叙事詩「スサノヲ」～

 

 

 

日時 ： 2005年5月6日(金) 
18：30開場 
19：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 2,400円(全席自由)

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部・美術学部

協力 ： シーアイ化成株式会社

丸茂電機株式会社

ウシオライティング株式会社

スサノヲ ： 武田孝史

アマテラス ： 吾妻節穂

アメノウズメ ： 花柳寿美

オモイカネ ： 野村万蔵

タジカラヲ ： 野村小三郎

クシナダ ： 吾妻節穂

アシナズチ ： 花柳寿美

テナズチ ： 野村四郎

語り部 ： 関根知孝

作曲 ： 山本邦山 
東音大塚睦子 
安藤政輝 
萩岡松韻

節付 ： 武田孝史 
関根知孝

作調 ： 望月太喜雄

振付 ： 花柳寿美

演出 ： 実相時昭雄

脚本・構成 ： 千野喜資

舞台美術 ： 伊藤隆道

衣装 ： 小日向千秋

照明 ： 牛場賢二

映像 ： 馬場美次

舞台監督 ： 寅川英司

 演奏芸術センター公演の邦楽総合アンサンブル第四回は、日本
神話の世界を採り上げ、多くの神の中からスサノヲに焦点を当てて
みました。荒ぶる神スサノヲの話は、「古事記」「日本書紀」「出雲風
土記」などに出て来て、強烈な印象を与えますが、詳細不明のとこ
ろが多い神になっています。 
 今回の公演で今までと少し異なるところがあります。それは邦楽
演奏の方にやや重点を置いたことです。「天地創造」から「天の岩
戸」「オロチ退治」、終曲はスサノヲを祀る現代の祭で構成された音
楽によって締め括ります。 
 奏楽堂の舞台では、上段を高天原、下段を根の国出雲に見立て、
真ん中に天と地を結ぶ道が作られています。この舞台空間に、能狂
言・日本舞踊・舞台美術の創造とが相俟って、神話のせ界が展開さ
れます。

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
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■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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〔トップへ｜奏楽堂年間スケジュール〕

ラヴェル・プロジェクト レクチャー＆コンサート 全4回

 

 

日時 ： 第1回 2005年5月21日(土) 
第2回 2005年5月28日(土) 
第3回 2005年6月11日(土) 
第4回 2005年6月18日(土) 
レクチャー 17：00開演 
 （コンサートのチケットでご入場いただけます。） 
コンサート 18：30開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円(全席自由)

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

2005年5月21日（土） 
第1回 声楽曲＆2台ピアノの夕べ

［レクチャー］ 光と色の戯れ―ラヴェルの時代のフランス絵画
講師：高階秀爾

［コンサート］ －声楽曲－ 
ハバネラの形をしたヴォカリーズ・エチュード 
トリパトス 
クレマン・マロの2つのエピグラム 
  ソプラノ：大島洋子 
  ピアノ：海老裕子 
ロンサールがおのが魂に寄せて 
草の上で 
5つのギリシア民謡 
  テノール：三林輝夫 
  ピアノ：奥千歌子 
博物誌 
  メゾソプラノ：栗林朋子 
  ピアノ：大島裕子 
マダガスカル人の歌 
  メゾソプラノ：永井和子 
  ピアノ：高木由雅 
  フルート：井出朋子 
  チェロ：苅田雅治 
 
－2台ピアノ曲－ 
耳で聴く風景 
口絵（5手） 
  大野真由子 
  恩田佳奈 
  前田三奈 
スペイン狂詩曲 
  植田克己 
  多美智子 
ラ・ヴァルス 
  児島一江 
  白石光隆

2005年5月28日（土） 
第2回 ピアノ全曲演奏会

［レクチャー］ ラヴェル―その“メヌエット”を通して 
講師：松橋麻利

［コンサート］ グロテスクなセレナード 
古風なメヌエット 
亡き王女のためのパヴァーヌ 
  砂原悟 
水の戯れ 
ソナチネ 
  佐藤俊 
鏡 
  遠藤郁子 
夜のガスパール 
  岡本愛子 
マ・メール・ロワ（4手） 
  伊藤恵、青柳晋 
ハイドンの名によるメヌエット 
高雅で感傷的なワルツ 
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  浜口奈々 
・・・・・・風に 
 ボロディン風に；シャブリエ風に 
前奏曲 
  佐野隆哉 
クープランの墓 
  松岡淳

2005年6月11日（土） 
第3回 室内楽全曲演奏会

［レクチャー］ ラヴェルとパリ音楽院 
講師：井上さつき 
ヴァイオリン・ソナタ（1897） 
  ヴァイオリン：角岡道子 
  ピアノ：斎木ユリ 
ガブリエル・フォーレの名による子守歌 
ハバネラの形をしたヴォカリーズ・エチュード 
  ヴァイオリン：玉井菜採 
  ピアノ：山田剛史

［コンサート］ ヴァイオリンとチェロのためのソナタ 
  ヴァイオリン：ジェラール・プーレ 
  チェロ：山崎伸子 
ヴァイオリン・ソナタ 
  ヴァイオリン：ジェラール・プーレ 
  ピアノ：川島余理 
弦楽四重奏曲 ヘ長調 
  ヴァイオリン：竹内弦、千葉清加 
  ヴィオラ：朝吹園子 
  チェロ：辻本玲 
序奏とアレグロ 
  ハープ：篠崎史子 
  フルート：井出朋子 
  クラリネット：飯田真弓 
  ヴァイオリン：漆原啓子、太田雅音 
  ヴィオラ：クロード・ルローン 
  チェロ：花崎薫 
ツィガーヌ 
  ヴァイオリン：玉井菜採 
  ピアノ：青柳晋 
ピアノ三重奏曲 
  ピアノ：津田裕也 
  ヴァイオリン：ジェラール・プーレ 
  チェロ：門脇大樹

2005年6月18日（土） 
第4回 ラヴェルとその周辺

［レクチャー］ ラヴェルとその周辺 
講師：舩山隆

［コンサート］ ラヴェル：マラルメの3つの詩 
  メゾソプラノ：寺谷千枝子 
ストラヴィンスキー：3つの日本の抒情詩 
  ソプラノ：佐藤ひさら 
シューンベルク：月に憑かれたピエロ 作品21 
  ソプラノ：坂本知亜紀 
 
  フルート：田所博、古田土明歌、神田勇哉 
  クラリネット：川井夏香、大橋裕子 
  ヴァイオリン：漆原朝子、山崎貴子 
  ヴィオラ：百武由紀 
  チェロ：河野文昭 
  ピアノ：秦はるひ 
  指揮：現田茂夫

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050521.html
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■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050521.html
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〔トップへ｜奏楽堂年間スケジュール〕

邦楽定期演奏会 第70回

 

日時 ： 2005年5月31日(火) 
18：00開場 
18：30開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円(全席自由)

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

出演 ： 邦楽科教員・学生 他

雅楽 『黄鐘調音取』『青海波』

能楽（宝生流） 舞囃子『草紙洗』

箏曲（生田流） 『八重衣』

長唄 
邦楽囃子

『新曲浦島』

尺八 『鶴の巣籠・鹿の遠音吹き合わせ』

箏曲（山田流） 『七福神』

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050531.html
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このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050531.html
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〔トップへ｜奏楽堂年間スケジュール〕

上野の森オルガンシリーズ 神秘のオルガン音楽～スペインの黄金時代～

 

 

日時 ： 2005年6月4日(土) 
14：30開場 
15：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円(全席自由)

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

後援 ： スペイン大使館

愛知万博（2005年日本国際博覧会）スペイン館

ホセ・マリン ： 魂を奪うひと

瞳よ、私を蔑むのなら

そうは思いなさるな、メンギーリャ

ファン・カバニーリェス ： 第6旋法によるテイエント

コレーア・デ・アラウホ ： 第4旋法によるカンシオン風テイエント第2番

パブロ・ブルーナ ： 聖母マリアのための連祷

オルガン ： 鈴木雅明

ソプラノ ： 野々下由香里

ギター ： つのだたかし

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050604.html
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このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050604.html

34



35



36



 

 

〔トップへ｜奏楽堂年間スケジュール〕

藝大フィルハーモニア定期第313回 新卒業生紹介演奏会

 

 

日時 ： 2005年6月17日(金) 
18：00開場 
18：30開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,300円(全席自由)

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

指揮 ： 佐藤功太郎

管弦楽 ： 藝大フィルハーモニア（東京藝術大学管弦楽研究部）

新倉一梓 
（作曲）

： 新倉一梓 
サンサーラの笛

大山大輔 
（声楽）

： G．ロッシーニ 
歌劇「セビリヤの理髪師」より“私の様な医者に向かって”

津田裕也 
（ピアノ）

： L．ｖ．ベートーヴェン 
ピアノ協奏曲 第4番 ト長調 作品58

鈴木竜哉 
（指揮）

： J．ブラームス 
悲劇的序曲 作品81

近藤千花子 
（クラリネット）

： W．A．モーツァルト 
クラリネット協奏曲 A-dur K.622

遠藤真理 
（チェロ）

： Ｅ．エルガー 
チェロ協奏曲 作品85

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050617.html
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このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050617.html

38



39



40



 

 

トップ＞演奏会スケジュール＞

ラヴェル・プロジェクト 第5回 

藝大フィルハーモニア定期第314回 オール・ラヴェル・プログラム 

 

 

 

 

日時 ： 2005年6月24日(金) 
18：30開場 
19：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円(全席自由)

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

ラヴェル ： シェエラザード

メゾソプラノ 栗林朋子

ラヴェル ： ピアノ協奏曲ト長調

ピアノ 東誠三

ラヴェル ： ラ・ヴァルス

ラヴェル ： 左手のためのピアノ協奏曲

ピアノ 北川曉子

ラヴェル ： ダフニスとクロエ 組曲第2番

指揮者変更のお知らせ 
指揮者尾高忠明は急病のため出演不可能となりました。 
指揮者を佐藤功太郎に変更いたします。

管弦楽 ： 藝大フィルハーモニア（東京藝術大学管弦楽研究部）

プレ・コンサート（奏楽堂ホワイエ） 
18：00会場 18：15開演 
ラ・ヴァルス（ピアノ独奏版） 
ピアノ 中谷政文 

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050624.html
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■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050624.html

42



43



44



 

 

〔トップへ｜奏楽堂年間スケジュール〕

東京藝大チェンバーオーケストラ第5回定期演奏会

 

 
 

 

日時 ： 2005年6月25日(土) 
14：30開場 
15：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,300円(全席自由)

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

指揮 ： マルコム・レイフィールド

オーケストラ ： 東京藝大チェンバーオーケストラ

ヘンデル ： 合奏協奏曲 op.6-7

エルガー ： 序奏とアレグロ op.47

ヴォーン＝ウィリアムズ ： タリスの主題による幻想曲

ティペット ： 2つの弦楽オーケストラのための協奏曲

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050625.html
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このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050625.html
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〔トップへ｜奏楽堂年間スケジュール〕

ラヴェル・プロジェクト 第6回 
“うた”シリーズＶ 第１日オペラの夕べ

 
 

 

 

日時 ： 2005年6月28日(火) 
18：00開場 
18：30開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円(全席自由)

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

オペラ「スペインの時」

指揮 ： 松尾葉子

コンセプション ： 佐藤ひさら

トルケマダ ： 吉田伸昭

ゴンサルヴェ ： 小林彰英

ドン・イニゴ ： 小野和彦

ラミロ 今尾 滋

オペラ「子供と呪文」

指揮 ： 佐藤功太郎

坊や ： 永井和子

母親 ： 伊原直子

大学院声楽専攻生

演出 ： 直井研二

美術 ： 伊藤隆道

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050628.html
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このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050628.html
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トップ＞演奏会スケジュール＞

平成17年度吹奏楽学内演奏会

 

 
 

日時 ： 2005年6月30日(木) 
18：00開場 
18：30開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 入場無料

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

指揮 ： 三河正典

G.F.ヘンデル 王宮の花火の音楽

R.シュトラウス 13楽器のためのセレナーデ

C.グノー バレエ組曲「ファウスト」

 

指揮 ： 佐藤功太郎

A.コープランド エル・サロン・メヒコ

W.R.ワーグナー 「神々の黄昏」より 
ジークフリートの葬送音楽

F.シュミット デュオニソスの祭り

 

演奏 ： 東京芸術大学音楽学部管打楽器専攻学生

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050630.html
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トップ＞演奏会スケジュール＞

藝大とあそぼう ～オーケストラの逆襲～

 

 

 

日時 ： 2005年7月3日(日) 
14：30開場 
15：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,000円(全席自由) 
未就学児のご入場はご遠慮ください

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

共催 ： 東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校

協力 ： 台東区教育委員会

曲目

ジョン・ウィリアムズ 「スター・ウォーズ」のテーマ

ハチャトゥリアン 「剣の舞」

マスカーニ 「カヴァレリア・ルスティカーナ」間奏曲

スッペ 「軽騎兵」序曲

ストラヴィンスキー 組曲「火の鳥」より“魔王カスチェイの踊り”ほか

出演 ： 原田 圭、中嶋克彦、栗原未和 
（以上声楽科大学院生）

関口直仁（声楽科）

瀬戸口郁、神野 崇、細貝弘二、斉藤祐一 
（以上文学座）

芸大音楽学部打楽器専攻学生

指揮 ： 直井大輔

演奏 ： 東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校オーケストラ

企画原案 ： 大石 泰

台本 ： 小山隼平

演出 ： 西川信廣

照明 ： 金 英秀

ファイティングコーディネーター ： 渥美 博

舞台監督 ： 林 和孝

オーケストラコンサートと朗読劇が合体した全く新しいタイプのコン
サートです。 
この日、奏楽堂が広大な宇宙空間になります。 

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050703.html
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■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

アジア・躍動する音たち～上海音楽学院を迎えて～

 

 

 

日時 ： 2005年7月6日(水) 
19：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円(全席自由) 

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

レクチャー

日時 ： 17：30開演

会場 ： 奏楽堂ホワイエ

「上海の音楽状況」 
講師：徐孟東

和・その響き ： 春の海

作曲 宮城道雄

尺八・筝

秋の色種

作曲 十代目杵屋六左衛門

笛・長唄・長唄三味線・箏 
 

悠久なる響き ： 一枝花 （山東民間曲）

編曲 任同祥、朱暁谷

哨吶

鉄馬吟

作曲 趙登山

古箏

瀛洲古調

編曲 沈肇洲

琵琶

剣器

作曲 徐昌俊

柳琴

迎送鼓楽

作曲 覚嗄

中音哨吶・琵琶・古筝・中阮 
 

響きの交流～日本と中国の伝統楽器による～

： 声声漫

作曲 胡銀岳

王昭君

作曲 中田博之

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050706.html
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駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

管楽器シリーズ モーツァルトの管楽器曲を集めて

 
フルート四重奏曲 第1番 ニ長調 K.285 

 
セレナード 第10番 変ロ長調 「グラン・パルティータ」 K.361 

 
指揮：金 昌国 
 

日時 ： 2005年7月9日(土) 
16：30開場 
17：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円(全席自由) 

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

浅生典子 （フルート）

清水高師 （ヴァイオリン）

岡さおり （ヴィオラ）

松本卓以 （チェロ）

小畑善昭、久壽米木知子 （オーボエ）

村井祐児、菊次 翼 （クラリネット）

大橋裕子、中秀 仁 （バセットホルン）

水谷上総、黒木綾子 （ファゴット）

依田晃宣 （コントラファゴット）

水野信行、守山光三 
宮本梨絵、大瀧智美

（ホルン）

山本 修 （コントラバス）

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050709.html
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このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

時の響き JAZZ in 藝大 
～原 信夫とシャープス&フラッツ VS Manto Vivo～

 

日時 ： 2005年7月16日(土) 
16：30開場 
17：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 2,400円(全席自由) 

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

曲目 ： ラプソディー・イン・ブルー 
A列車で行こう 
ブルース・オン・パレード 
スワニー 
ビギン・ザ・ビギン 
ティー・フォー・トゥー 
シャレード 
ドレミの歌 
箱根八里 
ほか（予定）

出演 ： 原信夫とシャープス&フラッツ 
Manto Vivo（藝大学生ジャズ・バンド）ほ
か 
東京藝術大学音楽学部教員、学生

ゲスト ： 羽田健太郎（ピアノ） 
藤本隆文（ヴァイブ） 
山本邦山（尺八）

■出演者プロフィール 
 
原信夫 
 1926年富山市出身。海軍軍楽隊に入隊し、そこで音楽の基礎、並びにサキソフォンを習得。終戦後間もなくプロに転じ、1951年弱冠24歳でジャズ・オーケス
トラ「原信夫とシャープス＆フラッツ」を結成。以後今日まで、常に斬新な試みに挑戦し、多彩な演奏活動で日本のビッグ・バンド・ジャズ界をリードしてきた。名
リーダーとして辣腕を揮う一方、作曲家としても美空ひばりに提供した大ヒット曲「真っ赤な太陽」をはじめ、多くの佳作を世に送り出してきた。こうした幅広く精
力的な活動によって、「南里文雄賞」「芸術祭優秀賞」及び「芸術祭賞」など数々の賞に輝き、「紫綬褒章」（1988年）を受賞。また永年の日本の音楽文化に対
する貢献が高く評価され「勲四等旭日小綬賞」（1998年）を叙勲。 
 
原信夫とシャープス＆フラッツ 
 1951年9月、原信夫によって結成されたジャズ・バンド。当初は10人編成であったが、その後17人編成のビッグ・バンド・スタイルを取り入れ、スイング・ジャ
ズからモダン・ジャズヘの推移を敏感な感覚で捕らえ、デューク・エリントン、カウント・ベイシー、スタン・ケントン、ウディー・ハーマンなどの本場のトップ・クラ
スを射程におさめた音楽活動を繰り広げている。1967年にはアメリカの＜ニューポートジャズ・フェスティバル＞に日本人ジャズ・バンドとして初めて出演、成
功を収め、以後アメリカ、ソビエト、ヨーロッパ、アジア各国から招待され公演を行っている。クインシー・ジョーンズ、サミー・デイヴィスJr．など多くの国際級の
大スターとの共演も数多く、世界へ向けてその実力をアピールしている。 
 
Manto Vivo 
 東京藝術大学で、代々引き継がれているビッグ・バンド。主に管打楽器専攻生で構成され、入学式や芸祭などで活動している。昨年の「ジャズin藝大」の公
演では、日本を代表するビッグ・バンドの一つである「森寿男＆ブルーコーツオーケストラ」と共演。 
 
羽田健太郎（ピアニスト、作・編曲家） 
 東京都出身。高枚、大学と桐朋学園に学び、有賀和子、故井口基成両氏に師事。大学4年の時、第39回「音楽コンクール」（主催：NHK、毎日新聞社）でピア
ノ部門第3位入賞。大学卒業と同時にスタジオ・ミュージシャンとして活躍。一方、作曲家としでもドラマ「渡る世間は鬼ばかり」（TBS）、「西部警察PARTⅡ」
（ANB）等を手掛け、アニメ「超時空要塞マクロス」では日本アニメ大賞・音楽賞、映画「薔薇の標的」では日本アカデミー優秀音楽賞等を受賞。その後、N響定
期出演をはじめ、日本のすべてのプロ・オーケストラと共演。現在はテレビ朝日「題名のない音楽会21」の司会者としてもお馴染み。今年は音楽家生活35周
年を迎える。 
ウェブサイト http://www.haneken.com 
 
藤本隆文（パーカッション・東京藝術大学音楽学部器楽科助教授） 
 東京音楽大学卒業。ジュネーヴ国際音楽コンクール打楽器部門第2位。ルクセンブルグ国際打楽器コンクール第2位。（打楽器四重奏団「Shun-Ka-Shu-
Toh」のメンバーとして）日本管打楽器コンクール打楽器部門第2位。1993年より11年間、紳奈川フィルハーモニー管弦楽団ティンパニ奏者を務める。現在、東
京藝術大学音楽学部器楽科助教授。東京音楽大学非常勤講師。打楽器四重奏団「Shun-Ka-Shu-Toh」代表。柴田順子、有賀誠門、野口力、菅原淳、岡田
眞理子の各氏に師事。クラシックばかりでなくジャズもこよなく愛し、数々のライヴでその演奏を披露している。 
 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050716.html
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山本邦山（尺八・東京藝術大学名誉教授） 
 1975年芸術選奨文部大臣賞、1990年第11回松尾芸能賞、1991年モービル音楽賞、1997年大津市特別文化賞。2000年滋賀県文化賞。2002年重要無形文
化財（人間国宝）保持者認定。作曲家としても意欲的に活動を展開し、作品は芸術祭優秀賞受賞作品「現代鈴慕」（NHK委嘱）等、百数十曲を数える。演奏活
動は尺八のリサイタルだけでなく、NHK交響楽団や日本フィルハーモニー交響楽団など、主要オーケストラとの協演も多い。2000年は東京交響楽団と「尺八
と管弦楽のための協奏曲」を協演。東京藝術大学名誉教授、（財）郡山流尺八楽会専務理事及び参事、（社）日本三曲協会常任理事。

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050716.html

70



71



72



 

 

トップ＞演奏会スケジュール＞

うたシリーズＶ－２ 森鴎外訳オペラ「オルフエウス」

 

 

 

 

 

日時 ： 2005年9月18日(日) 
16：30開場 
17：00開演 
2005年9月19日(月・祝) 
18：00開場 
18：30開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 2,400円(全席自由) 

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

オペラ制作統括 ： 多田羅迪夫

キャスト ： オルフエウス 寺谷千枝子

エウリヂケ 佐々木典子

アモオル 山口清子

指揮 ： 高関 健

管弦楽 ： 東京藝術大学「オルフエウス」記念オーケストラ

合唱指揮 ： 栗山文昭

合唱 ： 東京藝術大学音楽学部声楽科学生有志

振付・演技指導 ： 中村しんじ

舞踏群 ： ナチュラル・ダンステアトル

舞台美術 ： 宮廻正明

照明デザイン ： 海藤春樹

ステージ・ 
コーディネーター

： 直井研二

舞台監督 ： 賀川祐之

コレペティートル ： 鈴木真理子

高木由雅

朴 令鈴

山口佳代

ドラマトゥルギー ： 瀧井敬子

助成 ： 朝日新聞文化財団

東京芸術大学音楽学部同声会

東京芸術大学音楽教育振興会

野村国際文化財団

東日本鉄道株式会社文化財団

文化財保護・芸術研究助成財団

（50音順）

協賛 ： 上野精養軒

鹿島建設

カルビー

角川書店

紀伊國屋書店

講談社

小学館

新潮社

東海ビジネスサービス

東京上野ロータリークラブ

東京本郷ロータリークラブ

日本出版販売

広島大学附属中・高等学校創立記念事業実行本部

森鴎外訳オペラ、初めての本格的上演！ 

森鴎外（1862～1922）はドイツ留学時代の明治18年く1885）6月21
日、グルック作曲のオペラ〈オルフェオとエウリディーチェ〉をライプツ
ィヒの劇場で観て感激しました。そのときドイツで買った台本の余白
に漢文体で記されたメモからは、舞台で観たことをあますところなく
記憶におさめ祖国にもって帰ろうという、若き鴎外の「文明開化」へ
の情熱が伝わってきます。その30年後の大正3年（1914）、彼は「国
民歌劇会」〈音楽顧問：本居長世、後援メンバー：与謝野鉄幹・晶子
ほか）から頼まれて、このオペラ全3幕を「オルフェウス」というタイト
ルにして翻訳しました。この団体はグルック（1714～1787）の生誕
200年を祝って、その誕生日である7月2日に上演しようとしたので
す。しかし、第一次世界大戦が勃発するなど不幸な事情が重なっ
て、森鴎外の訳詞は舞台にかけられることなく、活字としてのみ今
日に伝えられました。90年あまりを経て、それが初めて本格的に上
演されます。 
 
森鴎外訳『オルフエウス』は、流麗でみやびな日本語で書かれてい
ます。とはいえ、文語体です。そこで今回の上演に際しては、わかり
やすく新字体の漢字と新かなづかいを用いて鴎外の訳詞を字幕に
出します。 
 
ちなみに、グルック作曲のオペラ〈オルフェオとエウリディーチェ〉
は、明治36年（1903）、東京音楽学校（東京藝術大学音楽学部の前

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050918.html
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「日本におけるドイツ年2005/2006」参加行事 
メセナ協議会助成認定

ペータース社

文藝春秋

三菱地所

（50音順）

協力 ： 東京ハッスルコピー

ヤマハ銀座店

（50音順）

後援 ： ドイツ連邦共和国大使館

身）の学生と外国人教師、それに東京帝国大学の学生も加わって、
本邦初潰されました。これは「日本人による初のオペラ上演」とし
て、今日、高く評価されています。したがって、グルックのこのオペラ
は、日本近代音楽史においてもきわめて重要な作品といえましょ
う。

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20050918.html
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トップ＞演奏会スケジュール＞

藝大オペラ定期第51回 
W.A.モーツァルト 皇帝ティートの慈悲 全二幕（原語上演／字幕スーパー付）

 

 

 

日時 ： 2005年10月9日(日) 
2005年10月10日(月・祝) 
13：30開場 
14：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 2,400円(全席自由) 

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

藝大オペラプロジェクト実行委員会

指揮 ： 高関 健

演出 ： 直井研二

出演 ： 東京芸術大学大学院音楽研究科声楽専攻生

東京芸術大学音楽学部オペラ研究部

オーケストラ ： 東京芸術大学音楽学部管弦楽研究部

合唱 ： 声楽科学部3年生（オペラ実習Ⅰ履修生）

キャスト

10月9日（日）

ティート ： 武吉史雄

ヴィテッリア ： 藤野沙優

セルヴィーリア ： 小林実佐子

セスト ： 郷家暁子

アンニオ ： 坂上賀奈子

プブリオ ： 黒木 純

 
10月10日（月・祝）

ティート ： 児玉和弘

ヴィテッリア（1幕） ： 鈴木江美

ヴィテッリア（2幕） ： 平松亮子

セルヴィーリア ： 田中樹里

セスト（1幕） ： 見崎千夏

セスト（2幕） ： 柴田真由美

アンニオ ： 小泉詠子

プブリオ ： 今村雅彦

美術 ： 川口直次

照明 ： 奥畑康夫

衣装 ： 渡辺園子

舞台監督 ： 賀川祐之

演出助手 ： 小野寺東子

原語指導 ： ジャンニ・クリスチャック

： アントン・トレンメル

副指揮 ： 宮平恭平

副指揮・合唱指揮 ： 千葉芳裕

合唱指導 ： 桑原英明

コーチ ： 山口佳代

： 田中 梢

： 大藤玲子

皇帝ティートの慈悲 
全二幕 あらすじ 

第一幕 
ローマ皇帝ティートはユダヤの王女ベレニーチェと結婚しようとして
いた。先帝の娘ヴィテッリアは皇妃の地位を狙って、愛人のセストに
ティートの暗殺を唆す。そこに皇帝とベレニーチェとの結婚の取り止
めの知らせが入るので、皇后への希望を持ったヴィテッリアはセス
トに暗殺の実行は延期するように告げる。セストの妹セルヴィーリア
と愛し合っていたアンニオは、結婚の同意を皇帝から取ってくれと願
い、それを快く引き受けてくれたセストと固い友情を誓う。 
 
皇帝はセルヴィーリアを皇妃とすることにしたと告げる。それを聞い
たアンニオは愕然とするが、彼女への愛をおさえ彼女こそ皇妃にふ
さわしい女性であるというので、皇帝は彼に、彼女のところに行きこ
の知らせを告げよと命じる。アンニオは皇帝の命令をセルヴィーリ
アに伝え、もはや恋人ではなくなったと苦しい思いを告げる。しか
し、彼女は皇妃になれることを喜ぶどころか、かえって彼への変わ
らぬ愛を告白する。 
 
セルヴィーリアは、自分は既にアンニオを愛してしまっていると告白
するので慈悲深い皇帝は二人の愛情を断つことを思い止まり、セル
ヴィーリアの正直さを讃える。皇后の座につく機会を再び失ったと思
い込んでいるヴィテッリアが現われセストに皇帝を暗殺するようにと
命じる。セストは彼女への愛のため実行を誓う。その後でプブリオ
が現われ、ヴィテッリアが皇妃に選ばれたことを告げる。しかしもは
やセストは皇帝の暗殺へと走った後だった。 
 
セストは慈悲深い皇帝を暗殺することの罪深さに怖れながらもカン
ピドーリオの宮殿に火をつけた。火災から逃れて、アンニオ、セルヴ
ィーリアと共にヴィテッリアも現われる。ヴィテッリアは気の弱くなり
がちなセストに絶対に自白はするなと厳しく言う。 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20051009.html
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第二幕 
しかし皇帝は生きていた。セストは自分が犯人であることをアンニオ
に打ち明ける。そこにヴィテッリアが現われ早く逃げてというが時遅
く、プブリオがセストを逮捕に来る。 
 
セスト自身が罪を認め、元老院も有罪宣告をしたときいては、皇帝
も死刑執行書に署名せざるを得なくなる。しかし最後に自ら直接会
って話を聴いた上で刑を執行させようとセストを召喚する。現われた
セストに皇帝は、きっとこの事件の裏にはわけがあるに違いない、
それを昔からの友人である自分に打ち明けてくれと静かに話す。 
 
セストはヴィテッリアへの愛と皇帝への友情との間で悩み、ただ死
のみを願う。皇帝は怒りセストを闘技場に引っ立てよと命ずる。アン
ニオとセルヴィーリアは新しい皇妃の願いならきっと断われないだろ
うとヴィテッリアにセストの助命をなんとか取りなしてくれと願う。ヴィ
テッリアはセストが自白しなかったことから彼の愛を強く感じ、彼を
死に追いやって自らは皇妃の位につくことを恥じ、皇帝との結婚を
断念し、自らの罪を告白すると決意する。 
 
皇帝がセストに死を宣告しようとした時ヴィテッリアが現われ、全て
の罪の原因は自分にあったことを告白する。皇帝は自らの花嫁とな
るべき者までが裏切っていたことに驚くが、他人の背信よりも自分
の慈悲の方が必ず勝つであろうと、全員を赦す。

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

藝大フィルハーモニア定期(藝大定期第315回)

 

 

 

日時 ： 2005年10月21日(金) 
18：30開場 
19：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円（全自由席）

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

ブラームス

ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 作品77

交響曲第１番 ハ短調 作品68

ヴァイオリン ： 漆原朝子

指揮 ： 円光寺雅彦

管弦楽 ： 藝大フィルハーモニア（東京藝術大学管弦楽研究部）

プレ・コンサート（奏楽堂ホワイエ）

18：15開演

インドジフ・フェルト

4つのヴァイオリンのためのセレナード

ヴァイオリン ： 菅谷早葉、生田絵美、野村良子、堀井希美

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20051021.html
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このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

上野の森オルガンシリーズⅡ シンフォニックな響き～ロマン派のオルガン音楽～

 

日時 ： 2005年10月23日(日) 
14：30開場 
15：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円（全席自由）

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

C.フランク ファンタジー ハ長調

オルガン：廣野嗣雄

「天使の糧」

ソプラノ：野々下由香里 
オルガン：廣野嗣雄

L.ヴィエルヌ 「アンジェラスの鐘」 作品57

ソプラノ：野々下由香里 
オルガン：廣江理枝

シンフォニー 第6番 ロ短調 作品59より

オルガン：廣江理枝

F.リスト BACHによる前奏曲とフーガ

オルガン：廣江理枝

J.ラインベルガー 主題と変奏 op.150 ほか

ヴァイオリン：松原勝也 
オルガン：荻野由美子

M.レーガー 「目覚めよと叫ぶ声あり」によるコラール幻想曲 作品52/2

オルガン：廣野嗣雄

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20051023.html
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このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

第17回 東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校 定期演奏会

 

 

日時 ： 2005年10月27日(木) 
18：00開場 
18：30開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 入場無料（整理券が必要です） 
9月26日（月）9時より事務室窓口にて整理券配布開始

主催 ： 東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校

第1部 邦楽合奏

宮城道雄（作曲） ： 「都踊」

十世 杵屋六左衛門（作曲） ： 「供奴」

東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校生徒 
演奏補助：芸大助手、院生、学部生

第2部 オーケストラと合唱

モーツァルト ： 交響曲 第31番「パリ」 ニ長調K.297

ハチャトゥリアン ： 剣の舞

ストラヴィンスキー ： バレエ組曲「火の鳥」1919年版

指揮：直井大輔

ハイドン ： オラトリオ「四季」より

指揮：佐藤功太郎

合唱指導 ： 木部敏司

管弦楽・合唱 ： 東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校生徒
演奏補助：本校教員、院生、学部生、卒業生

お問い合せ ： 東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校事務室 03-5685-7732

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

東京藝術大学音楽学部・韓国藝術綜合学校音楽院 
「友好交流学生オーケストラ演奏会」（学内演奏会）

 

日時 ： 2005年10月28日(金) 
18：30開場 
19：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 入場無料

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

後援 ： 駐日韓国大使館 韓国文化院

プログラム ： チャイコフスキー

ピアノ協奏曲 第1番 変ロ短調 作品23

マーラー

交響曲 第1番 ニ長調 「巨人」

指揮 ： 鄭 致溶

ピアノ ： 金 泰亨

オーケストラ ： 東京藝術大学音楽学部学生オーケストラ

日本と韓国は長い歴史の中で両国の共通性を認識しながら、独自の文化を発展させ、それぞれ際立った藝術を形成してきました。日本における昨年からの
韓流ブームは、隣国をより身近に感じせるばかりでなく、韓国でも今、その相乗効果として日本文化が紹介されています。 
 
日韓友情年の今年、韓国藝術綜合学校音楽院から指揮者とソリストを迎えて「友好交流学生オーケストラ演奏会」を開催します。この東京藝術大学の学生オ
ーケストラ演奏会は日韓の友好交流をさらに促進する催し物となることでしょう。 
 
韓国藝術綜合学校音楽院プロフィール 
 
韓国藝術綜合学校は1993年に創設され、音楽院、演劇院、映像院、舞踊院、美術院、伝統藝術院を設けています。音楽院は海外有名校の音楽教育カリキ
ュラムを積極的に取り入れるばかりでなく、専門かつ一般教養を重視した独自の教育カリキュラムにより、国際コンクール等に上位入賞者を多数輩出してい
ます。2003年には総合学校として「最高経営者（CEO）文化・藝術課程」を開設、一般社会と新進芸術家との接点を目的とした新しいモデル・プランニングを掲
げました。 
東京藝術大学とは2001年より姉妹校提携の締結、その翌年には両校の共同事業として記念演奏会を奏楽堂で行うなど、両国の架け橋として文化交流の一
端を担っています。

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20051028.html
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■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

ハイドン・シリーズ

 

 

日時 ： 第1夜 2005年11月2日(水) 
第2夜 2005年11月4日(金) 
18：30開場 
19：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 各1,300円（全席自由）

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

第1夜 室内オーケストラ演奏会

ハイドン ： 交響曲第6番 ニ長調 「朝」

ピアノ協奏曲 ニ長調 Hob.ⅩⅧ:11

交響曲第45番 嬰へ短調 「告別」

ピアノ ： 角野 裕

管弦楽 ： 東京藝大チェンバーオーケストラ

第2夜 ハイドン弦楽四重奏曲全曲演奏 その7

ハイドン ： 弦楽四重奏曲 変ロ長調 Hob.Ⅲ:40（作品33-4）

弦楽四重奏曲 ニ短調 Hob.Ⅲ:76（作品76-2） 「五度」

ベートーヴェン ： 弦楽四重奏曲第13番 変ロ長調 作品130（大フーガ付）

演奏 ： 古典四重奏団

東京藝大チェンバーオーケストラ 
 メンバーは東京芸術大学音楽学部と大学院に在籍する弦楽器の精鋭25名が中心となり、曲目によって管打楽器や鍵盤楽器の学生も加わり、多彩に活動
を行う室内オーケストラです。 
 2003年の創立時から、本学教員による地道なアンサンブル指導に加え、公演ごとに世界的に活躍する指揮者を迎えての演奏内容は、国内外から非常に
高く評価されてきました。 
 来年の秋にはウィーン、ミュンヘン、シュトゥットガルト、ライプツィヒなどヨーロッパ主要都市での公演も予定されています。 
 今回の「ハイドンのタベ」は昨年に続き、指揮者なしによる公演です。 
 
古典四重奏団 
 1986年東京芸術大学及び大学院卒業生により結成。現在、わが国を代表する弦楽四重奏団の一つ。 
 レパートリーはJ.Sバッハの「フーガの技法」に始まり、バルトーク、ペルトなど現代に至るまで60数曲にのばり、そのすべてを暗譜で演奏。それぞれの作品
の様式感を深く研究し、その作品の本質をどこまでも追求する彼らの演奏は多くの室内楽ファンの支持を得ています。1997年度「村松賞」及び昨年度の文化
庁芸術祭大賞受賞。バッハ、モーツァルト、ベートーヴェン、シューベルト、バルトーク等のCD録音も多数。 
 今秋にはライプツィヒのバッハ・アルヒーフの招へいでヨーロッパ公演を行います。

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20051102.html
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■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

藝大フィルハーモニア・合唱定期(藝大定期第316回)

 

 

 

日時 ： 2005年11月18日(金) 
18：00開場 
18：30開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円（全席自由）

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

A.ブルックナー ： ミサ曲第3番 ヘ短調

テ・デウム ハ長調

ソプラノ ： 佐藤容子、岸七美子

アルト ： 小泉詠子

テノール ： 鏡 貴之

バス ： 宮原浩暢、原田勇雅

管弦楽 ： 藝大フィルハーモニア（東京藝術大学管弦楽研究部）

合唱 ： 東京藝術大学音楽学部声楽科学生

合唱指揮 ： 栗山文昭

指揮 ： ハンス＝マルティン・シュナイト

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20051118.html
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このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

創造の杜 藝大現代音楽の夕べ

 

 

 

日時 ： 2005年11月24日(木) 
18：30開場 
19：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円（全席自由）

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

石田匡志 幻想曲第2番（2004）※初演

小坂咲子 蒼石皐－オーケストラのための－（2005）※初演

佐藤 眞 ヴァイオリン協奏曲（2005）※初演

ヴァイオリン 清水高師

橋本國彦管弦楽編曲（高野辰之作歌、吉住小三郎・稀音家六四郎作曲）

長唄新曲「曙」（1931）

三味線 ： 藤原睦子 
新井康子、高橋智久、樋口里実、守啓伊子、河合佐季子、田中奈央人、蓑田
弘大、山沖祐子、山口聡、渡邉麻子、佐藤里佳、西野朋子、矢田茜、船木麻
代、萩岡未貴、坪井一将、藤原彩綾、安岡史博、横山雅弘、小藤滋子

唄 ： 大森多津子、浅見文子、小林百合、齋藤尚子、竹内さくら、守屋沙弥香、山本
七重、北村彩、福村奈美、石川浩美、村尾俊和、佐野美和、三浦昌子、鈴木 
桜、半田綾子、丸山登紀子、金澤みず葉、中 香里、新井未来子、野口賀功

指揮 ： 若杉 弘

管弦楽 ： 藝大フィルハーモニア（東京藝術大学管弦楽研究部）

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20051124.html
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このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

藝大学生オーケストラ定期(藝大定期第317回)

 

 

日時 ： 2005年11月25日(金) 
18：00開場 
18：30開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,300円（全席自由）

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

G.マーラー ： 交響曲 第5番 嬰ハ短調

指揮 ： 小林研一郎

管弦楽 ： 東京藝術大学音楽学部学生オーケストラ

東京芸術大学は、近代日本の美術と音楽の創造を推進する学校として、1887年に創立された東京音楽学校と東京美術学校が1949年に併
合されてうまれた。日本唯一の国立芸術大学として、内外にその高い権威を誇り、年々日本全国の最も優秀な学生が、東京都心上野公園
にあるそのキャンパスを目指してやってくる。厳しい試験に合格して入学を許された学生には、国内随一の音楽・美術の専門教育と共に、
充実した一般教義教育が必修として課される。大学院は、修士課程が1963年、博士課程が1977年に創設された。2004年4用より国立大学
法人化により大学の名称がかわり「国立大学法人 東京芸術大学」となった。 
 
東京芸術大学音楽学部は例年250人の新入生を迎えるが、その内の70人ほどを占める弦楽及び管打楽の学生は、1年次を終えると、2年
次から4年次まで通してオーケストラ訓練を必修として課せられ、学生オーケストラが編成される。また、大学院音楽研究料は例年110人ほ
どの修士課程生と20人ほどの博士後期課程生を受け入れるが、これらの4分の1をなす管弦打楽の専攻生も、学部学生同様に学生オーケ
ストラに加わる。つまり、総員250人ほどの学生が日常的にキャンパス内の学生オーケストラで演奏しているのである。現在指揮及び指導
に、小林研一郎教授、佐藤功太郎教授、客員教授としてハンス＝マルティン・シュナイト（Hanns-Martin Schneidt）教授を迎え、レヴェルの向
上をはかり、英国王立学院、ジュリアード音楽院、北京市中央音楽院・ソウル大学校音楽大学、韓国藝術総合学校音楽院等と交流演奏も
行っている。 
 
東京藝術大学学生オーケストラの、これまでの主な共演者（指揮者）は以下の通りである。 
 
〈日本人指揮者〉 
金子 登、山田一雄、渡邊暁雄、若杉 弘、岩城宏之、手塚幸紀、遠藤雅古、小林研一郎、佐藤功太郎 
〈外国人指揮者〉 
カール・ビュンテ、マルティン・メルツァー、ヴィクター・フェルドブリル、フランシス・トラヴィス、パブレ・デシュパイ、セルジュ・チェリビダッケ、ジ
ェームス・ロックハート、ダグラス・ボストック、ネルロ・サンティ、クルト・マズア、ハンス＝マルティン・シュナイト 
 
また、2003年のイギリス演奏旅行をはじめ、海外公演や音楽祭参加も多く、2001年より毎年、別府アルゲリッチ音楽祭に参加しており、総監
督マルタ・アルゲリッチ〈Martha Argerich〉氏、指揮者のアントニオ・パッパーノ〈Antonio Pappano〉氏より、高い評価を得ている。

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。） 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20051125.html
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お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

藝大定期吹奏楽 第71回

 

 

日時 ： 2005年11月30日(水) 
18：00開場 
18：30開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,300円（全席自由）

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

指揮 ： ゲルノート・シュマルフス

演奏 ： 東京藝術大学音楽学部管打楽器専攻学生

ヘンデル ： 組曲「王宮の花火の音楽」

レスピーギ ： 風変わりな店

ワーグナー ： 「ニュルンベルクのマイスタージンガー」より

ロッシーニ ： 泥棒かささぎ

チャイコフスキー ： 組曲「くるみ割り人形」

デ・メイ ： 交響曲 第1番 「指輪物語」Ⅰ,Ⅲ

新奏楽堂を得て6年、感謝しつつ大変嬉しく思っております。ホールのせいではないのでしょうけれども高度な音響の為の計算が充分になさ
れ、あとは演奏者の責任を問うているこのホールは、無言の中で我々に作品の質を要求しているように感じます。 
 
その静かに立つ音楽の「箱」を見ながら、日々私達はその隣りの建物の中で晴れの舞台を思いつつ練習して参りました。 
 
再びドイツよりG.シュマルフスを迎え、今回はオリジナルのブラス曲よりも名作曲家の作品により比重を置き音楽の基本的な音作りを学びた
いと思い表記のようなプログラムを作りました。 
 
クラシック音楽が私連日本人にも身近なものになった今、紙一重の差と思われる（但し、とても高いハードルの）エレガンス、ユーモア、音質
のあたりを本場の指揮者の元で探ってみたいと思います。 
 
是非御来聴を。 

東京藝術大学音楽学部・管打部会

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。） 

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20051130.html
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駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

うたシリーズＶ-３ ドイツリートの夕べ ～ブラームスからウルマンまで～

 

 

 

日時 ： 2005年12月3日(土) 
16：30開場 
17：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円（全席自由）

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

後援 ： ドイツ連邦共和国大使館

監修 ： コンラート・リヒター教授

ソプラノ ： 朝倉蒼生、佐々木典子、佐藤ひさら

メゾソプラノ／アルト ： 伊原直子、寺谷千枝子、庄司祐美

バリトン／バス ： 多田羅迪夫、高橋啓三、河野克典

ピアノ ： コンラート・リヒター

東京藝術大学音楽学部声楽科・ピアノ科大学院生

ブラームス ： 永遠の愛について

ツェムリンスキー ： 呼びかけ

シェーンベルク ： 夢の生活

ベルク ： そよ風はあたたかく

R.シュトラウス ： 我が子に

ヴォルフ ： 君よ知るや南の国

レーガー ： 衝動

ウルマン ： 嵐の歌

他

コンラート・リヒター教授 
Prof. Konrad Richter （本学声楽科客員教授） 
 
1935年旧東独のオーバーラウズィッツに生まれる。デトモルト音楽大学で教会音楽とピアノを専攻。61年からハンブルク音楽大学で教鞭をとり、68年に教授と
なる。70年からはシュトゥットガルト音楽大学でピアノ並びにリートクラスの教授、86年から90年まで同大学学長を務める。 
 
現在、東京藝術大学及び東京音楽大学客員教授。 
 
ソロ、室内楽、リートのピアニストとして国際的に活躍し、ベルリン音楽祭、ザルツブルク音楽祭、プラハの春、モスクワの12月、またウィーン音楽祭などに招
待される一方、多くのラジオ、テレビ放送にも出演。作品集はDDG社、エレクトローラ社、プレイザー・レコード社、バイヤー・レコード社からそれぞれ出版され
ている。 
 
シュトゥットガルト音楽大学学長在職中には、「暴力の犠牲者たちに」と呼ばれるプロジェクトを発足させ、両世界大戦で殺害された作曲家達の作品を発掘、
その普及に大きく貢献した。その際に出会った作曲家ヴィクトール・ウルマンの作品についての研究をその後も進め、彼のピアノ・コンチェルトop.25を92年に
初演、93年にはドイツ・レコード賞を贈られる。またショット音楽出版社よりウルマンのピアノ・ソナタ集を校訂、出版。2000年には、ウルマンの作曲技法に関す
る紹介を、「瞬間に生き、永遠に生き」（ザールブリュッケン、プファウ社）において発表している。 

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 050-5525-2300

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20051203.html
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■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

邦楽定期演奏会 第71回

 

 

日時 ： 2005年12月6日(火) 
17：30開場 
18：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円（全席自由）

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

出演 ： 邦楽科教員・学生他

能楽
（観世流） ： 舞囃子「高砂」

（宝生流） ： 舞囃子「女郎花」

箏曲 （山田流） ： 「歌暦」

日本舞踊・長唄 
邦楽囃子

： 「雛鶴三番叟」

尺八
（琴古流）

： 「竹彩々」
（都山流）

箏曲 （生田流） ： 「春の賦」

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5685-7700

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ
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トップ＞演奏会スケジュール＞

藝大定期室内楽第32回

 
第1夜 

 
第2夜 

日時 ： 第1夜 2006年2月9日(木) 
第2夜 2006年2月10日（金） 
18：00開場 
18：30開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,300円（全席自由）

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

シューマン ： 弦楽四重奏曲 ヘ長調 作品41の2

Vn.清岡優子（院1年）、漆原直美（院2年） 
Va.冨田大輔（院3年） 
Vc.夏秋 彩（院2年）

エヴァルド ： 金管五重奏曲 第3番

Tp.阿部一樹（4年）、山﨑千裕（4年） 
Hn.大瀧智美（4年） 
Tb.上田智美（4年） 
Tu.横田和宏（4年）

ハイドン ： 弦楽四重奏曲 ニ長調 作品76の5「ラルゴ」

Vn.山本美樹子（4年）、竹内 弦（4年） 
Va.脇屋冴子（3年）、Vc.市 寛也（4年）

リゲティ ： 6つのバガテル

Fl.上原由季（4年） 
Ob.久壽米木知子（4年） 
Cl.西﨑智子（4年） 
Hn.大瀧智美（4年） 
Fg.川西史恵（4年）

バルトーク ： 2台のピアノと打楽器のためのソナタ

Pf.居福健太郎（院1年）、小澤佳永（4年） 
Perc.窪田健志（院1年）、相川 瞳（4年）

ドヴォルザーク ： ピアノ三重奏曲 ヘ短調 作品65

Pf.岩田珠美（院3年） 
Vn.吉成とも子（院3年） 
Vc.石 豊久（院2年）

グラズノフ ： サクソフォン四重奏曲 作品109

Sax.林田祐和（院1年）、田村真寛（4年）、貝沼拓実（院2年）、坂口大介
（院1年）

リゲティ ： 木管五重奏のための10の小品

Fl.神田勇哉（4年） 
Ob.是澤 悠（4年） 
Cl.芳賀史徳（3年） 
Hn.安田健太（4年） 
Fg.荒井 渉（2年）

ベートーヴェン ： 弦楽四重奏曲 ヘ長調 作品59の1「ラズモフスキー」

Vn.守屋剛志（4年）、千葉清加（4年） 
Va.朝吹園子（院2年） 
Vc.辻本 玲（4年）

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 03-5525-2300

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20060209.html
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東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

東京藝大チェンバーオーケストラ 第6回定期演奏会

 

 

日時 ： 2006年2月17日(金) 
18：30開場 
19：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,300円（全席自由）

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

指揮 ： Johannes Meissl（ヨハネス・マイスル）

オーケストラ ： 東京藝大チェンバーオーケストラ

J.S.バッハ 
（ウェーベルン編）

： 《音楽のささげもの》BWV1079から<6声のリチェルカーレ>

A.ウェーベルン ： 管弦楽のための5つの楽章 Op.5

F.シューベルト ： 交響曲第5番 D.485

A.ドヴォルジャーク ： チェコ組曲 Op.39

東京藝大チェンバーオーケストラ 
 
2003年に創設され、メンバーは東京藝術大学音楽学部と大学院に在籍する弦楽器の精鋭25名が中心となり、曲目によって管打楽器や鍵盤楽器の学生も加
わり、多彩に活動を行なう室内オーケストラである。 
創立時から大学教員による地道で緻密なアンサンブル指導に加え、公演毎に国の内外から卓越した指揮者を迎えての演奏内容は常に高い評価を得てい
る。 
これまでにG.ボッセを中心にP.チャバ、M.レイフィールド、W.ヤーン、高関健氏等を指揮者、指導者として招き、J.S.バッハ、J.C.バッハ、ハイドン、モーツァル
ト、シューベルト、メンデルスゾーン、ドヴォルザーク、グリーク、チャイコフスキー、エルガー、R.シュトラウス、シェーンベルク、バルトーク、K.A.ハルトマン、ブリ
テン、V.ウィリアムス、M.ティペット等の古典から現代まで幅広いレパートリーを意欲的に取り上げている。 
今回の定期公演ではウィーンからの俊英、マイスル氏とのウェーベルン、シューベルト等の共演が非常に楽しみである。 
2006年秋にはウィーン、ミュンヘン、シュトゥットガルト、ライプツィヒなどヨーロッパ主要都市での公演が予定されている。 
 
Johannes Meissl（ヨハネス・マイスル） 
 
オーストリア生まれ、リンツのブルックナー音楽院でヴァイオリンと作曲を学び、引き続き、ウィーン音楽大学でヴァイオリンをシュナイダーハンとG.ヘッツェル
氏に師事する。同大学卒業後、弦楽四重奏でラ・サール・カルテットの薫陶を受け、1982年アルティス・カルテットを結成し、数々の国際コンクールに入賞。ウ
ィーンを本拠地に世界を代表するカルテットとして多彩な演奏活動を展開している。 
1992年からウィーン音楽・演劇大学、室内楽科で教鞭をとる。 
2004年から国際夏期アカデミー（ウィーン-プラハ-ブダペスト3大学主催）の音楽監督を務める。近年はオーケストラ教育にも情熱をもって取り組み、ウィーン
青少年オーケストラやジュネス・ムジカーレ等ヨーロッパの各地で学生オーケストラの指揮者及びトレーナーとして高い評価を得ている。 
現在、ウィーン音楽・演劇大学室内楽科教授。

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 050-5525-2300

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20060217.html
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駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  
それぞれのページ内容に関するお問い合わせは、それぞれのページに表示されている問い合わせ先にご確認下さい。 
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トップ＞演奏会スケジュール＞

管打楽器シリーズ アンドレ・ジョリヴェとその周辺

 

 

日時 ： 2006年2月19日(日) 
14：30開場 
15：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 1,800円（全席自由）

主催 ： 東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

協力 ： 台東ケーブルテレビ

ジョリヴェ ： 劇音楽『ブリタニクス』のためのファンファーレより
「前奏曲」「ネロ」「後奏曲」

ヴァレーズ ： イオニザシオン

ジョリヴェ ： 7つの楽器のための『ラプソディー』

ストラヴィンスキー ： 演奏会用組曲『兵士の物語』

ジョリヴェ ： セレモニアル

クラリネット ： 村井祐児、中 秀仁

ファゴット ： 依田晃宣

トランペット ： 杉木峯夫、坂井俊博、柴田紘子、松居洋輔、阿部一樹、山崎千裕

ホルン ： 安田健太、大瀧智美、余村亮太、嵯峨郁恵

トロンボー
ン

： 古賀慎治、梶原彰人、永見 智、山口隼士、片野坂りさ

チューバ ： 朽方 聡

打楽器 ： 藤本隆文、竹内将也、窪田健志、相川 瞳、青木紗央、赤迫翔太、上原な
な江、中山航介、篠田浩美、林 瑞穂、目等貴士、秋田孝訓、大家一将、
久米彩音

ヴァイオリン ： 漆原朝子

コントラバス ： 永島義男

チケット販売 ： 芸大美術館ミュージアムショップ 03-5685-1176

東京文化会館チケットサービス 03-5815-5452

チケットぴあ 0570-02-9990（一部携帯電話と全社PHSはご利用いただく事ができません。）

お問い合せ ： 東京芸術大学演奏芸術センター 050-5525-2300

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

■このページの先頭へ

このページは、東京芸術大学 広報委員会が管理しています。  

このページに関するお問い合わせは、 へどうぞ。  

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20060219.html
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トップ＞演奏会スケジュール＞

藝大21 第一回東京藝術大学奏楽堂企画学内募集 最優秀企画 
中島敦 原作 山月記 ～光と音の無言劇～

 

 
>>公式ホームページ 

日時 ： 2006年3月19日(日) 
18：30開場 
19：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 無料 事前申し込み制

主催 ： 山月記実行委員会

東京芸術大学演奏芸術センター

東京芸術大学音楽学部

協賛 ： アーティストコミニティージャパン

協力 ： ディスクユニオン クラシック館

PRODUCT-ON

ebc

後援 ： 台東区教育委員会

 
社団法人企業メセナ協議会認定

企画・プロデュース ： 小池 卓

作曲 ： 佐野秀典

指揮 ： 羽部真紀子

演出 ： 庭野綾加

演出助手・衣装 ： 後藤温子

パフォーマンス ： 酒井幸菜、宇野澤梨菜

振り付け ： 酒井幸菜

映像製作 ： 岡村一輝

制作 ： 中島裕美、狩野芳子、峯田祐希、山田亜寿香

宣伝美術 ： 上 雄平

オーケストラ ： 東京藝術大学音楽学部有志「山月記特別記念オーケストラ」

舞台監督 ： 葛西伸一

照明 ： 大平智己（株）ASG

ウェブデザイン ： 堤 岳彦（ebc）

お申し込み方
法

： ハガキあるいはメールに、お名前、住所、郵便番号、電話番号、メールアドレス、希望人数（2名様まで）を明記の上、3月8日までに下記ま
でご応募ください。 
お申し込みから3日（通常）～5日（土日をはさむ場合）以内に入場券をハガキにてお届けいたします。 
尚、応募者多数の場合は先着順とし、応募を締め切らせていただく場合がございます。予めご了承くださいませ。 
※当日券も若干ご用意しますが、確実にご入場いただくために事前申し込みをお奨めいたします。

宛先（1） ： 〒110-8714 東京都台東区上野公園12-8 
東京藝術大学演奏藝術センター内「山月記実行委員会」宛

宛先（2） ： info@sangetsuki.com 
※件名は「山月記観覧希望」でお願い致します。

お問い合せ ： 山月記実行委員会 info@sangetsuki.com

東京芸術大学演奏芸術センター 050-5525-2300

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20060319.html
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トップ＞演奏会スケジュール＞

三林輝夫テノールリサイタル（退職記念演奏会）

 
フランス歌曲10人の作曲家 
グノー、デュパルク、シャブリエ、ショーソン、フォーレ、ドビュッシー、ルセル、ラヴェル、
アーン、プーランク 
曲目：旅への誘い、夢の後に、愛の小径、ほか 
 
日本歌曲10人の作曲家 
山田耕筰、信時 潔、橋本国彦、平井康三郎、團 伊玖磨、別宮貞雄、中田喜直、小林
秀雄、大中 恩、三善 晃 
曲目：馬売り、お六娘、ひぐらし、ほか 
 
ピアノ：高木由雅、鈴木真理子 
 
【お申し込み方法】 
返信用切手（80円）を同封し、郵便番号、住所、お名前、希望人数（5名様まで）を明記の
上、3月10日までに下記までご応募ください。 
 
宛先 
〒１１０－８７１４ 東京都台東区上野公園１２－８ 
東京芸術大学音楽学部演奏企画室 
「三林輝夫テノールリサイタル招待状」係 
宛でお願いいたします。 
 
※応募者多数の場合は先着順とし、応募を締め切らせていただく場合がございます。予
めご了承くださいませ。 

日時 ： 2006年3月21日(火・祝) 
14：30開場 
15：00開演

会場 ： 東京芸術大学奏楽堂(大学構内)

入場料 ： 無料 事前申し込み制

主催 ： 東京芸術大学音楽学部

東京芸術大学演奏芸術センター

共催 ： 同声会

後援 ： 三輝会

御挨拶 
 
まだまだ先のことと思っておりました芸大定年退職の日が間近になって参りました。非常勤講師として15年、常勤として20年、併せて35年の長きにわたって芸
大には大変お世話になりました。学生生活6年を入れると40余年にわたって上野の杜に親しんで来たことになります。関係の皆々様には改めて深く感謝申し
上げる次第です。 
 
諸先生方に助けられながらも、学生のみんなと共に楽しく歩んで来た年月を思うと、これ以上ない幸せな時間だったことを強く感じております。 
 
音楽の道に終わりはないのは当然ですが、この度任を終えるにあたり、一つの通過点として、また私の音楽人生の一区切りとして、長年の感謝の気持ちを
込めたリサイタルを催すことに致しました。 
 
年度末のご多用な時と存じますが何卒ご来駕、ご高評賜りますようお願い申し上げます。

交通案内 
 
JR上野駅・JR鶯谷駅、 
東京メトロ千代田線根津駅より徒歩10分 
 
京成線上野駅、 
東京メトロ日比谷線上野駅、 
東京メトロ銀座線上野駅より徒歩15分 
 
駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください 
 
所在地：〒110-8714東京都台東区上野公園12-8 
 

http://www.geidai.ac.jp/sougakudou/2005/20060321.html
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演 奏 会 名 天気 開演時間 備 考

修士リサイタル（声楽） 第6ホール H17.4.6 水 晴 10:00
学内演奏会（学生オーケストラ） 奏楽堂 H17.4.26 火 晴 18:30
アカンサス・コンサート（芸高） 芸高201ホール H17.5.9 月 晴 13:00
学内演奏会（古楽） 奏楽堂 H17.5.10 火 晴 11:00
学内演奏会（オルガン） 奏楽堂 H17.5.10 火 晴 14:00
学内演奏会（管打楽器） 奏楽堂 H17.5.13 金 曇 13:00
学内演奏会（ピアノ） 奏楽堂 H17.5.24 火 晴 13:00
学内演奏会（管打楽器） 奏楽堂 H17.5.26 木 晴 13:00
学内演奏会（学生オーケストラ） 奏楽堂 H17.5.27 金 晴 18:30
学内演奏会（管打楽器） 奏楽堂 H17.5.30 月 雨 13:00
学内演奏会（ピアノ） 奏楽堂 H17.6.7 火 晴 13:00
学内演奏会（ピアノ） 奏楽堂 H17.6.10 金 雨 13:00
学内演奏会（ピアノ） 奏楽堂 H17.6.14 火 曇 13:00
芸高3年公開試験（ピアノ） 奏楽堂 H17.6.19 日 曇 10:00 入場者700名

芸高3年公開試験（弦楽器） 奏楽堂 H17.6.21 火 晴 10:00 入場者415名

第Ⅰ期オペラハイライト 第3ホール H17.6.21 火 曇 13:30
芸高3年公開試験（管楽器・邦楽） 芸高201ホール H17.6.24 金 曇 13:00
学内演奏会（吹奏楽） 奏楽堂 H17.6.30 木 曇 18:30
学内演奏会（ピアノ） 奏楽堂 H17.7.8 金 曇 13:00
アカンサス・コンサート（芸高） 芸高201ホール H17.7.11 月 曇 13:00
学内演奏会（雅楽） 第6ホール H17.10.13 木 晴 18:00
学内演奏会（弦楽） 奏楽堂 H17.10.14 金 晴 13:00
学内演奏会（弦楽） 奏楽堂 H17.10.17 月 雨 13:00
学内演奏会（弦楽） 奏楽堂 H17.10.18 火 雨 13:00
学内演奏会（雅楽） 第6ホール H17.10.20 木 晴 16:00
学内演奏会（声楽） 奏楽堂 H17.10.24 月 晴 13:30
学内演奏会（声楽） 奏楽堂 H17.10.25 火 晴 13:30
学内演奏会（声楽） 奏楽堂 H17.10.26 水 曇 13:30
学内演奏会（能楽） 第4ホール H17.10.26 水 曇 14:00
学内演奏会（指揮） 奏楽堂 H17.10.27 木 雨 11:00
学内演奏会（声楽） 奏楽堂 H17.10.28 金 晴 13:30
学内演奏会（箏曲・尺八） 奏楽堂 H17.10.31 月 曇 12:30
学内演奏会（三味線音楽・日本舞踊） 奏楽堂 H17.11.1 火 晴 11:00
学内演奏会（作曲） 奏楽堂 H17.11.8 火 晴 14:00
学内演奏会（作曲） 奏楽堂 H17.11.11 金 曇 14:00
アカンサス・コンサート（芸高） 芸高201ホール H17.11.14 月 曇 13:00
第Ⅱ期オペラハイライト 第3ホール H17.11.22 火 晴 13:30
卒業試験公開演奏会（ピアノ） 奏楽堂 H17.12.1 木 晴 10:00
卒業試験公開演奏会（ピアノ） 奏楽堂 H17.12.2 金 曇 10:00
卒業試験公開演奏会（ピアノ） 奏楽堂 H17.12.5 月 晴 10:00
学内演奏会（楽理） 第6ホール H17.12.13 火 晴 13:00
卒業試験公開演奏会（管打楽器） 奏楽堂 H17.12.21 水 曇 11:15
卒業試験公開演奏会（管打楽器） 奏楽堂 H17.12.22 木 晴 13:00
創造の今日と未来　１２２７雪　～積もれ言葉の数だけ～ 奏楽堂 H17.12.27 火 晴 19:00
卒業試験公開演奏会（声楽） 奏楽堂 H18.1.10 火 曇 10:00
卒業試験公開演奏会（声楽） 奏楽堂 H18.1.11 水 晴 10:00
卒業試験公開演奏会（弦楽） 奏楽堂 H18.1.16 月 曇 9:30
卒業試験公開演奏会（弦楽） 奏楽堂 H18.1.17 火 曇 10:00
第Ⅲ期オペラハイライト 第6ホール H18.1.17 火 曇 13:30
卒業試験公開演奏会（箏曲・尺八） 奏楽堂 H18.1.18 水 曇 10:00
卒業試験公開演奏会（雅楽） 第6ホール H18.1.18 水 晴 18:00
卒業試験公開演奏会（指揮） 奏楽堂 H18.1.19 木 晴 11:00
卒業試験公開演奏会（能楽） 第4ホール H18.1.19 木 晴 14:00
卒業試験公開演奏会（古楽） 奏楽堂 H18.1.20 金 曇 10:30
卒業試験公開演奏会（オルガン） 奏楽堂 H18.1.20 金 曇 14:00
卒業試験公開演奏会（三味線音楽・邦楽囃子・日本舞踊） 奏楽堂 H18.1.23 月 晴 11:30
修士課程学位審査演奏会（独唱） 奏楽堂 H18.1.25 水 晴 11:00
修士課程学位審査演奏会（ソルフェージュ・ピアノ） 第1ホール H18.1.25 水 晴 13:00
修士課程学位審査演奏会（独唱） 奏楽堂 H18.1.26 木 晴 11:00
修士課程学位審査演奏会（指揮） 第6ホール H18.1.26 木 晴 11:00
修士課程学位審査演奏会（弦楽） 第6ホール H18.1.26 木 晴 13:00
修士課程学位審査演奏会（室内楽） 第6ホール H18.1.26 木 晴 16:00
修士課程学位審査演奏会（弦楽） 第6ホール H18.1.27 金 晴 10:00
修士課程学位審査演奏会（古楽） 奏楽堂 H18.1.27 金 晴 10:00
修士課程学位審査演奏会（古楽） 奏楽堂 H18.1.30 月 晴 10:00
修士課程学位審査演奏会（ピアノ） 第1ホール H18.1.30 月 晴 10:00
修士課程学位審査演奏会（弦楽） 第6ホール H18.1.30 月 晴 14:00
修士課程学位審査演奏会（オルガン） 奏楽堂 H18.1.30 月 晴 14:45
修士課程学位審査演奏会（ピアノ） 第1ホール H18.1.31 火 曇 10:00
修士課程学位審査演奏会（オペラ） 奏楽堂 H18.2.2 木 曇 13:00
修士課程学位審査演奏会（邦楽） 第6ホール H18.2.2 木 曇 13:00
修士課程学位審査演奏会（管楽） 第6ホール H18.2.3 金 晴 12:00
修士課程学位審査演奏会（オペラ） 奏楽堂 H18.2.3 金 晴 13:00
アカンサス・コンサート（芸高） 芸高201ホール H18.2.6 月 曇 13:00

平成１７年度　東京芸術大学 公開試験等演奏会 一覧（無料演奏会）

開 催 日

合 計 (74件)



月 日 曜日 演　　奏　　会　　名 内　　　容 会　　場 主　　　催

1 ５日 火 平成17年度東京工業大学学部・大学院入学記念演奏会 ピアノ 東京工業大学講堂 東京工業大学

2 ２１日 木 第１８９回木曜コンサート ピアノ 旧東京音楽学校奏楽堂 (財）台東区芸術文化財団奏楽堂

3 ２９日 金 ﾗ･ﾌｫﾙ･ｼﾞｭﾙﾈ･ｵ･ｼﾞｬﾎﾟﾝ「熱狂の日」音楽祭2005 特別編成学生オーケストラ・木管ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ 東京国際フォーラム 東京都

4   ４日 水

5  ５日 木

6 １９日 木 第7回別府ｱﾙｹﾞﾘｯﾁ音楽祭 特別編成学生オーケストラ 別府ビーコンプラザ 別府ｱﾙｹﾞﾘｯﾁ音楽祭事務局

7 ２１日 土 東洋女子学園創立100周年記念式典・記念演奏会 邦楽 文京シビック 学校法人　東洋女子学園

8 ２５日 水 京都・国際音楽学生フェスティバル２００５ Ｈｒ(１名) 京都府立府民ホール ロームミュージックファンデーション

9 ２６日 木 第１９０回木曜コンサート 弦楽 旧東京音楽学校奏楽堂 (財）台東区芸術文化財団奏楽堂

10 ５日 日 ｽﾜｰﾐｰ･ｳﾞｨｳﾞｪｰｶﾅﾀﾞ第143回生誕記念祝賀会演奏 邦楽 豊島公会堂 日本ヴェーダーンタ協会

11 ５日 日 しょうぶまつり＆ウォークラリー2005ｽﾃｰｼﾞｼｮｰ 音楽環境創造 都立東綾瀬公園 足立区観光交流協会

12 ７日 火 レインボー２１　ｻﾝﾄﾘｰ　ﾃﾞﾋﾞｭｰｺﾝｻｰﾄ2005 応用音楽学 ｻﾝﾄﾘｰﾎｰﾙ ｻﾝﾄﾘｰﾎｰﾙ

13 １３日 月 日本学士院第９５回授賞式　（※） 管弦楽研究部（弦楽四重奏） 日本学士院 日本学士院

14 １６日 木 第１９１回木曜コンサート 指揮 旧東京音楽学校奏楽堂 (財）台東区芸術文化財団奏楽堂

15 ２０日 月 第６１回日本芸術院授賞式 邦楽(箏曲・生田流) 日本芸術院 日本芸術院

16 ２２日 水 都立北養護学校芸中学部２年移動教室　　（※） 指揮・管弦楽研究部 奏楽堂 都立北養護学校

17 ２４日 金 平成１７年度三輪田学園邦楽鑑賞会 邦楽 三輪田学園講堂 三輪田学園中学校

18 ２日 土 金管・打楽器① 戸頭中学校① 

19 ２日 土 木管・金管・打楽器① 取手東中学校①

20 ２日 土 木管・金管① 藤代中学校①

21 ７日 木

22 ８日 金

23 ９日 土 金管・打楽器② 戸頭中学校②

24 ９日 土 金管・打楽器① 永山中学校①

７月

平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導) 取手市教育委員会

取手市教育委員会平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導)

日本ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｰ交響楽団定期演奏会 声楽科学生有志 (財)日本フィルーモニー交響楽団サントリーホール

平成１７年度　演奏依頼等一覧

４月

５月

第７５回読売新聞社主催新人演奏会
声楽・ピアノ・弦楽・管打
楽

東京文化会館 読売新聞社

６月
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月 日 曜日 演　　奏　　会　　名 内　　　容 会　　場 主　　　催

25 ９日 土 木管・金管・打楽器② 取手東中学校②

26 ９日 土 木管・金管・打楽器① 野々井中学校①

27 １０日 日 平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導) 木管・金管・打楽器・弦① 取手第一中学校① 取手市教育委員会

28 １６日 土 木管・金管・打楽器③ 取手東中学校③

29 １６日 土 木管・金管・打楽器② 野々井中学校②

30 １６日 土 木管・金管・打楽器① 取手第二中学校①

31 ２１日 木 第１９２回木曜コンサート オペラ・指揮 旧東京音楽学校奏楽堂 (財）台東区芸術文化財団奏楽堂

32   ５日 金 ＪＴアフタヌーンコンサート Ｐf ＪＴｱｰﾄﾎｰﾙ　アフィニス 日本たばこ産業株式会社

33 １１日 木

34 １２日 金

35 １５日 月 全国戦没者追悼式典　（※） 指揮・管弦楽研究部 日本武道館 厚生労働省

36 １８日 木 第１９３回木曜コンサート 声楽(独唱） 旧東京音楽学校奏楽堂 (財）台東区芸術文化財団奏楽堂

37 ２３日 火 芸大生による未来館コンサート Ｐf・Ｆｌ・マリンバ 女性と仕事の未来館ホール 女性と仕事の未来館

38 ２３日 火 平成１７年度伝統音楽研修会 邦楽 奏楽堂 文部科学省初等中等教育局

39 １５日 木 第１９４回木曜コンサート 木管・金管 旧東京音楽学校奏楽堂 (財）台東区芸術文化財団奏楽堂

40 １７日 土 金管② 取手第一中学校②

41 １７日 土 金管・弦① 藤代南中学校①

42 １９日 月 教育交流　柏葉中学敬老の日ｺﾝｻｰﾄ 声楽・木管・金管・音楽教育 柏葉中学校 台東区立柏葉中学校

43 ２５日 日 第３回文京シビック定期演奏会　（※） 指揮・管弦楽研究部 文京シビック 文京シビック合唱団

44 １日 土 平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導) 金管・打楽器② 永山中学校② 取手市教育委員会

45 ７日 金 【受託研究】野外空間における舞台芸術の研究 美術学部・演奏芸術ｾﾝﾀｰ ガスの科学館 東京ガス豊州開発株式会社

46  ８日 土 上野・浅草にほんの音(芸大生による邦楽ﾌﾚｯｼｭｺﾝｻｰﾄ) 邦楽 生涯学習センター （財）台東区芸術文化財団

47  ８日 土 平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導) 木管・金管・打楽器② 取手第二中学校② 取手市教育委員会

48 ８日 土

49 ９日 日

50 1２日 水 05年　銀座　芸術の秋　赤レンガ名画・名曲サロン クラリネット五重奏 ワード資生堂 文化パステル

７月

平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導) 取手市教育委員会

穂高町教育委員会・両中学校

第２回穂高町西中学校・穂高東中学校音楽教室 打楽器・金管楽器 穂高町民会館・講堂 穂高町教育委員会・両中学校

平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導) 取手市教育委員会

穂高町民会館・講堂第１回穂高町西中学校・穂高東中学校音楽教室 木管・金管楽器

９月

８月

１０月

平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導) 取手市教育委員会
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月 日 曜日 演　　奏　　会　　名 内　　　容 会　　場 主　　　催

51 １５日 土 平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導) 金管・弦② 藤代南中学校② 取手市教育委員会

52 ２０日 木 第１９５回木曜コンサート 古楽 旧東京音楽学校奏楽堂 (財）台東区芸術文化財団奏楽堂

53 ２０日 木 小さな小さな音楽会 邦楽（尺八） 調布市文化会館たづくり 調布市文化コミュニティ振興財団

54 ２２日 土 平成１７年度教育委員会主催ミニコンサート 打楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ 福祉交流センター 取手市教育委員会

55 ２４日 月 台東区立大正小学校創立９０周年記念演奏会 特別編成ｵｰｹﾙﾄﾗ 大正小学校体育館 台東区立大正小学校

56 ２９日 土 第１９回伊沢修二先生 記念音楽祭 指揮・学生オーケストラ・声楽 高遠町文化体育館 高遠町教育委員会

57 ２９日 土 平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導) 木管・金管② 藤代中学校②  取手市教育委員会

58 ２９日 土

59 ３０日 日

60 ３日 木 足立区柳原音楽祭 指揮・学生オーケストラ・声楽 千寿桜堤中学校 柳原音楽祭実行委員会

61 ５日 土 金管・打楽器③ 戸頭中学校③

62 ５日 土 木管・金管③ 藤代中学校③

63 １７日 木 第１９６回木曜コンサート 作曲 旧東京音楽学校奏楽堂 (財）台東区芸術文化財団奏楽堂

64 １７日 木

65 １８日 金

66 １９日 土 木管③ 取手第二中学校③

67 １９日 土 金管・打楽器③ 永山中学校③

68 １９日 土 木管④ 藤代中学校④

69 ２６日 土 上野・浅草－にほんの音(古典鑑賞) 邦楽 台東区浅草公会堂 （財）台東区芸術文化財団

70 ２８日 月 ﾎﾟｰﾙ･ｸﾛｰﾃﾞﾙ原作「女と影」音楽伴奏 邦楽 早稲田大学大隈講堂 早稲田大学演劇博物館

71 ４日 日 第２５回取手市民音楽祭 金・管・打楽器各ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ 取手市立市民会館 取手市文化事業団

72 ５日 月 第２１回国際生物学賞授賞式 管弦楽研究部（弦楽四重奏） 日本学士院 日本学術振興会

73 ８日 木 第５４回チャリティーコンサート　メサイア 指揮・声楽・管弦楽研究部 東京文化会館 朝日新聞厚生文化事業団

74 ８日 木 ＪＴアフタヌーンコンサート Ｐｆ ＪＴｱｰﾄﾎｰﾙ　アフィニス 日本たばこ産業株式会社

75 １0日 土 平成１７年度取手市教育委員会主催ﾐﾆｺﾝｻｰﾄ 弦楽四重奏 藤代公民館 取手市教育委員会

76 １５日 木 第１９７回木曜コンサート 打楽器 旧東京音楽学校奏楽堂 (財）台東区芸術文化財団奏楽堂

12月

国立磐梯青年の家 国立青年の家　国立磐梯青年の家

仙台市青年文化セン
ター

(財）仙台市市民文化事業団
東京藝大チェンバーオーケストラ仙台公演ワンコインコン
サート・知的障害者施設へのｱｳﾄﾘｰﾁ活動

藝大ﾁｪﾝﾊﾞｰｵｰｹｽﾄﾗ

平成１７年度国立磐梯青年の家主催事業「部活動ｻ
ﾎﾟｰﾄ磐梯ﾐｭｰｼﾞｯｸｾﾐﾅｰ２００５」

木管・金管・打楽器

１１月

１０月

平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導) 取手市教育委員会

平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導) 取手市教育委員会
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月 日 曜日 演　　奏　　会　　名 内　　　容 会　　場 主　　　催

77 １７日 土 木管・金管・打楽器

78 １８日 日 木管・金管・打楽器

79 １８日 日 第２５回「台東第九公演」 指揮・管弦楽研究部 奏楽堂 台東区教育委員会

80 １９日 月 「大学地域解放事業」　御徒町台東中学校吹奏楽指導 木管・金管・打楽器 芸大第１ﾎｰﾙ 台東区立御徒町台東中学校・台東区教育委員会

81 ２０日 火 木管・金管・打楽器

82 ２１日 水 木管・金管・打楽器

83 ２２日 木 木管・金管・打楽器

84 ２２日 木 日本ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｰ交響楽団「第九」特別演奏会 声楽科学生有志 東京芸術劇場 日本ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｰ交響楽団

85 ２３日 金 第４回御徒町台東中と芸大による奏楽堂演奏会 木管・金管・打楽器・指揮 奏楽堂 台東区教育委員会

86 ２３日 金 天皇陛下御誕生祝賀ﾚｾﾌﾟｼｮﾝにおける国歌独唱 声楽(テノール) 飯倉公館 外務省

87 ２４日 土 第１回とちの木音楽祭 特別編成学生オーケストラ 栃木市文化会館 NPO法人　とちの木国際芸術文化ｾﾝﾀｰ

88 ２５日 日 日本ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｰ交響楽団「第九」特別演奏会 声楽科学生有志 東京芸術劇場 日本ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｰ交響楽団

89 ７日 土 平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導) 金管・弦③ 藤代南中学校③ 取手市教育委員会

90 ８日 日 平成１７年度第１６回取手市少年の主張大会 Ｖｎ（Ｐ伴奏） 取手市立市民会館 取手市教育委員会

91 １９日 木 第１９８回木曜コンサート 声楽 旧東京音楽学校奏楽堂 (財）台東区芸術文化財団奏楽堂

92 ２０日 金 レクサス晴海①

93 ２０日 金 レクサス雪谷①

94 ２１日 土 平成１７年度旧奏楽堂デビューコンサート Fl 旧東京音楽学校奏楽堂 （財）台東区芸術文化財団

95 ２１日 土 レクサス晴海②

96 ２１日 土 レクサス雪谷②

97 ２１日 土 レクサスときわ台①

98 ２１日 土 レクサス足立①

99 ２１日 土 レクサス三鷹①

100 ２２日 日 レクサスときわ台②

101 ２２日 日 レクサス足立②

102 ２２日 日 レクサス三鷹②

１月

芸大第１ﾎｰﾙ 台東区立御徒町台東中学校・台東区教育委員会「大学地域解放事業」　御徒町台東中学校吹奏楽指導

２００６レクサス演奏会

２００６レクサス演奏会 弦楽四重奏

弦楽四重奏

「大学地域解放事業」　御徒町台東中学校吹奏楽指導

12月

東京トヨペット株式会社

東京トヨペット株式会社

芸大第１ﾎｰﾙ 台東区立御徒町台東中学校・台東区教育委員会

東京トヨペット株式会社弦楽四重奏２００６レクサス演奏会
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月 日 曜日 演　　奏　　会　　名 内　　　容 会　　場 主　　　催

103 ２６日 木 ＪＴアフタヌーンコンサート 弦楽四重奏 ＪＴｱｰﾄﾎｰﾙ　アフィニス 日本たばこ産業株式会社

104 ２７日 金 レクサス高輪①

105 ２７日 金 レクサス荻窪①

106 ２８日 土 レクサス高輪②

107 ２８日 土 レクサス用賀①

108 ２８日 土 レクサス荻窪②

109 ２８日 土 ２００７レクサス演奏会 弦楽四重奏 レクサ府中① 東京トヨペット株式会社

110 ２９日 日 レクサス用賀②

111 ２９日 日 レクサ府中②

112 ４日 土 平成１７年度旧奏楽堂デビューコンサート 声楽(独唱ｿﾌﾟﾗﾉ) 旧東京音楽学校奏楽堂 （財）台東区芸術文化財団

113 ９日 木

114 １０日 金

115 １１日 土

116 １０日 金 芸大生による未来館コンサート 邦楽(長唄・長唄三味線・邦楽囃子) 女性と仕事の未来館ホール 女性と仕事の未来館

117 １６日 木 第１９９回木曜コンサート 邦楽 旧東京音楽学校奏楽堂 (財）台東区芸術文化財団奏楽堂

118 １８日 土 平成１７年度取手市小・中学校との交流事業(吹奏楽部指導) 金管・弦④ 藤代南中学校④ 取手市教育委員会

119 １８日 土

120 １９日 日

121 １９日 日 板東市「 芸大生による箏コンサート」 邦楽 板東市民音楽ﾎｰﾙ 板東市文化振興事業団

122 ２４日 金 平成１７年度邦楽鑑賞教室 邦楽 恵泉女学園グレイスホール 恵泉女学園中学・高等学校

123 ２５日 土

124 ２６日 日

125 ４日 土 平成１７年度旧奏楽堂デビューコンサート 邦楽(箏曲山田流) 旧東京音楽学校奏楽堂 （財）台東区芸術文化財団

126 ５日 日 宇都宮短期大学創立100周年記念特別演奏会 声楽(ｿﾌﾟﾗﾉ2名） 栃木総合文化ｾﾝﾀｰ 宇都宮短期大学

127 ９日 木 第2回日本学術振興会賞及び日本学士院学術奨励賞授賞式奏楽　（※） 弦楽四重奏(弦楽科教員) 日本学士院 日本学術振興会

１月

３月

弦楽四重奏２００６レクサス演奏会

２月

台東区立隅田公園特設会
場

穂高町教育委員会・両中学校

碧南市教育委員会

東京トヨペット株式会社

東京トヨペット株式会社

穂高町民会館・講堂

碧南市芸術文化ホール

打楽器・木管楽器第３回穂高町西中学校・穂高東中学校音楽教室と演奏会

東京トヨペット株式会社

台東区公園緑地課

２００６レクサス演奏会 弦楽四重奏

邦楽

Ｐｆ・木管
平成１７年度碧南市芸術文化ホール自主事業「小・中
学校音楽教室・一般向けコンサート」

平成１８年「浅草・隅田公園・梅まつり」

２００６レクサス演奏会 弦楽四重奏
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月 日 曜日 演　　奏　　会　　名 内　　　容 会　　場 主　　　催

128 ９日 木

129 １０日 金

130 １０日 金 ２００６レクサス演奏会 弦楽四重奏 レクサス三鷹③ 東京トヨペット株式会社

131 １１日 土 レクサス三鷹④

132 １１日 土 レクサス雪谷③

133 １６日 木 第２００回木曜コンサート 室内楽 旧東京音楽学校奏楽堂 (財）台東区芸術文化財団奏楽堂

134 １８日 土 ２００６レクサス演奏会 弦楽四重奏 レクサ府中③ 東京トヨペット株式会社

135 ２２日 水 東京上野ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ第２０回旧奏楽堂ｺﾝｻｰﾄ Ｐｆ・特別編成学生ｵｰｹｽﾄﾗ 旧東京音楽学校奏楽堂 東京・上野ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ

136 ２４日 金 ２００６東京トヨペット演奏会 弦楽四重奏 足立入谷店 東京トヨペット株式会社

137 ２５日 土

138 ２６日 日

139 ２７日 月 【受託事業】豊洲プロジェクト「蒼楽」 美術学部・演奏芸術センター ガスの科学館 東京ガス豊州開発株式会社

140 ２９日 水 音楽大学卒業生演奏会 声楽(Pf･Vn伴奏)・邦楽 桃華楽堂 当番校・・上野学園大学

（注）：演奏会名に「※」があるものは、教員のみで実施したもの（７件）、よって学生が参加しているものは、１３３件となる。

３月

東京トヨペット株式会社２００６東京トヨペット演奏会 弦楽四重奏 足立入谷店

(140件)合 計

平成１７年度台東区小・中学校音楽鑑賞教室　　（※）

２００６レクサス演奏会 弦楽四重奏 東京トヨペット株式会社

台東区教育委員会管弦楽研究部 奏楽堂
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No. 日付
企画担当学科・
専攻 題目 講師氏名 講師所属等

1 ５月１９日（木） 先端芸術表現 もう１つの万博
イラー・カメリッチ
渡辺真也

サラエボ出身の現代美術家
スパイキーアート・キュレーター

2 ６月２日（木）
油画・
先端芸術表
現

ベルリンダダの芸術 カーリン・オーチャード ドイツ ･ シュプレンゲル美術館

3 ６月９日（木）
油画・
先端芸術表
現

日本におけるダダと村山知
義

マルク・ダシー
白川昌生

ﾌﾗﾝｽ人・美術史家
美術作家

4 ６月２１日（） 先端芸術表現 自作品 ダニ･カラヴァン ｲｽﾗｴﾙ・美術作家

5 ７月１４日（木）
油画・彫刻・
建築・
先端芸術表現

アーティストと作るアートプロ
ジェクト

マイケル・ガヴァン
秋元雄史

ニュヨーク・ＤＩＡ館長
地中美術館長

6 ９月２日（金） 先端芸術表現
Ｒｏｓａ！　あらわになる色
ピンク

カール・シャヴェルカ
ﾊﾞｳﾊｳｽ大学造形学部教授・学部
長

7 １０月３日（月） 油画・彫刻 自作の絵画論 シグマー・ボルケ ドイツ人・美術作家

8 １０月２０日（木） 工芸
ヨーロッパのジュエリー史と
現状

クリスティアンネ・
ウェーバー・シュトー
バー

ドイツ金工芸術協会理事長

9 １１月２日（水） 工芸
05　ベネツィア・ビエンナーレ
と
増田洋美のガラス造形

増田洋美 ガラス造形作家

10 １１月２８日（月）
日本画・
芸術学

アメリカ社会における日本美
術の受容

村瀬実恵子 メトロポリタン美術館特別顧問

11 １２月２日（金） 建築 吉村順三の設計手法 藤岡洋保 東京工業大学教授
（他２名）

12 １２月５日（月） 先端芸術表現 芸術と社会 ミヒャエル・ヘルター
ドイツ・前芸術家会館ベタニエン
館長

13 ２月２２日（水） 工芸 中国陶磁の伝統的技法 鄭　寧 清華大学教授

モザイクによるドローイ
ング展

フェリーチェ・ニット
ロ
ハリエット・バッケ
ル

イタリア人美術家
ノルウェー人美術家

平成１７年度　美術学部特別講演等について

14
１１月１１日（金）～
１２月１１日（日）

壁画

海外の美術家の作品展示。
11/11には、フェリーチェ・ニットロ氏の講演会も実施した。
題目：「歴史からの解放」
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No. 日時 題目 講師氏名 講師所属等

1
４月２６日（火）
14:10～17:00

ドイツのオペラハウスの仕組
と実際、及びオペラ制作の
過程について

岡本　和之 新国立劇場音楽ヘッドコーチ。

2
５月１０日（火）
13:00～15:00

Expanded Music－音と超越 小杉　武久
ﾏｰｽ・ｶﾆﾝｸﾞﾊﾑ舞踏団の音楽監督を務める一
方、個人としても世界各地でｺﾝｻｰﾄ活動、ｻｳﾝ
ﾄﾞ・ｲﾝｽﾀﾚｰｼｮﾝを発表している。

3
５月１７日（火）
14:10～15:35

教育行政の動向と音楽科教
育の課題 加藤　徹也 文部科学省教科書調査官（音楽）。

4
５月１７日（火）
17:00～19:30

室内楽（ヴィオラとピアノの
二重奏）特別講座

ウォルフガング・
クロース

ウィーン国立音大のヴィオラ科教授。ウィーン弦
楽三重奏団メンバー。

5
５月１８日（水）
18:00～20:00

ﾗｯﾌﾟﾄｯﾌﾟはﾀｰﾝﾃｰﾌﾞﾙの夢を
見るか？－ﾗｲﾌﾞ・ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞと
ｺｰﾄﾞ・ｼﾞｮｯｷｰ

久保田　晃弘
多摩美術大学美術学部情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科情報芸
術ｺｰｽ教授。

6
５月２５日（水）
17:30～19:30

ヤナーチェク　ピアノ作品に
ついてのレクチャーと演奏 ギルアド・ミショリ

ヤナーチェク全ピアノ作品ＣＤ録音等ヤナーチェ
クの研究の評価が高い。

7
　５月３１日（火）
　18:00～20:00

Discussion with Ingo
Günther

インゴ・ギュン
ター

87年「ﾄﾞｸﾒﾝﾀ」でﾗﾝﾄﾞｻｯﾄ映像を活かした作品を
発表したほか、ﾒﾃﾞｨｱやﾃｸﾉﾛｼﾞｰ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
ﾈｯﾄﾜｰｸに焦点をあてた作品を制作。

8
６月１日（水）
17:00～20:00

（準備時間含む）

ｼｷﾞｽｳﾞｧﾙﾄﾞ・ｸｲｹﾝ氏による
ﾊﾞﾛｯｸｳﾞｧｲｵﾘﾝ公開ﾚｯｽﾝ Sigiswald Kuijken ﾌﾞﾘｭｯｾﾙの王立音楽院教授。

9
６月６日（月）
13:00～15:30

現代のクラリネット・レパート
リー ロマン・ギュイオ

マーラーチェンバーオーケストラ団員。京都フラ
ンスアカデミー昨年度の講師。

10
６月７日（火）
13:00～14:00

音楽学のﾌﾛﾝﾃｨｱ（その４） 遠藤　徹

東京学芸大学助教授。2003年度東京芸術大学にお
いて博士（音楽学）の学位取得。2005年2月、学位論
文に基づく著書『平安朝の雅楽-古楽譜による唐楽曲
の楽理的研究』を刊行。

11
６月７日（火）
17:00～20:00

チューバのレパートリー研究
マルクス・タイネ
ルト

ﾁｭｰﾊﾞのｿﾘｽﾄとして国際的に高い評価を得、世
界各地で活躍中。又、楽器の開発にも力を入
れ、ﾄﾞｲﾂ・ﾐﾗﾌｫﾝ社の顧問も務める。

12
６月１０日（金）・　１３
日（月）・１４日（火）
　17:15～20:00

ﾓｰﾂｧﾙﾄ・ｵﾍﾟﾗに於けるﾚｼﾀ
ﾃｨｰｳﾞｫの唱法　（ｵﾍﾟﾗ“ﾃｨﾄ
の慈悲”を中心として）

ウバルト・ガル
ディーニ

ｺｳﾞｪﾝﾄ・ｶﾞｰﾃﾞﾝ劇場のｵﾍﾟﾗｺｰﾁ､ｸﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｰﾝ音楽祭
のｺｰﾁ、ﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ歌劇場のｺｰﾁ、ｻﾞﾙﾂﾌﾞﾙｸﾞ音楽祭の
ｺｰﾁを務めるかたわらｼﾞｭﾘｱｰﾄﾞ音楽院客員講師、東
京芸術大学客員教授を歴任。

13

６/１５(月)、２２(水)、
１０/２６(水)、１１/２

(水)、９(水)
17:15～19:15

楽器学特別講座
山嶺　茂、小島
修一

（株）ヤマハ銀座アトリエ主任

14
６月２０日（月）
16:30～18:30

映像と音楽のｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝに
おけるｲﾝﾀｰﾌｪｰｽについて 矢沢　朋子

これまでに新日本ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｰ、東京都交響楽
団、ｼｭﾄｭｯﾄｶﾞﾙﾄ放送交響楽団とｿﾘｽﾄとして共
演。

15
６月２０日（月）
17:15～18:45

アコーディオン－その魅力と
可能性－

デビット・ファー
マー

ｿﾘｽﾄ、室内楽奏者として国際的な活動を展開し
ている。2003年より日本に在住し、ｸﾗｼｯｸ・ｱｺｰ
ﾃﾞｨｵﾝ奏者として、各地でﾘｻｲﾀﾙ等開催。

16
７月１日（金）
17:00～20:00

ホルン楽曲解釈と演奏法
アレッシオ・アレ
グリーニ

ｻﾝｱ･ﾁｪﾁｰﾘｱ・ｵｰｹｽﾄﾗ首席ﾎﾙﾝ奏者。「ﾌﾟﾗﾊの
春」国際ｺﾝｸｰﾙ、ﾐｭﾝﾍﾝ国際ｺﾝｸｰﾙ優勝。

17

①９月１４日(水)
17:30～19:30

②１１月１６日(水）
18:00～20:00

１９世紀のブゾーニ 金澤　攝
作曲家、ピアニスト、研究家。知られざる作曲家
や作品の紹介で大きな実績がある。

平成１７年度　音楽学部特別公開講座について
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No. 日時 題目 講師氏名 講師所属等

18
１０月１３日（木）
17:15～18:45

ｴﾈｽｺの室内楽作品
ｺﾝﾃﾝﾎﾟ弦楽四重
奏団

1995年ﾌﾞｶﾚｽﾄ音楽院（ﾙｰﾏﾆｱ）在学中に結成さ
れた弦楽四重奏団。世界の各地で演奏活動を
展開している。現在、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのｺﾞﾙｳｪｲ大学の
ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ・ｶﾙﾃｯﾄ。

19
１０月１４日（金）
17:00～20:00

ﾘﾋｬﾙﾄ･ｼｭﾄﾗｳｽ、ﾎﾙﾝ協奏
曲第２番を掘り下げる エサ・タパニ

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ放送交響楽団首席ﾎﾙﾝ奏者。国際ﾎﾙﾝ
協会理事（副会長）。

20
１０月１９日（水）
17:30～20:00

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞのﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄ事情及び
演奏法について

ヨウコ・ハルヤン
ネ

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ放送交響楽団首席ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄ奏者及び国
立ｼﾍﾞﾘｳｽ・ｱｶﾃﾞﾐｰ教授。

21
１０月２１日（金）
14:15～17:00

ヴァイオリン公開講座
パヴェル・ヴェル
ニコフ

20年間、ﾁｬｲｺﾌｽｷｰ･ﾄﾘｵの一員として活動。ｲﾀ
ﾘｱにおいて、ﾛｼｱ・ｱｶﾃﾞﾐｰ創立。2003年よりｳｨｰ
ﾝ国立音楽大学教授。

22
１０月２４日（月）
9:00～10:25

音楽の身体科学～身体感
覚とソルフェージュ～ 渡會　公治

東京大学大学院総合文化研究科広域科学専
攻、生命環境科学系運動適応科学大講座助教
授。

23
１０月２５日（火）
15:00～17:00

韓国におけるｵｰｹｽﾄﾗの現
状、また、その歴史と展望 鄭致溶 韓国芸術総合学校音楽院指揮科教授。

24
１０月２５日（火）
17:30～19:30

ロベルト・ホル（バス-バリト
ン）　ドイツリート　その解釈
と演奏法

ロベルト・ホル
リート歌手、歌曲作曲家。ウィーン国立音楽大
学リート科教授。

25
１０月２５日（火）
17:30～19:30

近代フランスのピアノ作品 パスカル・ロジェ 国際的に活躍しているﾋﾟｱﾆｽﾄ。

26
１０月２６日（水）
14:30～17:00

ｻｷｿﾌｫｰﾝと云う楽器の方向
性　林・板橋Duo

林　栄一
板橋　文夫

林栄一は山下洋輔と、板橋文夫は自己楽団Mix
Dynamite にて演奏活動を行っていたが、ここ数
年Duoを組み、新しい音、新しい領域を開拓して
いる。

27
１１月１６日（水）
17:15～18:45

舞台人として生きる 黒柳徹子 女優。ユニセフ親善大使。

28
１１月１８日（金）
13:00～16:00

ダグラス・ロス－近作を語る
－ ダグラス・ロス 昨年度の音楽環境創造科客員アーティスト

29
１１月２１日（月）
16:00～19:00

２０世紀フルート音楽
エマニュエル・パ
ユ

・神戸国際フルートコンクール優勝
・ジュネーヴ国際コンクール優勝
・ベルリンフィル首席フルート奏者

30
１１月２２日（火）
13:00～14:00

音楽学のフロンティア（その
５）　「沖縄音楽の構造ｰ歌
詞のリズムと楽式の理論」

金城　厚

沖縄県立芸術大学音楽学部教授。2003年度東京芸
術大学において博士（音楽学）の学位取得。2004年3
月、学位論文に基づく著書『沖縄音楽の構造－歌詞
のリズムと楽式の理論』を刊行。

31
１１月２２日（火）
17:30～20:00

ウイグルの古典音楽－ドー
ランムカーム演奏団を迎え
てｰ

ドーランムカーム
演奏団

中国・新疆ウィグル自治区に伝承される古典音楽ム
カームのうち、古い様式とされるドーラン地方の様式
を伝える１０名の音楽家により構成される。うち数名は
新疆芸術学院の教授。

32
１１月２５日（金）
17:30～19:30

歌声の音響学－－－歌声
が作られる仕組み 榊原　健一

日本電信電話株式会社、NTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科学
基礎研究所研究主任。

33
１１月２９日（火）
15:00～17:30

オーボエのレパートリー

Gernot
Schmalfuß（ｹﾞﾙ
ﾉｰﾄ・ｼｭﾏﾙﾌｽ）

バンベルクＳｙｍｐｈ.　ミュンヘンＰｈｉｌ.等を経て、
現在、ドイツDetmoldのOb教授。Solo、室内楽、
各国音楽祭で活躍。

34
１１月２９日（火）
17:00～20:00

ヴァイオリン演奏法
ギュンター　ピヒ
ラー

世界的な弦楽四重奏団の一つであるアルバン
ベルグクワルテットの第１ヴァイオリニスト。

35
１１月３０日（水）
15:00～17:00

吹奏楽のオリジナル曲と名
曲 Ｇ．シュマルフス

デットモルト音楽院卒。ミュンヘンフィルのソロ・
オーボエ奏者をつとめ、現在、デットモルト音大
教授。
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No. 日時 題目 講師氏名 講師所属等

36
１２月２日（金）
17:15～18:45

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ音楽の過去と現在。
現代音楽作曲家の任務と課
題

クシシトフ・メイエ
ル

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞを代表する作曲家・音楽評論家。これま
で各種の国際ｺﾝｸｰﾙ（作曲）で多数の賞を受
賞。ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞで初のｼｮｽﾀｺｰｳﾞｨﾁ論を出版。ｹﾙﾝ
音楽大学教授。

37
１２月１２日（月）
・１３日（火）
 17:30～20:00

ｵﾍﾟﾗ演出とは．　ｵﾍﾟﾗ演技
の基本となるもの 栗山　昌良 日本を代表するｵﾍﾟﾗ演出家。

38
１２月１２日（月）
17:30～19:30

バロック音楽における打楽
器奏法 ロバート・ハウズ

英国王立ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ音楽院客員教授。英国王立
音楽院ｱｿｼｴｲﾄ（ARAM)。

39
１月１７日（火）
13:00～14:00

音楽学とｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ 東川　清一
東京学芸大学教授、東海大学教授を経て、現
在、東京学芸大学名誉教授。

40
１月１９日（木）
17:30～19:30

みみをすます－詩と音楽 谷川　俊太郎
詩のほかに劇作、映画台本、絵本などに幅広く
活躍。

41
２月７日（火）
16:00～19:00

マリンバのための作品とそ
の奏法について

カタルチナ　ミチ
カ

International Katarzyna Mycka Marimba
Academyの創設者。

42
２月８日（水）
17:30～19:30

ｴｳﾞｧ･ﾌﾞﾗﾎｰｳﾞｧ　－ﾁｪｺ語・ﾛ
ｼｱ語・他による歌曲とｵﾍﾟﾗｱ
ﾘｱその発音法と演奏法－

エヴァ・ブラホー
ヴァ

ﾌﾞﾗﾃｨｽﾗｳﾞｧ音楽大学、ﾌﾟﾗﾊﾓｰﾂｱﾙﾄｱｶﾃﾞﾐｰで
教授を務めるほかｳｨｰﾝﾐｭｰｼﾞｯｸｾﾐﾅｰ、ﾓﾝﾄﾘｵｰ
ﾙ、ｵﾗﾝﾀﾞなど世界各地でﾏｽﾀｰｸﾗｽを度々行っ
ている。

43
２月２０日（月）
13:00～16:00

リコーダー奏法について ダン・ラウリン

今日もっとも卓越したﾘｺｰﾀﾞｰ奏者の一人。現
在、ﾌﾞﾚｰﾒﾝ音楽ｱｶﾃﾞﾐｰ教授、ｵﾃﾞﾝｽ音楽院教
授、ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ王立音楽ｱｶﾃﾞﾐｰ、ﾛｲﾔﾙｶﾚｯｼﾞで
教鞭をとっている。
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学部・研究科 学科・専攻

美術 日本画 2
美術 油画 3
美術 彫刻 1
美術 工芸 6
美術 デザイン 2
美術 建築 1
美術 先端芸術表現 1
美術 芸術学 1
美術 造形学 1
美術 文化財保存学 1
音楽 作曲 1
音楽 声楽 1
音楽 器楽 6
音楽 指揮 1
音楽 楽理 1
音楽 音楽環境創造 1
美術 日本画 1
美術 油画 1
美術 彫刻 1
美術 工芸 1
美術 デザイン 1
美術 建築 1
美術 先端芸術表現 1
美術 芸術学 1
美術 造形学 1
美術 文化財保存学 1

3 Ｏ氏記念賞
故大橋嘉一氏（大橋化学工業（株）会長）
が設立(昭28)した「大橋賞」を母体とし
て、氏の没後その功績を称え改称設立。

美術 油画 6 6

4 俵奨学金
俵正市氏（俵美術館（芦屋市）理事長）の
寄附により設立。 美術 油画（版画） 1 1

5
久米桂一郎奨学基
金

故久米桂一郎氏（元本学西洋画科教授）
の業績を記念して、ご遺族及び関係者に
より「久米美術館」(品川区)と共に本賞を
設立。

美術 油画・彫刻 4 4

6 内藤春治奨学基金
故内藤春治氏（元本学工芸科（鋳金）教
授)の業績を記念して、ご遺族及び関係
者により設立。

美術 工芸（鋳金） 3 3

7 原田賞奨学基金
本学工芸科（染織）3年に在学中、不慮
の事故により夭折した故原田寛子氏を悼
みご遺族により設立。

美術 工芸 13 13

美術 工芸 1

美術 美術教育 1

美術 工芸（鍛金） 1

美術 美術教育 1

10
吉田五十八奨学基
金

故吉田五十八氏（元本学建築科教授）の
寄附により設立。 美術 建築 2 2

11
長谷川良夫奨学基
金

故長谷川良夫氏（元本学作曲科教授。イ
タリア賞受賞）の業績を記念して、ご遺族
及び関係者により設立。

音楽 0

12 松田トシ賞
松田トシ氏（声楽家。本学前身、東京音
楽学校卒。NHK『うたのおばさん』等）の
寄附により設立。

音楽 声楽 2 2

故安宅英一氏（元安宅産業（株）会長。
美術品収集家。安宅コレクションの基礎
を築く。音楽愛好家）により設立。

平山郁夫氏の寄附により本奨学金が設
立(平1）された。

故伊藤廣利氏（元本学美術教育教授）の
業績を記念して、ご遺族及び関係者によ
り設立。

藤野宗次郎氏（藤野金属（株）会長。日
本銅センター会員。美術愛好家）の寄附
により設立。

平成１７年度　東京芸術大学奨学金等　受賞者一覧

奨学金等名
所属

人数 計沿革

19

11

10

2

2

※本年度該当者なし

No

1

2

8

9

安宅賞

平山郁夫奨学金

伊藤廣利奨学金

藤野奨学金
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学部・研究科 学科・専攻
奨学金等名

所属
人数 計沿革No

13
クロイツァー記念
音楽賞

故レオニード・クロイツアー氏（ロシア生
れ、元本学器楽科（ピアノ）教授）の功績
を記念して、氏の子弟達の寄附により設
立。

音楽 器楽（ピアノ） 1 1

14 浄観賞

故二世稀音家浄観氏(本名、杉本金太
郎。 元本学長唄三味線教授。芸術院会
員。文化勲章受賞）の業績を記念して、
ご遺族及び関係者により設立。

音楽 邦楽 2 2

15 宮城賞

故宮城道雄氏（元本学箏曲教授。芸術
院会員。第１回NHK放送文化賞受賞）の
業績を記念して、箏曲演奏家の育成を目
的に、ご遺族及び関係者により設立。

音楽 邦楽 1 1

16 常英賞
常磐津文字衛氏(本名、鈴木英二。元本
学常磐津三味線客員教授。重要無形文
化財保持者）の寄附により設立。

音楽 邦楽 2 2

美術 彫刻 1

美術 工芸 1

美術 文化財保存学 1

18 高橋芸友会賞
本学公開講座(美術学部)修了者の有志
団体である「特定非営利活動法人上野
芸友倶楽部」の寄附により設立。

美術 油画 5 5

19
伊達メモリアル基
金（アドリアネ・ム
ジカ賞）

故伊達純氏（元本学器楽科（ピアノ）教
授）の業績を記念して、ご遺族及び関係
者により設立。

音楽 器楽（ピアノ） 2 2

美術 壁画 1

音楽 音楽文芸 1

21 菅原安男奨学基金
故菅原安男氏（元本学彫刻科教授）のご
遺族の寄附により設立。 美術 彫刻 1 1

22
セプテーニ奨学基
金

七村　守氏（株）セプテーニ代表取締役
会長の寄附により、若い優秀な芸術家育
成の支援を目的に設立。

美術 油画（版画） 2 2

美術 日本画 1

美術 油画 1

美術 彫刻 1

美術 工芸 1

美術 デザイン 2

美術 建築 2

美術 先端芸術表現 1

美術 造形学 1

美術 文化財保存学 1

美術 日本画 1
美術 油画 1
美術 彫刻 1
美術 工芸 5
美術 デザイン 2
美術 建築 3
美術 先端芸術表現 1
美術 造形学 1
美術 文化財保存学 2

17

20

23

24

当時、ベルギー国代理大使・総領事で
あったシュバリエ氏の夫人を中心とする
外交官夫人などの美術愛好家グループ
が若い芸術家支援を目的にパリの「サロ
ン・ドートンヌ」にならって設立。その後、
（財）西欧学芸研究所が引き継ぎ、現在
は、本学が運営している。

小薬将夫氏（株）丸正代表取締役社長の
寄附により設立。

野村証券（株）の基金拠出により、国際
社会における真の相互理解の実現のた
めに、音楽・美術分野における人材育成
活動及び国際交流活動に対しての助成
を目的に設立。

当初は、学生が少ないこともあり、卒業
生ほとんど全員の作品を買い上げてい
たが、戦争等、時代の推移の中で、半数
買上や買上中断などを経て、現在は、
「優秀作品」を買い上げている。また、昭
和52年からは、「作曲作品」も買い上げる
ようになった。（現在は、「大学美術館所
蔵品」総数約45,000点のうち、「買上作
品」は、約3,300点になっている）
　また、「自画像」作品の買上は、明治31
年に始まり、現在は、4,200点以上となっ
ている。

野村賞

ユー国際文化交流
支援基金

卒業・修了作品買
上

サロン・ド・プランタ
ン賞

2

11

3

17
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学部・研究科 学科・専攻
奨学金等名

所属
人数 計沿革No

25 芸大デザイン賞

故小池岩太郎氏、故高田正二郎氏（両
氏とも元本学デザイン科教授）により設
立され、その後、寿美田与市氏（元本学
デザイン科教授）及び小池岩太郎氏ご遺
族小池タカ氏から寄附受入。

美術 デザイン 4 4

音楽 作曲 2
音楽 声楽 6
音楽 器楽 5
音楽 指揮 1
音楽 邦楽 3
音楽 楽理 4
音楽 音楽環境創造 2

151

※No.1～22は、東京芸術大学奨学金制度によるもの

（参考：台東区長賞等）
台東区長賞 美術２名
取手市長賞 美術２名
杜賞 美術５名

26 アカンサス音楽賞 23

受賞者合計

成績優秀を得て音楽学部を卒業する者
を顕彰する目的に設立。
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大学/機関 国/地域 締結年月日 対象学部

中央美術学院 中国 平成元年 4月 1日 美術学部

ミュンヘン音楽演劇大学 ドイツ 平成元年 7月31日 音楽学部

シュトゥットガルト芸術大学 ドイツ 平成元年 7月31日 音楽学部

ソウル大学校美術大学 韓国 平成元年12月 7日 美術学部

シベリウス音楽大学 フィンランド 平成 4年12月10日 音楽学部

中央音楽学院 中国 平成 5年 4月 1日 音楽学部

ウィーン音楽演劇大学 オーストリア 平成 8年 5月27日 音楽学部

パリ国立高等音楽舞踊院 フランス 平成 9年11月10日 音楽学部

英国王立音楽院 イギリス 平成10年 5月18日 音楽学部

清華大学美術学院 中国 平成12年11月 7日 美術学部

王立メルボルン工科大学

（美術学部とデザイン＆コミュニケーション学部との
協定締結）

ソウル大学校音楽大学 韓国 平成13年 4月24日 音楽学部

王立北部音楽院 イギリス 平成13年10月12日 音楽学部

ユニバーシティ・カレッジ・フォー・ザ・クリエイティブ・
アーツ

(旧サリー芸術＆デザイン研究大学)

スミソニアン研究所フリーア美術館、サックラー美術
館

アメリカ 平成14年 7月30日 美術学部・美術館

アナドール大学 トルコ 平成14年12月20日 美術学部

ワイマール・バウハウス大学 ドイツ 平成15年12月18日 美術学部

ウズベキスタン国立音楽院 ウズベキスタン 平成16年 5月 5日 音楽学部

リヒテンシュタイン国立大学 リヒテンシュタイン 平成16年 6月30日 美術学部

シカゴ美術館附属美術大学 アメリカ 平成16年 9月17日 美術学部

上海音楽学院 中国 平成16年12月16日 音楽学部

ハレ・ブルグ・ギービヒェンシュタイン芸術大学 ドイツ 平成17年 1月10日 美術学部

シュトゥトガルト美術大学 ドイツ 平成17年 1月12日 美術学部

シドニー大学 オーストラリア 平成17年 5月 3日 美術学部

国立台南芸術大学 台湾 平成17年 6月16日 美術学部

中国美術学院 中国 平成17年 7月28日 美術学部

ミマール・シナン美術大学 トルコ 平成17年10月10日 美術学部

新疆芸術学院 中国 平成17年11月24日 美術学部・音楽学部

韓国芸術綜合学校 韓国 平成17年12月6日 美術学部・音楽学部

大邱大学校 韓国 平成18年3月7日 美術学部

イギリス 平成14年 5月13日 美術学部

東京芸術大学　国際交流協定校一覧

オーストラリア 平成13年 1月31日 美術学部



平成17年度　主な新聞掲載記事

掲載日 記　　　事　　　名 掲載新聞 記事内容の概要

展覧会関係記事

1 2005年4月1日 仏教壁画の再現で　旅の夢一気に 読売夕刊
修了作品展に出品されたバーミヤン遺跡西大仏
天井壁画再現模写について

2 2005年4月9日
厳島神社国宝展にＰＲコーナー設置　宮島観
光協会

読売朝刊
開催中の同展に宮島観光協会のＰＲコーナーが
設置された

3 2005年4月25日 「平家納経」に見る信仰心 読売夕刊 「厳島神社国宝展」によせて　宮尾登美子氏

4 2005年6月18日 植物画至宝展 東京夕刊 展覧会紹介記事

5 2005年7月8日 バブルが呼んだ美、今に 朝日夕刊
カウエンホールンのチューリップの作品を紹
介。（植物画世界の至宝展）

6 2005年6月21日 500年の体系　植物画世界の至宝展
新美術新聞（月
３回発行）

大学美術館で開催の「500年の体系　植物画世界
の至宝展」についての熊澤弘助手による解説記
事

7 2005年8月27日 日独交流示す二つの展覧会 東京朝刊
「日本におけるドイツ年」にあたり陳列間で開
催される２つの展覧会（D/J Brand展､Rosa展）
の紹介。渡辺好明助教授。

8 2005年9月13日 独に学んだ芸術家の「理」 朝日夕刊 「D/J Brand」展「Rosa!」展の紹介。

9 2005年9月21日 ＨＩＫＯ×ＧＥＩＤＡＩ
新美術新聞（月
３回発行）

ヒコ・みづのジュエリーカレッジとの合同展の
紹介

10 2005年9月22日 非公開の仏像・絵巻を一同に 朝日朝刊 台東区のたからもの展の紹介

11 2005年10月4日 歴史の深さや伝統、文化に触れて 毎日朝刊
台東区のたからもの展の紹介、文化財など70点
公開。

12 2005年10月5日 台東区の神社仏閣所蔵文化財一堂に 読売朝刊
台東区のたからもの展の紹介、文化財など70点
公開。

13 2005年10月11日 台東区のたからもの 東京夕刊 台東区のたからもの展の紹介

14 2005年10月11日 堀越保二・手塚登久夫展
新美術新聞（月
３回発行）

堀越・手塚両教授の退任記念展の紹介

15 2005年10月31日 吉村順三建築展 産経朝刊 展覧会紹介記事

16 2005年11月28日 個人住宅つくる喜び　吉村順三建築展 日経朝刊
展示内容の紹介。建築科創設100年の記念展でも
ある。

17 2005年12月1日 生活見据えた建築家 朝日夕刊
軽井沢の山荘等の代表作のほか、展示内容の紹
介。（吉村順三建築展）

18 2005年12月2日
吉村順三と前川國男の近代建築展「戦後社会
の健全さ」表現

朝日夕刊
２人の建築家の回顧展とその作品の共通点等を
紹介。（吉村順三建築展）

19 2005年12月7日 吉村順三建築展　魅力伝わる空間演出 朝日朝刊
展覧会の紹介。工夫にとんだ会場づくりがされ
ている。

20 2005年12月1日 吉村順三建築展
新美術新聞（月
３回発行）

展覧会紹介記事

21 2005年12月22日 平櫛田中の旧邸　木彫継承１８人展覧会 朝日朝刊 「アトリエの末裔あるいは未来」展の紹介

22 2006年1月11日 アトリエの末裔あるいは未来 毎日夕刊 展覧会紹介記事

23 2006年1月1・11日 スキノデリック－彫刻の表層－展
新美術新聞（月
３回発行）

大学美術館で開催の「スキノデリック－彫刻の
表層－展」についての北郷悟助教授による解説
記事

24 2006年1月17日 ナビゲータ「彫刻の現在」多様な顔 朝日夕刊
「スキノデリック展」と「アトリエの末裔ある
いは未来展」の紹介

25 2006年1月6日 世界遺産からのSOS展 毎日朝刊
危機にひんしたアジア各地の世界遺産の写真、
映像などを紹介。大学美術館で開催。

26 2006年1月9日
写真・映像展「世界遺産からのSOS～アジア
危機遺産からのメッセージ」

毎日朝刊 〃

27 2006年1月14日 「世界遺産からのSOS展」開幕 毎日朝刊 展覧会紹介記事

28 2006年1月25日
写真・映像展「世界遺産からのSOS～アジア
危機遺産からのメッセージ」

産経朝刊 展覧会紹介記事
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平成17年度　主な新聞掲載記事

掲載日 記　　　事　　　名 掲載新聞 記事内容の概要

29 2006年1月27日 「世界遺産からのSOS展」に紀子様 毎日夕刊 秋篠宮妃紀子様が同展を視察された。

30 2006年2月7日 「世界遺産展」募金総額は43万円 毎日朝刊
同展で、来場者から寄せられたお金は、日本ユ
ネスコ協会連盟を通じ、遺産保護のために使わ
れる。

31 2006年1月13日 脅かされる人類の宝 毎日朝刊
写真・映像展「世界遺産からのSOS～アジア危機
遺産からのメッセージ」の紹介。

32 2006年3月1日 全ての宗教のための小さな寺 毎日朝刊
ノルウェー工科自然科学大学の学生らが来日
し、美術学部の学生とワークショップを行っ
た。

33 2006年3月21日 エルンスト・バルラハ展
新美術新聞（月
３回発行）

エルンスト・バルラハ展の紹介

34 2006年3月21日 平成17年度東京藝術大学卒業・修了作品展
新美術新聞（月
３回発行）

「各地の展覧会から」として2/22～26に開催さ
れた本学の卒業・修了作品展の展示作品を紹介

演奏会関係記事

35 2005年4月19日 「鴎外とオペラ」レクチャーコン 毎日朝刊
東京国立博物館主催の「森鴎外のオペラへの憧
れ」（瀧井敬子助手、大学院生協力）の紹介

36 2005年7月23日 ”幻の鴎外訳オペラ”上演へ 東京朝刊 本学演奏芸術センターで行うオペラ公演の紹介

37 2005年8月23日 森鷗外のオペラ初上演 読売夕刊 森鷗外訳詞の「オルフェウス」が初上演。

38 2005年9月28日
森鷗外の翻訳オペラに高評価
訳語上演への見方変えるか？

読売夕刊
森鷗外文語訳による「オルフェウス」公演を紹
介。

39 2005年10月4日 東西の音大が日本語オペラ競演 日経朝刊
森鷗外文語訳による「オルフェウス」公演を紹
介。

40 11月号 幻の鴎外訳オペラ 文芸春秋
森鷗外文語訳による「オルフェウス」について
の記事

41 2005　秋号
東京芸術大学演奏芸術センター　グルッグ
《オルフェウス》

グランドオペ
ラ

森鷗外文語訳による「オルフェウス」について
の記事

42 11月号 字幕を堪能する
チケットク
ラッシック

森鷗外文語訳による「オルフェウス」について
の記事

43 2005年7月6日 ラヴェル・プロジェクト 赤旗
ラヴェル・プロジェクト第６回で行われたオペ
ラの紹介

44 ８月号 東京芸大「ラヴェル・プロジェクト」 音楽の友 ラヴェル・プロジェクトの紹介

45 2005/8/4号
刺激的プログラムが目白押し
開かれた“藝大”を体験したい

Weeklyぴあ 演奏芸術センターの紹介

46 2005年11月29日 ３日に「ドイツリートの夕べ」 毎日夕刊
コンラート・リヒター客員教授が企画。奏楽
堂。

47 2005年10月8日 第55回芸大メサイア演奏会 朝日朝刊 芸大メサイアの広報記事

48 2005年12月23日 芸大メサイア公演 朝日朝刊 芸大メサイアの紹介

社会連携関係記事

49 2005年4月22日 「老化」木材で文化財を修復　東芸大・京大 朝日夕刊
木材を人工的に老化させ、文化財の保存や修復
に役立てる試みが始まっている。

50 2005年5月24日 大学の社会人向け講座　得意分野で特色 日経朝刊 公開講座の紹介

51 2005年8月7日 マドラー作りに親子21組が挑戦 東京朝刊
親子で順銀製のマドラー作りに挑戦する「匠に
学ぶ　ワークショップ」が開かれた。

52 2005年6月7日 九州で聴く一流 読売夕刊
別府アルゲリッチ音楽祭の紹介（本学学生オー
ケストラ出演）

53 2005年6月8日 TAPサテライトギャラリーオープン 茨城朝刊
取手アートプロジェクトの市民への活動周知た
のめ、取手駅東口のビルにオープン。

54 2005年9月4日 巨大壁画は美に”高架” 東京（茨城）

55 2005年9月4日 高架下彩る空と水と緑 朝日（茨城）

56 2005年9月4日 巨大壁画が完成 常陽新聞

取手市新町の国道６号高架下橋脚に市と市民、
芸大の「壁画によるまちづくり実行委員会」が
ボランティアの協力で壁画を描いた。
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57 2005年10月19日 町を舞台にアート展 東京朝刊
「サスティナブル・アートプロジェクト2005
『言の伝え』－町も人を見つめる－」の紹介。

58 2005年9月9日 神輿、街を練り歩き 東京朝刊
上野商店街連合会の協賛で、学生制作の神輿が
街に繰り出す。

59 2005年12月16日 地域と交流街づくり 東京朝刊
早大と芸大生らが連携し展覧会「ちずあと　ワ
セダ・ゲーダイ図法」を開催。

60 2005年12月22日 芸大生と師弟共演 読売朝刊
台東区立御徒町東中学と本学との合同演奏会紹
介

61 2006年1月31日 台東区　ネットに仮想美術館 毎日朝刊
台東区ホームページ内に「台東区ヴァーチャル
美術館」が開設。芸大卒業制作から選ばれる
「区長賞」により寄贈された作品を掲載。

62 2005年11月10日 平山学長らの作品販売 東京朝刊 藝大アートプラザを構内にオープンした。

63 2005年11月10日 窓 日経朝刊 藝大アートプラザを構内にオープンした。

64 2005年12月11日 「藝大アートプラザ」オープン
新美術新聞（月
３回発行）

藝大アートプラザオープンの概要と商品の紹
介。

65 2005年12月8日 下町に響くクラッシック 毎日夕刊
葛飾フィルハーモーニーと本学澤和樹教授の連
携

66 2005年12月9日 黒衣の教授舞台へ 朝日朝刊
葛飾フィルハーモーニーと本学澤和樹教授らの
連携

67 2005年12月11日
東京芸大日本画科で完成　「源氏物語絵巻」
模写の披露式

新美術新聞（月
３回発行）

徳川美術館に現状模写贈呈。

68 2005年10月27日 足立「柳原音楽祭」手探り運営13年 朝日朝刊 今年は芸大学生オーケストラが出演する。

69 2005年11月4日 サンダル履きでオケ堪能 朝日朝刊
足立区の柳原音楽祭に学生オーケストラが出
演。

70 2006年1月28日 芸大の講師、音楽の特別授業 朝日朝刊

足立区千住１丁目に移転する音楽環境創造科の
講師が、地元の小学生がメンバーの足立ジュニ
ア吹奏楽団にソルフェージュの授業を３回行
う。

71 2006年3月23日 千住を「芸術と起業」の街に 日経朝刊
足立区の再生計画の紹介。本学千住キャンパス
についても紹介。

学生・卒業生関係記事

72 2005年4月27日 新人演奏会　気鋭の96人競演 読売朝刊
全国の音楽大学・短大の優秀卒業者による演奏
会の紹介

73 2005年5月3日 第７５回新人演奏会 読売朝刊
全国の音楽大学・短大の優秀卒業者による演奏
会の紹介

74 2005年4月30日
芸大生、名手と一緒「邦楽叙事詩・スサノ
ヲ」

東京夕刊
学生、大学院生らとともに能楽、箏曲、尺八、
舞踊の第一人者らが出演。

75 2005年5月16日 音大生たち夢のコンサート 毎日夕刊
学生公募による企画コンサートの紹介（本学学
生による「邦楽極楽」）

76 2005年6月6日 飯塚音楽コンクール２部門入賞者決まる 朝日朝刊 ピアノ部門：大賞を本学大学院１年が受賞

77 2005年6月7日 芸大卒業生ら　きょうコンサート 産経朝刊 藤舎流の秘曲現代風に披露

78 2005年8月30日 音コン声楽６人が本選へ 毎日朝刊
日本音楽コンクールの予選結果。本学大学院生
３名、卒業生１名が本選出場

79 2005年9月1日 ７人が本選へ　音コン作曲部門 毎日朝刊
日本音楽コンクールの予選結果。本学学部学生
２名、大学院生１名、修了生１名が本選出場

80 2005年9月9日 学生音コン・ピアノ本選へ15人 毎日朝刊
全日本学生音楽コンクールの予選結果。本学附
属高校生３名が本選出場。

81 2005年9月10日 学生音コン・フルート本選へ26人 毎日朝刊
全日本学生音楽コンクールの予選結果。本学附
属高校生６名が本選出場。

82 2005年9月11日 音コン・ピアノ部門４人が本選へ 毎日朝刊
日本音楽コンクールの予選結果。本学学生１名
が本選出場。

83 2005年9月16日 声楽部門大学・一般の部19人本選へ 毎日朝刊
全日本学生音楽コンクールの予選結果。本学卒
業生１名が本選出場。

84 2005年9月24日 学生音コン・高校バイオリン本選へ13人 毎日朝刊
全日本学生音楽コンクールの予選結果。本学附
属高校生４名が本選出場。
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85 2005年9月26日 音コン　ホルン部門は６人本選へ 毎日朝刊
日本音楽コンクールの予選結果。本学学生２名
が本選出場。

86 2005年10月11日 日本音楽コンクール本選特集 毎日朝刊
本選出場者中　バイオリン１人、声楽５人、ホ
ルン２人、チェロ１人、作曲４人、ピアノ１人
が本学学生又は卒業生。

87 2005年10月18日 音コン作曲部門本選会 毎日朝刊
日本音楽コンクールの本選結果。本学卒業生が
１位

88 2005年10月19日 音コンホルン本選会 毎日朝刊 日本音楽コンクールの本選結果。本学学生３位

89 2005年10月20日 音コン声楽部門 毎日朝刊
日本音楽コンクールの本選結果。本学大学院生
が１位、２位、３位

90 2005年10月21日 音コン声楽部門１位 毎日朝刊
日本音楽コンクール関連記事。声楽部門１位の
本学大学院生の談話。

91 2005年11月7日 学生音コン東京大会 毎日朝刊
全日本学生音楽コンクールの本選結果。本学附
属高校生バイオリン部門３位。同奨励賞。２名
がピアノ部門奨励賞。

92 2005年11月15日 一位の横顔 毎日夕刊
日本音楽コンクール作曲部門で１位になった本
学卒業生の紹介

93 2005年12月7日 一位の横顔 毎日夕刊
日本音楽コンクールホルン部門で１位になった
本学卒業生の紹介

94 2005年12月14日 一位の横顔 毎日夕刊
日本音楽コンクール声楽部門で１位になった本
学大学院生の紹介

95 2006年2月15日 輝く才能晴れ舞台 毎日朝刊
第７４回日本音楽コンクールの受賞者発表音楽
会に関する記事

96 2006年2月1日 青山音楽賞決まる　新人奨励賞を新設
音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学学部４年生が新人奨励賞を受賞

97 2005年9月28日 音色やわらか　木造ホール 読売夕刊
旧奏楽堂を紹介。本学学生による演奏について
も。

98 2005年6月25日 コンサートを聴きにいこう 毎日夕刊
旧奏楽堂で行われている日曜コンサート、木曜
コンサートの紹介

99 2006年3月12日 「木曜コンサート」200回に 毎日朝刊 旧奏楽堂で芸大院生らが演奏。

100 2006年3月15日 東京芸大生「木曜コンサート」 朝日朝刊
1988年から続く、木曜コンサートが、16日の講
演で200回を迎える。

101 2005年11月22日 管打楽器コンクール　林田さんら１位 朝日朝刊
日本管打楽器コンクールの結果。本学大学院生
がサクソフォーン１位。学部学生がオーボエ１
位。

102 2006年3月30日 紀子さま公務に 毎日朝刊
東京芸術大学など五つの音大卒業生による演奏
会が皇居で開かれた。

103 2005年4月1日 フェイス２１世紀(74)
新美術新聞（月
３回発行）

本学大学院修了生である彫刻家を紹介

104 2005年9月11日 彫刻展
新美術新聞（月
３回発行）

本学大学院修了生である彫刻家の展覧会を紹介

105 2005年5月1・11日 フェイス２１世紀(75)
新美術新聞（月
３回発行）

本学大学院修了生である日本画家を紹介

106 2005年6月1日 フェイス２１世紀(76）
新美術新聞（月
３回発行）

本学博士後期課程在学中の日本画家を紹介

107 2005年7月1日 フェイス２１世紀(77）
新美術新聞（月
３回発行）

本学博士後期課程在学中の日本画家を紹介

108 2005年7月30日 新・職人列伝 日経夕刊 本学大学院修了生である外国人日本画家を紹介

109 2005年８月1・11日 フェイス２１世紀(78）
新美術新聞（月
３回発行）

本学大学院修了生である日本画家を紹介

110 2005年9月8日 存在感あるはかなさ 毎日夕刊
期待の新鋭として本学大学院修了生である彫刻
家を紹介

111 2005年9月14日 美や美術は痛みをともなうもの 朝日夕刊 本学大学院修了生である美術家の個展を紹介

112 2005年11月13日 スタイルの職人 産経朝刊 本学卒業生であるアーティストの作品紹介

113 2005年12月8日 すてき私流 読売夕刊 本学大学院生である日本画家の紹介

114 2005年12月1日 フェイス２１世紀(82）
新美術新聞（月
３回発行）

本学博士後期課程在学中の日本画家を紹介
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115 2005年4月11日
定期２００回目、来年創立５０周年
東京混声合唱団、フランスの重鎮招き公演

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

同合唱団は１９５６年東京芸術大学声楽科の卒
業生により創設、コンサート開催を活動の中心
に、幅広い分野の合唱作品の開拓と普及に取り
組む

116 2005年4月11日
～１０年間ヨーロッパで研鑽
集大成として日本で初のリサイタル～

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学大学院修了生であるソプラノ歌手を紹介

117 2005年5月21日 バッハのオルガン曲全曲演奏
音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学大学院修了生であるオルガニストがバッハ
のオルガン作品全曲演奏に挑んでいる。

118 2005年6月1日
～ショパンのコンクール最高位やドイツでの
ショパン協会賞受賞など～

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学卒業生であるピアニストを紹介

119 2005年7月11日 ～デビュー20周年記念リサイタル～
音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学大学院修了生であるフルート奏者を紹介

120 2005年8月11日
～イタリアを拠点に活動　テミルカーノフと
も共演も～

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学卒業生であるピアニストを紹介

121 2005年9月21日
～パリ国際声楽コン・仏歌曲部門
日本人初のグランプリなど～

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学大学院修了生であるソプラノ歌手を紹介

122 2005年10月1日
～戦いの犠牲となった全ての人々へのレクイ
エム～

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学大学院修了生であるテノール歌手を紹介

123 2005年11月1日
～デュオで国際コン２位
ドイツの音大で研鑽も～

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学大学院修了生であるピアニストを紹介

124 2005年12月1日
～ドイツに学び活動、今年２月帰国
演連コンサート１７６～

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学卒業生であるクラリネット奏者を紹介

125 2005年12月11日
～フォーレの「舟歌」やルーセル、メシアン
の作品から

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学卒業生であるピアニストを紹介

126 2006年1月1・11日号
～プラハで東洋人初の「椿姫」主役
フランスの様々な時代を歌う～

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学大学院修了生であるソプラノ歌手を紹介

127 2006年3月1日
～バッハの時代のヴェルクマイスター音律で
弾く近・現代～

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学卒業生であるピアニストを紹介

128 2006年3月11日
～生誕百年のショスタコーヴィチ
「24の前奏曲とフーガ」全曲演奏～

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

本学卒業生であるピアニストを紹介

教員・名誉教授等関係記事

129 2005年11月2日 秋の褒章８２７人に
朝日朝刊（各紙
同様の記事有
り）

山本正道教授受章

130 2006年3月25日 芸術院賞　辻井喬さんら10人 読売朝刊 野村四郎名誉教授（邦楽）が受賞

131 2005年5月3日 現代画家・デッサンシリーズ平山郁夫展 朝日朝刊 展覧会紹介記事

132 2005年5月4日 人こと 朝日朝刊 展覧会関連記事

133 2005年5月23日 学校と私 毎日朝刊 本学学長による手記

134 2005年7月8日 もう動物では間に合わない 毎日夕刊 平山学長の手記

135 2005年5月17日 ユネスコメダルに湯川博士 日経夕刊他
湯川博士日本人初のユネスコメダルに（デザイ
ン平山学長）

136 2005年8月4日 平山郁夫さん「広島生変図」 産経朝刊 原爆記念日関連記事

137 2005年8月6日 文化を通じ世界平和を 山陽新聞 平山学長の手記

138 2005年12月22日 「日韓文化交流フォーラム」結成 朝日朝刊 平山前学長のインタビュー

139 2006年2月20日 こころの玉手箱 日経夕刊 平山前学長に関する記事

140 2005年7月22日 東京芸大次期学長に宮田氏 読売朝刊
12月20日に任期満了を迎える平山郁夫学長の後
任に宮田亮平理事を選出したと発表。

141 2005年7月22日 学長に宮田亮平氏 新潟日報
12月21日に任期満了を迎える平山郁夫学長の後
任に宮田亮平理事を選出したと発表。

142 2005年10月1日 人 徳島新聞 次期学長の紹介。

143 2005年10月5日 この人 東京朝刊 次期学長の紹介。
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144 2005年9月21日 垣根超えていく芸術を
新美術新聞（月
３回発行）

次期学長の紹介。

145 2006年1月10日 東京芸大新学長　宮田亮平氏に聞く 新潟日報 インタビュー。大学運営の抱負や課題。

146 2006年2月20日 学校と私 毎日朝刊 学長インタビュー。

147 2005年4月1日 絹谷幸二展
新美術新聞（月
３回発行）

絹谷教授の新作展の紹介

148 2005年4月21日 藪内佐斗司の小宇宙展
新美術新聞（月
３回発行）

藪内教授の展覧会の紹介

149 2005年6月1日 野田哲也
新美術新聞（月
３回発行）

野田教授のインタビュー

150 2005年6月1日 手塚雄二展
新美術新聞（月
３回発行）

手塚教授の展覧会の紹介

151 2005年7月11日 ９つの音色展
新美術新聞（月
３回発行）

宮田教授、三田村教授参加の展覧会紹介

152 2005年9月1日
「９つの音色　藝術の対話　中国　韓国そし
て日本」の出版記念パーティが開催

新美術新聞（月
３回発行）

宮田教授、三田村教授参加の展覧会に関する書
籍の出版について

153 2005年10月11日 「漆とジャパン　美の謎を追う」
新美術新聞（月
３回発行）

三田村教授の書籍出版について

154 2005年4月6日 国語教科書に書き下ろし 朝日夕刊
中学校用国語教科書に著名人の書き下ろしの文
章が採用されていることについて（本学日比野
克彦助教授）

155 2005年6月8日 みんなの癖集め段ボール作品 茨城朝刊 日比野克彦助教授の制作活動紹介

156 2005年9月1日 日比野克彦の一人万博
新美術新聞（月
３回発行）

日比野助教授の展覧会紹介

157 2005年8月13日 日比野克彦の一人万博 日経朝刊 日比野助教授の展覧会紹介

158 2005年8月31日 おおらかに一人万博 朝日朝刊 日比野助教授の展覧会紹介

159 2006年3月7日 日比野克彦写真展 産経朝刊 日比野助教授の展覧会紹介

160 2005年10月11日 宮廻正明展
新美術新聞（月
３回発行）

宮廻教授の展覧会紹介

161 2005年12月1日 宮廻正明　日本画展
新美術新聞（月
３回発行）

宮廻教授の展覧会紹介

162 2005年4月21日 中島千波　屏風の世界展
新美術新聞（月
３回発行）

中島教授の展覧会の紹介

163 2005年10月21日 中島千波の世界展
新美術新聞（月
３回発行）

中島教授の展覧会特集

164 2005年11月2日 中島千波還暦記念展 東京夕刊 中島教授の展覧会紹介

165 2005年8月4日 平和コンサートとシンポジウム開催 毎日朝刊
東大・芸大有志教員らによる平和コンサートと
シンポジウムの紹介

166 2005年10月21日 深井隆展　はじまりの物語
新美術新聞（月
３回発行）

深井教授の展覧会紹介

167 2005年5月7日
人間国宝、名手、花形1600名豪華多彩に三曲
名流大会

東京夕刊 演奏会紹介記事（萩岡松韻助教授出演）

168 2005年6月9日 違うベートーヴェン見えてきた 毎日夕刊
本学植田克己教授の20年にわたる「ベートー
ヴェンシリーズ」演奏会の紹介

169 2005年9月13日 新発見のバッハ声楽曲演奏 朝日夕刊 鈴木雅明教授の演奏活動に関する記事

170 2005年9月15日 時空を超える魂の音楽 読売夕刊 伊原直子教授の手記

171 2005年11月5日 女神の前髪をつかめ 毎日夕刊 小林研一郎教授へのインタビュー

172 2005年8月11日 2005年エクソンモービル音楽賞決まる 東京夕刊 味見亨名誉教授受賞

173 2005年4月30日 探求を続けるソプラノ歌手　嶺貞子さん 信濃毎日夕刊 本学名誉教授嶺貞子氏のインタビューと紹介

174 2005年12月21日 嶺貞子　イタリア星勲章を受章 毎日夕刊 嶺貞子名誉教授が受章

6 / 7 



平成17年度　主な新聞掲載記事

掲載日 記　　　事　　　名 掲載新聞 記事内容の概要

175 2005年6月11日 芸ひとすじ　尺八山本邦山 東京夕刊 山本邦山本学名誉教授の紹介

176 2005年12月24日 信じ待つことで生む音楽 朝日夕刊 松村禎三名誉教授のインタビュー

177 2005年7月1日
０７年９月から新国立劇場芸術監督に内定
若杉弘氏、７月１日芸術参与に就任

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

新国立劇場オペラ部門の次期芸術監督に本学名
誉教授若杉弘氏が内定、この７月１日から芸術
参与に就任

178 2005年8月1日
日本人歌手の出演・舞台経験含め最善を尽く
す

音楽舞踊新聞
（月３回発行）

オペラ部門の芸術参与に７月１日付で就任した
若杉弘氏の就任記者会見を新国立劇場で行っ
た。

映像研究科関係記事

179 2005年4月9日
映画・漫画学科に芸術家教授　現場主義で育
て即戦力

日経朝刊
大学院映像研究科の紹介、黒沢教授のインタ
ビュー。

180 2005年11月8日 “たけし教授”初講義 神奈川新聞 ７日、北野教授の初講義が行われた。

181 2005年12月21日 東京芸大に寄附講座 毎日朝刊 メディア映像専攻に電通の寄附講座。

182 2005年11月22日 日本映画の人材育成 毎日夕刊 本学大学院映像研究科についても紹介

183 2006年1月21日
東京芸術大学大学院映像研究科に「メディア
映像専攻」を開設

新美術新聞（月
３回発行）

2006年４月開設のメディア映像専攻の紹介

184 2006年1月21日 文化の力で街再生 日経朝刊
横浜市の取組として本学大学院映像研究科を紹
介

185 2005年7月5日 堀越謙三氏に第２３回川喜多賞 東京夕刊 本学映像研究科堀越教授受賞

186 2006年3月2日 独自の表現　実践の軌跡　毎日デザイン賞 毎日朝刊
佐藤雅彦氏（2006/4/1 本学大学院映像研究科教
授就任予定）が毎日デザイン賞を受賞

その他

187 2005年6月4日 建築望見 読売夕刊 「建築計画論Ⅰ」の授業を紹介

188 2005年8月6日 本格メニュー学食で 東京朝刊
大学に本格的なレストランが増えている。大学
美術館のホテルオークラも紹介。

189 2005年8月6日 ただいま大鼓修行中 東京夕刊 本学別科邦楽専修の留学生を取り上げて紹介

190 2005年11月5日 大楽人 毎日夕刊 本学で邦楽を学ぶ留学生を紹介
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